
        
            
                
            
        

    















































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　人生には一度きりの、全力の恋こいというものがあるらしい。

　何かの本で読んだのか、はたまた映画やテレビで見たのか、細かいことは覚えていないが。昔、そんな話を聞いた気がする。

　一度きりの、全力の恋。

　聞こえの良い言葉だが、どうも違い和わ感かんがある。その理由は至し極ごく単純だ。

　なぜ『一度きり』でないといけないのか、と。その一点で引っかかる。

　恋というのは、毎回全力なのではないだろうかと俺は思ってしまう。世間一いつ般ぱんでどうなのかというのは一いち概がいに言うことはできないが、少なくとも俺はそうだった。

　交際経験は、高校二年生の頃ころに一度だけ。相手は、一つ上の学年の先せん輩ぱいだった。当時野球部だった俺は、ソフトボール部でピッチャーをしていた彼女に惹ひかれて、数か月間悶もん々もんと想おもいを募つのらせた後に告白した。

　先輩は快活で、それでいてどこかミステリアスな雰ふん囲い気きを纏まとっていたのを覚えている。俺は彼女と交際する前も、してからも、あの不思議な二面性に惹かれていたのだと思う。

　そして、先輩はものすごく、性に奔ほん放ぽうだった。交際を始めて数週間後に、先輩は自明の理のように俺との性せい交こう渉しようを求めた。俺は戸と惑まどったが、本気で惚ほれている先輩に迫せまられて高校男児の性欲を抑おさえることができるはずもなく、あっさりと事を済ませてしまった。

　もちろん、悪いことだとは思わなかった。好きな人と、心も身体からだも結ばれるというのは、とてつもなく幸福なことだったし、当時の俺はそれなりに浮うかれていた。先輩は見た目も整っていて人気者だったこともあり、友達にもなんども羨うらやまれた。

　ただ、彼女との関係は彼女の高校卒業と同時に、あっさりと終わった。

　先輩から連れん絡らくがこなくなったのだ。彼女からメールが送られてくることはなく、俺が送ったメールに返信がくることもなかった。

　会うこともできず、連絡もとれない。いわゆる『自然消しよう滅めつ』というやつで、金も時間も余分には持ち合わせていなかった高校生の俺は、先輩を探して追いかけることもできずに、失しつ恋れんした。

　彼女が卒業した後の１年間、俺はぼんやりと彼女のことを何度も思い出しながら過ごしていた。

　俺は先輩のことを本気で好きだったし、彼女が卒業しても交際を続ける気でいたのだ。だからこそセックスまでしたのだ。今後も本気で付き合っていくという証明のつもりでもあった。

　だが、きっと彼女の中ではそうではなかったのだろう、ということを考えるたびに、俺は空くう虚きよな気持ちになるのだった。自分と相手の恋愛観があまりにもズレていて、そして、別れる時まで、そのことにあまり気が付いていなかった。

　俺の初めての交際は苦い思い出と共に終わり、大学生の間は勉学に励はげみ、就職活動をし、そして後ご藤とうさんと出会った。

　そこからのことはあえて思い出す必要もない。

　また俺は、本気で恋をした。仕事も本気でしながらの恋愛だったので、具体的なアプローチに出るまでに随ずい分ぶんと時間がかかってしまったが、それでも俺は５年間、変わらぬ熱量で後藤さんを想い続けていた。

　こんな風な恋愛しかしてこなかったものだから、どうも『一度きりの全力の恋』という言葉はしっくりこない。

　本当に人生に一度きりしか全力の恋がないのだとしたら、俺はすでにその全力を使い果たしてしまったのだろうか。高校時代の恋愛で、もしくは、後藤さんとの恋愛で。

　思い返してみても、どちらの方がより全力であったかなど、比べることができない。

　どのみち、俺の恋愛らしい恋愛というのは、今回が二回目だということだ。この恋が成じよう就じゆするかどうかはさておくとして、今の時点で「次の恋がありますか」と問われても、まったく想像することができない。むしろ、「ない」と答えてしまいそうですらある。

「じゃあ、私は？」

　背後から声がして、振ふり向くとそこには同居中の女子高生、沙さ優ゆが立っていた。

「私のことは、どう思ってる？」

「どうって……」

　言い淀よどむ俺を見て、沙優はにこりと微笑ほほえんで小首を傾かしげた。すとんと肩かたに落ちている彼女の髪かみが、さらりと、重力に従うように垂れる。

　沙優は、俺の生活に突とつ然ぜん舞まい込んできたイレギュラーな存在で。俺は沙優の一時的な保護者だ。

　俺と沙優の関係は明らかに違い法ほうなもので、ただ、それでも肉体関係を持ったりというような爛ただれた関係にはなっていない。努めてそうしているというわけではなく、そういう気持ちはまったく起こらないのだ。

「でも最近吉よし田ださん、後藤さんのことより私のことばっかり考えてくれてる感じするよね」

　俺の胸中と会話するように沙優が言うので、俺は慌あわてて彼女を見た。

「何言ってんだお前」

「だって後藤さんが家に来るっていうチャンスもあったのに、私と後藤さんを会わせたりしてさ。変だよね。私のこと追い出せば後藤さんと二人きりになって、いろいろ、できただろうにさ」

「いや、それは……」

　それは、三み島しまにも言われたことだった。

　だが、あの時はまったくそんな発想がなかったのだ。それよりも、これからも沙優が家にいるのだとしたら、沙優のことはしっかり後藤さんに説明しておかねばと思った。

「それってさ」

　またもや沙優は俺の心の中を覗のぞき見たように、口を開いた。

「後藤さんよりも、私とずっと一いつ緒しよにいたいってこと？」

「は？　いや……そんなことは」

「ねえ、吉田さん」

　沙優はどこか蠱こ惑わく的に微笑んで、言った。

「吉田さんにとって、私って、何？」




　　　　＊




「……しださん。……ねえってば。吉田さん！」

「んあ」

　身体を揺ゆすられて、目を開く。ぼんやりとした視界に容よう赦しやなく明るい光が侵しん入にゆうしてきて、俺は目を細めた。

　そのまま視線を動かすと、ベッドの横に立っている女子高生が目に入った。

「おはよ」

　同居人の沙優だ。ぼんやりとした視界では細かい表情までは見えないが、どうやら苦く笑しようしているようだった。

「……おはよう」

「なんか今日は全然起きなかったね。いつもはちょっとつつけば起きるのに」

「……そんなにか」

「結構声かけたし、つついたり叩たたいたりしてみたんだけど起きないからさ。ガンガン揺すっちゃった。ごめんね」
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「いや、起こしてくれないと遅ち刻こくするしな……」

　口を開けて寝ねていたのか、喉のどはぱりぱりと渇かわいていて、口の中もねばついて気持ちが悪い。

「悪夢でも見てた？」

「悪夢？」

　沙優の言葉に俺が首を傾げると、沙優はこくこくと頷うなずいた。

「なんか苦しそうな声漏もらしてた」

「ええ……悪夢ねぇ」

　言われて思い返してみるが、どうも頭がぼんやりしている。

　だが確かに、起きる直前まで誰だれかと会話をしていたような、妙みような感覚が残っていた。しかし、その内容は思い出せない。

「……覚えてねぇな」

「そっか。……あ、ほら早く起きて起きて。急がないと朝ごはん食べる時間なくなっちゃうよ」

「おう」

　身体を起こすと、それを確かく認にんした沙優は小さく頷いてからキッチンへと小走りで向かった。コンロをカチカチと鳴らして、鍋なべを火にかけている。

　それを横目に、俺はベッドから立ち上がり、大きく伸のびをした。

　居室のテーブルにはすでに彼女の作った朝食が並んでいる。味み噌そ汁しるの入った鍋を温めながらおたまでかきまぜている沙優に視線をやるが、本人は気付いていない。

　すっかり、沙優のいる生活が当たり前になってしまっている。

　だが、いつか彼女はいなくなる。元の生活に戻もどるのだ。

　それは俺にとっても彼女にとっても良いことで、同時に、正しいことでもある。

　起きがけにそんな思考がぐるぐる回り、俺は頭を振る。

　何を今いま更さら、後ろめたさなど感じているのか。最初から間ま違ちがっていたのだ、こんな関係は。間違っていると分かっていながら、自分で進んだ道だ。

　正しい方向に、必ず戻らなければならない。

　沙優のためにも、自分のためにも。

　早足で洗面所へ向かい、水道水でばしゃりと顔を洗った。

　水の冷たさで、起き床しようした時からもやのかかったようだった意識が、ようやくはっきりしたような気がした。
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「ちっ、出たわこの形式」

　バイトの休きゆう憩けい中、あさみが事務所のテーブルで参考書を広げて勉強していた。

　唐とう突とつにあさみが舌を打ったので、私の意識は自分のノートの上の数式から一いつ旦たん離はなれた。

「え？」

「これよ、これ」

　あさみがこちらに参考書を向けて見せてくる。そして、ページの一部を指でさした。パッと見たところ、現代文の問題のようだった。私はぶつぶつとその問題を読み上げる。

「豊とよ太た郎ろうが傍ぼう線せん[image: ]のように言ったのはなぜか。以下の選せん択たく肢しの中から正しいものを選べ。…………えっ、普ふ通つうじゃない？」

「よくあるタイプの問題だけどさぁ」

　あさみが唇くちびるを尖とがらせた。

　あさみは参考書をずずずと自分の方に戻しながら、息を吐はいた。

「文中に理由なんて書いてないっつの、って思うわけ」

「書いてない部分を読み取れって問題でしょ？」

「そういう問題なのはウチだって分かってるし。でもなんか引っかかるんだよねぇ」

「こういうの苦手？」

　私が訊きくと、あさみは一いつ瞬しゆんきょとんとしてから首を横に振ふった。

「全然。むしろトクイかも」

「じゃあなんでそんなに文句垂れてるのさ」

　あさみは一瞬ムッとしたように眉まゆを寄せた後に、シャーペンでトントンと自分のノートを叩きながら口を開く。

「別に解けないから文句言ってるってことじゃないわけよ。なんかこう、ムカつくんだよね。ほらこの、『正しいものを選べ』とかさぁ」

　あさみはひときわ強くトンッとシャーペンでノートを叩いた後に、ゆっくり言った。

「書かれてないのに、何が正しいとか分かんなくねって思うわけ。語られてない言葉から、本人にとっての正解なんて分かんないでしょ」

　あさみのその言葉は、急に、問題とは別の部分に浮うき上がって、曖あい昧まいな問いかけに変わったような気がした。そしてそれに自分で気が付いたように彼女ははっとした表情をした後に、ごまかすように言葉を続けた。

「いや、この小説の作者が問題作ってるなら分かるけどさぁ」

「ああ……問題作るのは作者じゃないもんね。作者にインタビューしたわけでもなさそうだし」

　問題文の後に小さな字で書かれている引用元を見ると、明らかに故人の小説だった。

　作者でもなければ、登場人物本人でもない問題作成者が、その時の登場人物の心情について『正しいもの』なんていう断定的な言葉を使って問題を作ったことに、あさみは憤いきどおっているようだった。

「亡なくなった作者も『いや俺そんなこと考えて書いてないッス』って思ってるべ絶対」

「その口調は絶対に間違ってると思うけどそうかもね」

　私の言葉にあさみはけらけらと笑って、参考書をぱたんと閉じた。

「萎なえたから一旦やめるわ」

　あっけらかんと言って、あさみは傍そばに置いていたペットボトルのキャップをからからと回して、ジュースをぐいと飲んだ。

「しっかし事務所のクーラーはポンコツだからクソ暑いわ。沙さ優ゆチャソこんな暑い中汗あせ一つかいてないとかハンパない」
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　あさみに言われて、彼女の額を見ると、うっすらと汗が浮かんでいた。

　確かに、事務所についているクーラーは店内のものとは違い明らかに性能の悪い小さなものだった。今日のような外気温がものすごく高い日には、外ほどは暑くないが生ぬるい、といった具合になることが多い。

　暑いといえば暑い。けれど、自分の額をこすると、少しべたついている程度で、汗が手につくことはなかった。

　私が口を半開きにしたまま額をさすっていると、あさみがふいににやりと笑って言った。

「この時、荻おぎ原わら沙優が額をさすったのはなぜか。以下の選択肢の中から正しいものを選べ」

「ふふ、なにそれ」

　明らかにからかうように言ってから再びくすくすと笑うあさみにつられて、私も笑ってしまう。

　ふと時計を見ると、もうすぐ休憩に入ってから30分が経たとうとしていた。今日は短いシフトなので私の休憩は30分しか与あたえられていない。

「そろそろ出なきゃ」

　私も開いていたノートを閉じて、タイムカードを押しにゆく。

「がんばってら」

　あさみは、すでに参考書を開きなおして目を落としている。その姿は私の目には何故なぜか眩まぶしく映って、目を細める。

　二つも開けていたシャツのボタンを一番上まで留めなおして、私は事務所のドアを開けた。店内のクーラーの冷気がぶわっと私の肌はだに鳥肌を立たせた。

「合計６４８円になります。……あ、電子マネーですね。少々お待ちください。……はい、タッチお願いします。ありがとうございます。レシートはご入り用ですか？　ありがとうございました」

　事務所から店内に出ると、矢や口ぐちさんの丁てい寧ねいな声が聞こえた。いつもより少し高くて、鼻に抜ぬけるような声。横目でお客様が女性であることを確認して、私は一人で口元を緩ゆるめた。彼は、好みの女性が来た時だけ声のトーンが上がるのだ。

　クーラーのきいた店内は、事務所とは打って変わって、半はん袖そでのコンビニ制服を着ている従業員には肌寒いくらいだ。少しだけ鳥肌が立っているのを感じながら、私は黙もく々もくと品出しをする。

　もうすっかり、夏だった。

　私に夏休みはなかった。そもそも、学業に勤いそしんでいない私など、学生としては常に休んでいるのと同じようなものだと思う。

　あさみが朝や昼のシフトに入ることが増えたことで、私は学生の夏休みを意識した。

　そうか、夏休みか。

　きちんと高校生をしていた頃ころはあれほど楽しみだった夏休みが、今では自分とはかけ離れたもののような気分になっていた。

　夏休みということもあり、あさみはほぼ毎日家に来るようになった。そして、彼女は参考書を開いて熱心に勉強をしていた。それもそのはずだ。彼女は高校三年生。冬には受験が控ひかえている。あさみが目指している大学の文学部の試験は控えめに言っても難関だった。真しん剣けんに勉強する彼女の横で、私も吉よし田ださんが買ってくれた参考書の問題を解いたりして過ごしていた。

　受験。

　この単語も、夏休みと同じく、随ずい分ぶんと他人ひと事ごとに聞こえた。

　勉強は、している。家事をしていない時間は他ほかに特にすることもないので、高校三年生の習うような内容は、市し販はんの参考書でなんとなく追いかけていた。学校を通してしか購こう入にゆうできない教科書などは当然北海道に置いてきてしまっているので、学校に通っている子と同じだけの知識があるかと訊かれればもちろん答えはノーとなるのだと思うけれど、それでも、まったくしないよりは良いかなと考えていた。

　とはいえ、だ。

　じゃあ受験をするのか？　大学へ行くのか？　と問われると、私はなんとも言うことができなかった。それに、一人で受験の手続きをする方法なども知らない。知らない上に、調べるほどの意欲もない。

　吉田さんに、「未来のことを考える」と言ったはいいものの、やはり現実的なことを考えるほどに足元がふわふわするような感覚があった。高校生という身分を放ほうり出してきてしまった私は、これからどうしたらいいのだろう。

　自分の家に……親のいる家に、帰る。それは今最も本気で考えるべき目標だ。けれど、それを達成したら、その後は？　その後、私はどうすれば。ビジョンは真っ白だった。

「あ」

　気付くとスナック菓が子しの棚たな出だしが終わっていた。時計を見ると、午前10時を回ったころだった。

　このままの流れで食しよく玩がんの棚出しをしてもいいところだけれども、お昼時になる前におにぎりやサンドイッチなどのお昼にたくさん売れる商品の棚の整理を済ませておきたい。

　バイトの仕事内容にも慣れてきて、だんだんと自分で優先順位を考えて業務の順番を整理したりできるようになってきた。

　レジの近くに積みあがっているサンドイッチ類のコンテナの前まで歩いてゆくと、レジにいた矢口さんが「ちょいちょい」と小声で言いながら手招きをしていた。今店内には私と矢口さんしかいないはずなのになぜ声を潜ひそめる必要があるのかと訝いぶかしみながらも、私は矢口さんのそばに寄った。

「外に黒い高級車が停とまってるの見える？」

　矢口さんは視線だけを外に動かして、小さな声でそう言った。つられて私も外を見ると、確かに真っ黒な高級車が、駐ちゆう車しや場に入らずにコンビニの前の車道に停車しているのが見える。

「確かに停まってますね」

「ここ最近毎日来てるんだよね。何か買っていくわけでもないし、ときどき視線をやるとさ、サングラスした怖こわい運転手がこっち見てる気がするんだよ」

　矢口さんは言ってから、自分の両りよう肩かたを摑つかんで、ぶるると身み震ぶるいするようなジェスチャーをした。

「いやサングラスしてたらこっち見てるかどうかなんて分からなくないですか」

「いや、そうなんだけど、なんとなく見てる気がするんだよねぇ」

　もう一度車の方を見ると、後部座席の窓はスモークガラスになっていて、中は見えなかった。運転席に座っているのは、スキンヘッドのサングラスをした男性だった。確かに威い圧あつ感かんがある。

　まじまじと見つめていると、運転手の首が少し動いた。サングラスをしているので視線までは分からないけれど、私も何故か自分と目が合ったような気がしてしまって、慌あわてて目を逸そらす。

「もしかして覆ふく面めん警察とかじゃないですか」

「警察ぅ？」

「ほら、女の子とっかえひっかえしすぎて」

「え、追われてるの僕？」

　矢口さんは一いつ瞬しゆんおろおろした後に、急に首を横に振ふった。

「いや、和わ姦かんは犯罪じゃない」

「自信持って言うことですかそれ……」

「それに覆面パトカーっていったらクラウンとかレガシィとか、もうちょい小回りききそうでお手て頃ごろな車でしょうよ。あの車はベンツだ」

　矢口さんがそんなことを言うけれど、私は車には詳くわしくないのでパッと見て車種やメーカーは分からない。

「まあ、あの車道は広いから停まってても横通れるし、駐車場内で迷めい惑わくな停め方してるわけでもないし、ほっとけばいいんだろうけど」

　矢口さんがそこまで言ったところで、レジ後方のフライヤーのタイマーが鳴った。矢口さんはフライヤーから鶏とりの揚あげ物の入った鉄てつ網あみを上げながら、しみじみと呟つぶやいた。

「気になるよねぇ」

　私も曖あい昧まいに頷うなずいた後に、レジの外に出て、サンドイッチの棚出し作業に戻もどる。

　毎日同じ場所に停車する理由。ぼんやりと考える。

　一番分かりやすいのは、このコンビニに用がある場合だ。けれど、矢口さんの知っている範はん囲いでは、一度も買い物には来ていないのだという。

　だとすれば、どこか他に目的地があって、その中ちゆう継けい点としてここで停車している可能性もある。ちょうどいい場所にあったのだ、このコンビニが。けれども、そうなると余計にこのコンビニの駐車場に停めないのは変な気がする。

　エンジン音が聞こえた気がして、振り返って外を見ると、その高級車はどこかへ行ってしまっていた。

「行っちゃいましたね」

「え？　……ああ、ほんとだ」

　自分で話題に挙げておきながら、あの車のことは矢口さんの意識の中からはもう完全にはずれていたようだった。のんびりとした所作で外を見てから、肩をすくめた。

「明日あしたも来るのかねぇ」

「何も買って行かないなら別に来なくていいですね」

「ほんとにね」

　その会話が終しゆう了りようすると同時に、私の頭も完全に仕事に切り替かわった。

　なぜか、他人と会話をすると時間が経つのはあっという間で、時計を見ると15分も経過していた。

　サンドイッチ、おにぎり、それとパン。お昼までに品出しを終わらせてしまおう。

　てきぱきと手を動かし始めると、高級車のことは頭の中から消えた。
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　あ、大きい欠伸あくび。そして、その後に缶かんコーヒーをごくごくと飲んだ。

　吉よし田だ先せん輩ぱいは元からきらきらとした目をしている人ではないが、今日はいつも以上に死んだ目をしている。寝ね不ぶ足そくだろうか。

　いや、無む趣しゆ味みで、もっと言えば寝るのが趣味のようなところがある吉田先輩が寝不足になどなるだろうか。よくよく思い返してみると、朝に吉田先輩が眠ねむそうにしているのは稀まれなことのような気がする。

　昨日の夜に何かあったのだろうか。何かあると言えば……。

「三み島しま君」

「あ、はい？」

　突とつ然ぜん後ろから肩をつつかれて、私はびくりとした。思考を遮さえぎられてムッとしたのが表情に出ないよう注意を払はらいながら振り返ると、小お田だ切ぎり課長が立っていた。

「この前頼たのんでおいた件だけど……」

「あ、やっておきましたよ。業務始まったらメール送ろうかと思ってました」

　私が答えると課長は一瞬きょとんとした後に、何度か頷いた。

「お、おお……そうかそうか」

「どうかしました？　もしかして必要なくなったとか？」

「ああ、いや、そうではなくてね」

　課長はぽりぽりと頭を搔かいた後に、言葉を続ける。

「最近うっかりが減ったなぁと思ってね」

「うっかり、ですか？」

「そうそう……前はこういうこと頼んでも、後で確かく認にんすると大たい抵ていやってなかった気がしてね」

「あ、ああ……なるほど」

　言われて、私も納なつ得とくしてしまう。

　確かに、以前はうっかりと言いながら故意的に「抜ぬけている奴やつ」を演じていたのだから、当たり前だ。

「もちろん、しっかりやってくれて嬉うれしいよ。メール、後でよろしく」

「あ、はい！　送っておきます」

　課長はにこりと笑って、自席へと戻って行った。

　思えば、課長は「できない私」のことを完全に諦あきらめるでもなく、「そういうやつだ」と認めて必要なことは再確認しに来てくれていた気がする。

　少し、悪いことをしたなと、心苦しくなった。

　まだ始業時間前だけれど、社内メールの画面を立ち上げて、手早く資料を添てん付ぷし、文面を作成し始める。

　吉田先輩と初めて居酒屋に行き、お互たがいの内心を語り合った日から、彼は私の手抜きを絶対に許してくれなくなった。いや、元から許されていたわけではないけれども、できないと判断したらすぐに吉田先輩が引き継ついで済ませてくれていたところを、私が終わらせるまで受け取ってくれなくなった。

　結果、明らかに私の仕事量は増えたけれど、自分が思っていたほどにはそれは私の負担にならなかった。むしろ、下手に自分を低く見せなくていい分、精神的には楽になったともいえるかもしれない。

　手短かつ丁てい寧ねいな文章を添そえて、課長に資料をメールで送信した。

　始業前から仕事にかかわる何かをするなど、以前なら考えられないことだったなぁと思い心中で失しつ笑しようする。

　そしてまた視線を上げて吉田先輩の方を見ると、彼の視線が左下に落ちているのが見えた。

　また、スマートフォンをいじっている。

　彼はなぜかスマートフォンをいじる時、机よりも低い位置でいじる。別に禁止されているわけでもないのに、後ろめたさでもあるのだろうか。

　とにかく、ＰＣよりもだいぶ低い位置でいじるため、頭はＰＣ画面よりも上にあるのに、視線だけやけに下に落ちているので、吉田先輩がスマートフォンをいじっているときは分かりやすい。

　そして、彼がスマートフォンをいじる理由など一つしかない。メッセージアプリで誰だれかと会話しているのだ。そしてその「誰か」の八割がたが、サユちゃんである。

　そうだ。私は未いまだに吉田先輩の個人的な連れん絡らく先を知らない。会社の外で連絡を取れないというのは恋れん愛あいにおいては相当なハンディキャップだと分かってはいるものの、相手はあの吉田先輩である。単純に「連絡先を教えてください」と言ったところで、「いや別に仕事以外で連絡取る必要ないだろ」とか平気で言ってのけそうな男だ。普ふ通つうは女性から理由もなく連絡先を訊きかれたなら、自分にはわからないその理由を考えてみたり、もしかして自分に気があるのかと思ったりするものではないのだろうか。勘かん違ちがいしすぎる男も面めん倒どうなものだけれど、まったくそういう発想がない男というのもこういった局面では厄やつ介かいだ。厄介すぎる。

　確実に言えることは、本人が自覚的かそうでないかはさておくとしても、頻ひん繁ぱんにかかわりがある人間の方が親密になりやすいということだ。当然すぎて言葉にするまでもないけれど、そういった基本的な部分で私は後ご藤とうさんよりもサユちゃんよりも後手に回っているように感じる。特に、サユちゃんにである。

　家にいる間常に一いつ緒しよにいて、会社にいるときもメッセージでやりとりをしたりしているのだ。明らかに距きよ離り感かんが近い。家族ではないのに、家族のそれのような関係を構築している。

　このままサユちゃんとだけその関係を続けさせるのは明らかに悪手だ。近いうちに、なんとしても彼の連絡先を手に入れたい。

「はい、それでは朝礼を始めます」

　私の思考を遮るように、オフィスに凛りんとした声が響ひびいた。後藤さんだ。

　普ふ段だんおっとりとした声でゆっくり話す彼女だが、こういう時に声を張るとよく通る。

　彼女の声を合図に、オフィス内の社員が全員起立する。

　週初めにだけ行われる朝礼だ。といっても、本当に簡単なもので、月間の目標の達成度の報告と、全体にかかわる重要な連絡事じ項こうがある場合だけそれが通達される。

　今日も姿勢正しく立っていればすぐに終わるだろうと思いながら起立したけれど、どうも様子が違った。

　代表の他ほかに、いつもはこっちのオフィスには顔を出さない人事部の人間が前に立っていた。そしてその隣となりには、初めて見る顔の女性。

「はい、今日はいつもの流れの前に、異動してきた社員を紹しよう介かいしますよ」

　代表がのんびりとした口調で言うと、人事部の男性が、隣に立つ女性に小声で何かを伝えた。おそらく「自己紹介して」というような指示だ。女性は小さく頷いて、一歩前に出た。

「仙せん台だい支部から異動してきました。神かん田だ蒼あおっていいます。こっちは出張でも来たことがなくて、勝手が分からないので、いろいろ教えてもらえると嬉しいです。よろしくお願いしまーす」

　くせっ毛を隠かくしもしないくるくるとした黒くろ髪かみに、すっきりとした鼻筋や小さめの口。女目線で見ても、気味が悪いほどに美人だった。それに、人前に立つことにまったく抵てい抗こうのなさそうな話し方。管理職として異動してきたのだろうか。いや、それにしては若すぎる。

「下っ端ぱとして課長のプロジェクトに入るので、こき使ってやってくださーい」

　彼女のフランクな自己紹介に、オフィスに小さな笑いが起こる。

　やはり管理職ではないようだけれど、いろいろな所作に妙みように自信が感じられる。単純に自分に自信のあるタイプの人間なのかもしれないが、どうあっても気が強そうだ。

　あまり関かかわり合いにはなりたくないなぁ、と心中で苦笑していると。

「えっ」

　と若じやつ干かん上ずった声が上がった。声の方に視線が集まる。

　声を上げたのは吉田先輩だった。

　そして、続いて前に立っていた神田という女性も声を上げた。

「え……もしかして吉田？」

　彼女の言葉に、オフィスがざわつく。

「なになに、知り合い？」

　代表がにこにこしながら神田さんに問うと、彼女は首を縦に振ふった。

「高校の頃ころの後こう輩はいです」

「なんでここに……」

　吉田先輩は明らかに動どう揺ようした様子でそう口にした。

「知り合いがいるっていうのはやりやすくていいねぇ。困ったら吉田君にいろいろ訊くといいよ」

「そうですね。そうします」

　代表の言葉に相あい槌づちを打ってから、神田さんはもう一度吉田先輩の方を一いち瞥べつして、腰こしの高さに片手を上げてにこりと笑いかけた。その仕草に、少しもやっとする。吉田先輩の方を見ると、彼も曖あい昧まいな笑えみを浮うかべて会え釈しやくを返している。

　妙だ。

　過去の知り合いが異動してきたとして、驚おどろくことはあっても、あそこまで動揺するものだろうか。吉田先輩のあの慌あわて方には既き視し感かんがあった。

　まるで後藤さんに突然呼び出されて彼女のデスク前で会話をしているときのような……。

　そこまで考えて、ふと後藤さんの存在を思い出す。彼女も人事に関わっているはずだ。後藤さんはこのことを知っていたのだろうか。

　身体からだの向きは変えずに、視線だけ後藤さんのデスクの方に動かして、ぎょっとする。

　そこには今まで見たことのない表情をした後藤さんが立っていた。笑いそうになるのをこらえて、彼女から視線を逸そらす。

　なるほど、後藤さんも知らなかったのか。

　正直に言って、勘かん弁べんしてほしい。

　私よりも長く吉田先せん輩ぱいとの関係を構築してきた後藤さん、そして最近突とつ然ぜん現れたサユちゃん。その２名に挟はさまれているだけでも気苦労が絶えなかったというのに、今度は高校の頃の先輩ときたものだ。

　あの女性が吉田先輩とどういう因いん縁ねんを持っているのかは分からないが、彼の反応から見て「なんのエピソードもない先輩後こう輩はい」という関係性ではないことは明らかだった。

　言いたいことは一つ。

　これ以上ライバルを増やさないでくれ、である。

　私が小さくため息をついて、もう一度後藤さんの方を見ると、彼女はいつものような余よ裕ゆうのある微笑ほほえみを顔に貼はりつけていた。さすがの切り替かえの早さだ。

　一いつ瞬しゆんでもあの表情を見られて少し得をしたかもしれない、と、私は心中でほくそ笑む。

　そして続けて吉田先輩の方を見て、気分が悪くなる。

　なんだ、その「憧あこがれの先輩に声をかけられちゃった高校生」みたいな顔は。
















「吉よし田だ……気持ちよかった？」

　事を終えると、いつものように神かん田だ先輩はうっすらとした微笑みを浮かべて、少し乱れた呼吸を抑おさえながらそう訊たずねてきた。

「すごく」

　俺が頷うなずくと、神田先輩は苦笑を浮かべる。

「うそ」

「噓うそじゃないです」

「気持ちよかったら、もっとすぐにいっちゃうでしょ」

　その言葉に、俺はううん、と呻うなって首を横に振った。

「それとこれとは、別ですよ」

　腰を後ろに下げて、神田先輩から離はなれる。それと同時に、「ん」と神田先輩はなやましい吐と息いきを漏もらした。

「生でいいって言ってるのに」

　神田先輩は俺が取り外そうとしているゴムを横目に言った。

「生だったらもう少し早くいけるんじゃない」

「生はダメです。もしものことがあったら」

「だから、ピル飲んでるって言ってるじゃん」

　神田先輩は、生理が『重い』のだと言っていた。重い上に、不安定なのだと。それが鬱うつ陶とうしくて、周期を整えるためにピルを飲んでいる、という説明を受けたが、正直俺にはピンと来なかった。

　ピルを飲んでいても、妊にん娠しんすることはあるのだという。父親の仕事用のパソコンを、彼の外出中に使って調べたのだ。

「あたしのこと、好きじゃないわけ」

「好きだから、生ではしないんです」

　神田先輩は上半身をベッドから起き上がらせて、くせのある髪かみの毛をぐしゃぐしゃと搔かいた。

「よくわかんないなぁ。好きなら、中にくらい出すでしょ」

　俺から言わせれば、その価値観の方が意味不明だった。曖昧に笑ってから、首を横に振る。

「中に出すってことは、子供産ませたいってことでしょ。俺、まだそんなことまで考えたくないですよ」

　そう言うと、神田先輩は一瞬ぴくりと眉まゆを動かした後に、「あー」と、気の抜ぬけたような声を出した。

「だから、ピル飲んでればさ、子供はできないんだってば」

「子供作らないのに、中に出す必要ありますか？」

　俺が訊きくと、神田先輩は少しイラついたようにううん、と低く呻ってから、それをごまかすように、苦笑を浮かべる。

「生の方が、吉田は気持ちいいと思うよ」

「別に、気持ちよくなくてもいいです。先輩とこういうことできるだけで俺幸せですよ」

　本心だった。

　口にはしないが、正直、神田先輩とセックスをするのは心は満たされたが、単純な『下半身の』快感の度合いを考えれば自分でした方が圧あつ倒とう的に気持ちが良かった。俺が彼女との性せい行こう為いに求めるのは、彼女を、他の誰だれも知らないところで独り占じめしているという優ゆう越えつ感だとか、彼女の淫みだらな姿を見られる悦よろこびだとか、そういうものだった。

　俺の言葉に、神田先輩はとりあえず笑顔を見せたが、どう見ても、納なつ得とくした様子ではなかった。

「吉田って、あたしのこと、本当に好きなの？」

「好きですよ」

「だったら、次は生でしてよ」

　どうしてそこまでゴムをつけずにすることにこだわるのかが分からない。俺の表情を見て気持ちを悟さとったのか、神田先輩はいたずらっぽく笑って、言った。

「生だったらどれくらいで吉田がいくのか見てみたい」

「生ではしません」

　俺がはっきりと言うと、先輩はため息をついて、首を傾かしげた。

「なんで？」

　なんで、はこちらの台詞せりふだ。

　さっきから何度も説明しているというのに、どうして分かってくれないのだろうか。言い方を、変えることにした。

「そりゃ、いつかは、しますよ」

　俺がそう呟つぶやくと、神田先輩は首をもう一度逆方向にこくりと傾かたむけた。

「いつかって、いつ？」

　その問いに、俺はすぐに答えられなかった。

　少し、鼻の頭が痒かゆくなる。

　鼻を人差し指で搔いて。

「神田先輩のこと……ちゃんと養えるようになったらですよ」

　視線をベッドに落として、小さな声でそう答えた。恥はずかしすぎて、顔から火が出そうだった。

　神田先輩が何も言わないので視線を上げて彼女を見ると、先輩は今まで見たこともないような顔をしていた。

　驚いているとも、恐おそれているとも、判断がつかない。『未知の生物』にでも遭そう遇ぐうしたかのような、そんな表情をしていた。俺と目が合った瞬間に、神田先輩は慌てて笑顔を作った。しかし、その笑顔は少し引き攣つっている。

「吉田は、重いなぁ」

　しみじみと、神田先輩は、空が青いなぁ、と言うようなリズムでそう言った。

「そこが可愛かわいいんだけどさ」

　神田先輩はそう付け加えて、今度はにこりと笑った。

「重い、ですか」

「ああ、悪いって言ってるんじゃないよ。吉田のそういうとこ、ある意味すごいと思う。けど……」

　神田先輩はそこで言葉を選ぶように、視線をベッドのシーツに這はわせた。

「もっと、気軽でいいと思うんだよね。今楽しむために、あたしたち、付き合ってるわけだしさ」

「でも、付き合うからには大切にしたいです」

　俺の言葉に神田先輩はくすりと笑って、それから、俺の頭に手を伸のばして、髪をわしゃわしゃと撫なでた。

「嬉うれしいよ」

　ぐしゃぐしゃと荒あらっぽく俺の髪の毛を撫でてから、「でも」と先輩は付け加えた。

　視線を上げると、先輩と目が合う。

　ぎゅっと心臓を鷲わし摑づかみにされるような錯さつ覚かくに襲おそわれた。

　彼女のその目は、親が子供を諭さとすような、そういうものだった。およそ、彼氏に向けるようなまなざしとは思えない。




「あたしは、そんなに大事にされるのを求めてるわけじゃない」




　そう呟いた先輩のあの表情を、俺は忘れることができない。




　　　　＊




　一目見て気付いた。

　高校生の頃ころから何年経たったのか、指折り数えなければもう分からないけれど、それでも。

　キツネのような、すっとした目に、作り物みたいな鼻。目や鼻の大人っぽさに比べるとどこか可愛らしい口。そしてその下にある、妙みように存在感を主張するほくろ。

　そして一番の特とく徴ちようは、あの真っ黒なくせ毛だ。

　なにも、変わっていない。

　神田先せん輩ぱいだった。

　高校の頃に大好きだった、俺の先輩。

　朝礼中、俺は上の空だった。

　先輩も俺のことを覚えていた。小さく手を上げて、微笑ほほえみかけてくれたシーンが何度も頭の中で再生される。

　いつもは一いつ瞬しゆんで終わるように感じられる朝礼も今日ばかりは長く感じられて、それがようやく終わったころには、妙に体力を使ったような錯覚に陥おちいった。

　深呼吸をして、深く椅い子すにかけると、隣となりの橋はし本もとに肩かたをつつかれる。

「なに吉田、あの美人と知り合いなの」

「言ってたろ。高校の時の先輩だ」

「へぇー……それだけかい」

「それだけって何がだよ」

　俺が訊き返すと、橋本は意地悪い笑えみを浮うかべた。

「いやぁ、吉田。自分では気づいてないのかもしれないけどさ、尋じん常じようじゃない挙動不ふ審しんぶりだったよ」

「は？」

「ただの先輩後こう輩はいじゃないんだろ。まるで憧あこがれの先輩に声をかけられた高校生みたいな様子だったよ」

「え、いや……別に……」

　口ごもってしまう。これではほぼ肯こう定ていしているようなものだが、上手うまい返事が思いつかないのだ、仕方がない。

「もしかして初はつ恋こいの相手とか？」

「いや初恋かどうかは分かんねぇけど……」

　言われてみれば、あれが初恋だったような気もする。中学生以前の恋れん愛あいの記き憶おくがまったくなかった。小さい頃は友達と遊ぶことばかり考えていたし、高校生になり同級生の中で色恋沙ざ汰たがどんどんと増えてくるまではあまりそういったことを意識したこともなかったのかもしれない。

「まあ……付き合ってたんだよ。高校の頃に」

　これ以上引っ張ったところでどんどんと言いづらくなり、余計にいじられるだけなのは分かっていたので素す直なおに白状する。

　俺の言葉に、橋本は目を丸くした。

「……え、ほんと？」

「なんでわざわざこんな噓うそつかないといけねぇんだよ」

「いやぁ……せいぜい一方的に憧れてたくらいのものかと思ってたんだけど、そうかあんな美人とねぇ……」

「そのリアクションはなんか失礼じゃないか？」

　俺が美人と付き合ったことがあるというのはおかしいというような口ぶりに一瞬ムッとするが、正直、自分でもあんな美人と自分が付き合っていたというのはあまり現実味がないと感じた。

「喧けん嘩か別わかれ？」

「いや、自然消しよう滅めつ」

「ああ……高校生だとあるあるだなぁ」

「向こうの方が先に卒業しちゃったしな」

「それでかぁ」

「なんだよニヤつきやがって……もう昔の話だよ。それより、頼たのんでおいたやつどうなった？」

　これ以上いじられるのも面めん倒どうだったので、始業時間が過ぎていたこともあり、話題を仕事のものに転てん換かんした。

　橋本は一瞬「まだ話は終わってない」と言いたげに眉まゆ根ねを寄せたが、肩をすくめて、すぐに自分のＰＣ画面を指さした。

「言われずとも、メールの準備してるとこ」

「助かる。一応ＢＣＣを俺にもつけといて」

「分かってる分かってる。いつも言われなくてもやってるでしょ。必死に話題逸そらしちゃってまあ……」

「うるせえな、お前が必要以上にいじるからだろ」

　話を打ち切り、自分のＰＣ画面に目を向ける。メールチェックや、ソフトの立ち上げなど、業務開始準備を手て癖くせのように始めながらも、頭の中は神田先輩でいっぱいだった。

　あの神田先輩が、自分と同じ会社の他支部で働いていて、そして偶ぐう然ぜん、この支部に異動してきた。言語化してみても、あまりにも現実感がない。

　ふと視線を感じて、顔を上げると、三み島しまと目が合った。三島はむすっとした表情で数秒こちらを見た後に、自分のＰＣ画面に目線を落とす。そして、別方向からも視線を感じ、目を動かすと、後ご藤とうさんがすっとこちらから目を逸らすのが見えた。

　……さっきのは悪目立ちしてしまったなぁと思う。知り合いだったからとはいえ、あの場で声を上げる必要はなかった。明らかに不自然な反応だったので、かかわりの深い同どう僚りように気がかりに思われてしまうのはおかしなことではない。

　とはいっても、必要かどうかの判断だけで行動を制せい御ぎよできるのであれば、苦労はしない。予想外の場所で思わぬ人物と遭遇したら驚おどろいて声も出るというものだ。

　ちらりと小お田だ切ぎり課長の方に視線をやると、その隣で神田先輩が課長からなにやら説明を受けていた。課長が何か冗じよう談だんを言ったようで、神田先輩がくすくすと笑った。肩がすぼまって、小刻みに揺ゆれる。あの笑い方も、高校の頃と変わっていない。

　本当に、神田先輩が来たのだ。

　ぼんやりと課長と会話をする神田先輩を眺ながめていると、ふいに彼女が視線を動かした。ばっちりと目が合う。目を逸らすタイミングを失って、数秒間見つめ合っていると、神田先輩は少し目を細めて、困ったように口角を片方だけ上げた。そして、小田切課長に見えない位置で手を動かして、廊ろう下かの方を指した。

　明らかに、外で話そう、というジェスチャーだった。俺は小さく頷うなずいて、席を立つ。

「ちょっとトイレ行ってくる」

「はいはい、トイレね」

　明らかに含ふくみのある返事をする橋本を軽く睨にらむと、彼は肩をすくめて、わざとらしく言った。

「ごゆっくり」







　所属のオフィスを出て廊下で待っていると、少し経ってから神田先輩が出てきた。廊下の壁かべに寄りかかっていた俺を見つけて、小走りで近寄ってくる。

「いや驚いた。吉田とこんなところで再会するなんてねぇ」

「驚いたはこっちの台詞せりふですよ……先輩、プログラマーになったんですか」

「ほんとはＳＥになりたかったんだけどねぇ。下積みのつもりでプログラムばっか組んでたらそっちが板についちゃった。吉田はＰＧなの？」

「いや……俺は両方やってる感じになってますね。一応メインは設計ですけど、打ち込んでばっかの時期と設計しかしない時期があります」

「ほー、そりゃ大変だぁ」

　神田先輩はうんうん、と大げさに頷いてから、俺の顔をまじまじと見た。

「な、なんすか……」

「いやぁ」

　神田先輩は鼻から息を漏もらして、首を傾かしげた。

「吉田、なんか雰ふん囲い気き変わったね？」

「そりゃ変わるでしょ。何年経ったと思ってるんですか……逆に、先輩は全然変わってないですね」

「え、そう？　いろいろ変わったと思うけどなぁ」

「いや、ほんとに、全然変わってないです。パッと見てすぐ先輩だって分かりましたもん」

　俺が言うと、先輩は一瞬きょとんとした後に、鈴すずを鳴らしたように笑った。

「そーいうとこは変わってないね」

「え、そういうところって……」

「そういえば、明確に変わったところがあるんだけど、分かる？」

　俺の疑問を遮さえぎって、先輩はいたずらっぽく微笑んだ。

　言われて、彼女の顔をじっと見るが、やはりあまり変わったところはない。口の下のほくろを、ついつい見てしまう。

「いや、特には分からないですけど……」

「ふふ」

　神田先輩は目を細めて、片方の口角だけをにんまりと上げた。そして、子供が何かを自じ慢まんげに話すときのように、胸をぐいと張った。

「ワンサイズ大きくなったんだよね」

「え？」

「だから……おっぱいが」

「あ……」

　俺は間ま抜ぬけな声を上げた後に、反射のように彼女の胸に視線を落としてしまう。スーツごしに見ても、先輩の胸は一いつ般ぱん的な女性のそれよりは大きいように思う。高校生の頃の俺も、彼女の胸にはたいそう興奮して……。

　そこまで考えて、先せん輩ぱいの裸ら体たいを想像しそうになり、すぐに頭を振ふった。

「以前のサイズを覚えてないですよ」

「えー！　ひどい！　見たり触さわったりしたでしょうに」

「ちょちょちょ、誰だれかに聞かれたらどうするんですか」

「いいじゃん別に。あ、隠かくしてるなら誰にも言わないけど」

「いや、俺の問題ではなくて……」

　俺は言葉を区切って、首を傾げた。どちらかといえば、こういう話は女性の方が隠したがるもののような気がしていたのだが、そうではないのだろうか。

「俺みたいな冴さえないやつと付き合ってたなんて、あんまり他ほかの人には知られたくないかと思ったんですけど」

　俺が明確に言葉にすると、神田先輩は一いつ瞬しゆん眉をぴくりと動かして、すぐに苦く笑しようを浮かべた。

「……そーいうとこも、変わってないね」

「へ？」

「仕事戻もどるわ。なんか分かんないことあったら訊きかせてもらうかも」

「あ、はい。いつでも」

　神田先輩は片手を軽く上げて、一足先にオフィスに戻っていく。

　俺はそれを見送ってから、脱だつ力りよくして壁にもたれかかった。

「……疲つかれた」

　ため息が漏れる。

　もう会うことはないと思っていた人物と唐とう突とつに再会して、そして会話をする。言語化すればそれだけのことだが、どうにも体力消費が激しかった。取引先と仕様についての打ち合わせをする時ですら、ここまで緊きん張ちようはしない。

「……小便して戻ろう」

　建前とはいえトイレに行くと言って出てきたのに、あまり時間の経たたぬうちにまたトイレに行く羽目になっては困る。

　とぼとぼと、気の抜けた歩調でトイレへ向かった。

　それにしても。

　先刻の神田先輩の発言を思い出す。

『……そーいうとこも、変わってないね』

　あの時の彼女の表情には、覚えがあった。

　あれは『呆あきれ』だとか『諦あきらめ』だとか、そういったものを含んだ表情だと思った。高校生の頃も、何度も、何度もあの表情を見た。俺は、彼女があの顔をするたびに、自分はまた何かを間ま違ちがえたのだと思い胸を痛めたのを覚えている。

「そういうあんたも、変わってないじゃないか……」

　小さく呟つぶやいて、廊下の端はしにあるトイレの扉とびらを開けた。

　どうも、俺が好きになる女性は、肝かん心じんなことは言葉にしてくれないようだった。
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　昼休みをとっても良い時間になった瞬間に、私は立ち上がった。

「休きゆう憩けいいただきます」

　ＰＣの画面ロックをしてから立ち上がり休憩の宣言をすると、近くに座っている同僚達が口々に「いってらっしゃい」と自分のＰＣ画面を見たまま返してくる。

　普ふ段だんであれば。

　普段であれば、ここで吉よし田だ先輩のデスクへと向かい、彼を誘さそって昼食に行くのだけれども。今日はそうしない。

　私は足早に後ご藤とうさんのデスクへと向かった。

　私が彼女のデスクへ近づいてゆくと、声をかけるよりも先に後藤さんの視線がＰＣ画面から上がり、私を見た。

「あら、三み島しまさん？」

　どうしたの？　といった素そ振ぶりで後藤さんが首を傾げた。どうしたの、じゃないだろ。

　後藤さんだって分かっているはずだ。明らかに今朝の吉田先輩は変だった。それについて気にしていないはずがないのだ。

「後藤さん……お昼ごはん、どうですか」

　私があえて真顔でそう提案すると、後藤さんはちらりと自分のＰＣ画面を見た後に、すぐに首を縦に振った。そして、小声で言う。

「ちょっと、このメール送ってから行くから、先に食堂に行っててもらってもいい？」

「分かりました。席取って待ってますね」

「よろしく」

　後藤さんはにこりと微笑ほほえんで、またすぐにＰＣ画面に視線を戻した。キーボードをたたき始める彼女を横目に、私は一足先に食堂へと向かった。

　食堂に移動してすぐに、私は吉田先輩たちの位置を確かく認にんする。私と後藤さんが話している間に休憩に入っていたようで、吉田先輩と橋はし本もと先輩はすでにテーブルについて談笑しながら昼食をとり始めていた。

　私はそれを横目に、食券機の前に立つ。いつもなら焼き鮭じやけ定食を頼たのむところだけれど、今日はなんとなくそういう気分ではなかった。そうは言っても、逆に「どういう気分」という明確なものもなく、食券機のボタンをぼんやり眺ながめる。

　後ろに人が並び始めているので、あまりのんびりもできない。うどんやそばなどの、すぐに出てくるものにするかと思い立ったところで、ふと一つのボタンが私の目に留まった。

　私は吸い込まれるようにそのボタンを押して、食券係のおばさんに食券を渡わたす。

「あら、今日は焼き鮭じゃないんだ」

「そういう気分じゃなくって」

「そんなこともあるのねぇ……中ちゆう華か麵めん一つね。はいこれ番号札」

　自分が「焼き鮭定食の女」と覚えられていたことに若じやつ干かんの可笑おかしさを感じながら、私はおばさんから番号札を受け取り、テーブルの並ぶ区画へと歩いて行く。

　吉田先輩たちの座っているテーブルとはだいぶ離はなれた位置のテーブルに座る。これだけ離れていれば、会話の内容が彼らに聞こえることはないだろう。ちょうど私が席を取ったタイミングで、後藤さんが食堂に現れた。そして、タイミングよく私の持つ札と同じ番号が受け渡しカウンターで呼ばれたので、早足でカウンターに向かい、中華麵の載のったトレーを受け取って、後藤さんと合流した。

「私は持ってきてるから」

　後藤さんはそう言って、コンビニの袋ふくろを持ち上げる。中にはサラダだけが入っていた。

「いつも思うんですけど」

　席に座りながら、後藤さんが置いたコンビニ袋を指さす。

「それだけで足りるんですか？」

　私が訊くと、後藤さんは目を丸くしてから、可笑しそうに笑った。

「ふふ、後こう輩はいは先輩に似るのねぇ」

「え？」

「足りると思う？」

　後藤さんはそう言って首を傾かしげる。この人の逆質問は嫌きらいだった。

「いや、足りないと思うから訊いてるんですけど」

「ふふふ、そうよね」

　後藤さんはコンビニ袋からがさごそとサラダを取り出して、ドレッシングの袋をぴりりと破いた。中身をサラダにかけてゆきながら、口をへの字にする。

「まあその分、夕飯はたくさん食べるから」

「……なるほどぉ」

　つまり、足りないということなのだろう。「足りない」の四文字で済むところをなぜわざわざそういう言い回しにするのか、私には理解不能だったけれど、その点を深く突つっ込む理由もないのでとりあえず相あい槌づちを打った。

「それで？」

　割りばしをぱきりと二つに割さいて、後藤さんが首を傾げる。

「何か用事があるのよね？」

「……そうですけど、分かってますよね」

「ふふ」

　後藤さんは鼻から息を吐はいて、サラダを一口頰ほお張ばった。もぐもぐと咀そ嚼しやくを続けながら、彼女はもう一度首を傾げた。どうしても、私の口から言わせたいようだった。

「だから、吉田センパイのことですよ。いや、吉田センパイっていうか……神かん田ださん？　のことです」

「神田蒼あおさんね」

　私が言い終わる頃に後藤さんは口の中の物を飲み込んで、首を縦に振った。

「驚おどろいたわね」

「知ってたんですか？」

「何を？」

「あの人が吉田センパイと接点があったって」

　訊きながら、朝礼での後藤さんの表情を思い出して、訊くまでもなかったなと思い直す。

「いや、私も知らなかったわ」

　案の定、後藤さんは視線をテーブルに落として首を横に振ふる。

「そもそも、私、神田さんの異動にはほとんど関かかわってないのよね。ほぼ決まった状態で書類に目を通しただけ」

「そうだったんですね」

　言いながら、私も食事を進める手が疎おろそかになっていたことに気付いて、中華麵を啜すすった。もともとあまり硬かたくない太麵が、若干伸のびてさらにゆるくなっている。

　しかし、これは本当に予想外の展開だ。後藤さんに惚ほれている吉田先せん輩ぱいの意識を自分の方に引き寄せるだけでも一苦労だというのに、そこに突とつ然ぜん現れた家出女子高生と、加えて、高校の頃ころの先輩である。

　それに、吉田先輩の神田さんを見る目はどうもおかしい。傍はたから見ていると後藤さんに向けている視線よりもよほど『恋こい』に近い何かのように思えるのだ。

「ふふ」

　突然、後藤さんが失しつ笑しようしたので、私の意識は急に目の前の彼女に引き戻された。

「なんですか」

「険しい表情しちゃって」

「してました？」

「してた」

　後藤さんは可笑しそうにくすくすと肩かたを揺ゆらしてから、若干目を細めて私を見た。

「吉田君が盗とられないか心配？」

　後藤さんの言葉に、私ははっきりと、自分が苛いらつくのを感じた。後藤さんの態度自体に苛ついているのか、もしくは、彼女のあまりに『余よ裕ゆうのある』態度の理由が自分にはわからないことに苛ついているのか。

「そういう後藤さんは心配じゃないんですか」

　考えるよりも早く、私はそう口にしていた。この人に直ちよく截せつ的でない問いかけをしても埒らちが明かない。

　私の質問に、後藤さんは少しだけ驚いたように目を丸くしたけれど、すぐにいつもの微笑をたたえて、首を傾げた。彼女は何も言わずに、間を持たせるようにサラダを一口頰張った。私も、一口中華麵を啜る。さっきよりも、伸びている。

　後藤さんはサラダを咀嚼して、すんと鼻を鳴らした。

「でも」

　後藤さんは私からすっと視線を逸そらして、言う。

「さっきの吉田君の反応は、確かに変だったわね。あんなに女性に興味を示してる彼は初めて見た」

　やはり、私の質問には答えてくれない。

　小さくため息をついて、私は首を縦に振った。

「ですよね。私も……久しぶりに見ました」

「久しぶりに？」

　私が『初めて』と言わなかったところを、後藤さんは目ざとく突いてくる。こういう時の反応だけは速い。

「……こっちの話ですよ」

「そう？」

「ええ」

　サユちゃんが現れる前は、吉田先輩が後藤さんにときどきあんな目を向けていたのを、私は知っている。ただ、それを彼女に言うのは非常に癪しやくだった。

　無理やり話を打ち切って、私は睨にらむように後藤さんを見る。

「で、どうするんですか。放ほうっておくんですか、あの二人」
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「放っておくも何も……私もあなたも、吉田君とお付き合いしているわけでもあるまいし。彼の好きにさせるしかないでしょう」

「そんなこと言ってたら本当に神田さんに吉田センパイが盗られちゃうかもしれないじゃないですか」

「んふふ」

　後藤さんが失笑したので、私は眉まゆを寄せる。

「なんですか」

「いや」

　後藤さんは一度言葉を区切ってから、私の目を射い貫ぬくように見た。

「その時は、その時じゃない？」

「え……」

　彼女の言葉に、私はすぐに言葉が出てこなかった。のらりくらりと質問をかわされていたところに、唐とう突とつに出現した彼女の本音のような言葉。それは生々しく私の脳内に響ひびいて、突然正面からパンチを食くらったような錯さつ覚かくに襲おそわれる。

「人の気持ちなんて、どうあがいたって制せい御ぎよできないわよ」

「それは……」

「横よこ槍やりを入れて、『自然でない形』にして、欲しい結果を得たところで……」

　後藤さんは割りばしをサラダに挿さし入れて、視線をそこに固定した。私は彼女に臓器を素す手でで摑つかまれたような気持ちになりながら、言葉の続きを待つしかない。

「その結果は、いつまで続くでしょうね」

「そ、それは」

　やっとのことで絞しぼり出せた声で、後藤さんに訊たずねる。

「頑がん張ばっても、意味なんてないってことですか」

　私の問いに、彼女は目を瞑つぶり、首を横に振った。

「意味がないとは言わない。けど」

　彼女は目を伏ふせたまま言葉を続ける。

「あるべき形を捻ねじ曲げても、時間が経たてば、元に戻もどるだけよ」

　一つだけ分かることは、彼女は、心からそう思って、この言葉を言っているということだった。

　本音の見えづらい後藤さんが、ここまで自分をさらけ出して話をしているということに対する驚きが、まず私の心を震ふるわせた。

　けれど。

　次に私の胸の内に生じたのは、不快感だった。

「なんですかそれ……」

　気付けば、口にしていた。

　後藤さんが、視線を上げて、私を見る。

「それって結局、怖こわがってるだけですよね」

　私の言葉に、彼女は何も答えない。だんだんと、分かってきた気がする。

「努力して結果を得ても、それがいつかは自分の手元を離はなれちゃうかもしれないから、それなら最初からなるようになるのを待っていた方がいいってことでしょ、それって」

　そこまで私が言うと、初めて、後藤さんの眉がぴくりと動いた。

　何に腹が立っているのか、自分でも分からない。吉田先輩のことを好きなくせに、自分から行動を起こそうとしない彼女に対してか、それとも、そんな彼女に負けていると感じてしまっている、自分に対してか。

　とにかく、私は激しく憤いきどおっていた。言葉が、止まらない。

「私は、何もしないで、何もしなかったから、手に入ったかもしれない結果がどこかへ消えてしまう方がよっぽど怖いです。『あるべき形』ってなんですか。誰だれが決めるんですか、それ」

「三島さん」

「あなたが一番、いろいろな人が欲しがってるものを持ってるのに、受け身な姿勢で、自分が誰かに選ばれるまで余裕の表情浮うかべて待ってるなんて、あまりに傲ごう慢まんじゃないですか。それがあなたの言う『あるべき形』ですか！」

「三島さん！」

　後藤さんがいつもより大きい声を出し、私はハッとした。

　食堂がシンとしている。目だけで辺りを見回すと、周りの社員たちが気まずそうにこちらに視線を送って来ていた。遠くのテーブルに座っている吉田先輩と橋本先輩も、きょとんとした様子でこちらを見ていた。

「……声が大きいよ」

　向かいに座っている後藤さんも、少し気まずそうに肩を縮こまらせた。

　私は咳せきばらいをして、小さく頭を下げる。

「……すみません」

　顔が熱くなるのが、自分でも分かった。柄がらにもなく、興奮してしまっていた。

　後藤さんは苦笑して、首を横に振った。

「謝ることはないけど。三島さんも怒ど鳴なったりするのね」

「いや、ほんとすみません……」

「ふふ」

　後藤さんは箸はしを置いて、ううん、と伸のびをした。

「まあ、神田さんについては、とりあえずは様子見をするしかないんじゃないかしら」

「様子見……ですか」

「ええ、様子見」

　後藤さんは頷うなずいてから、人差し指を立てた。

「吉田君が彼女とどういう関係なのか、そしてどう思ってるのか、そういうのが明確になるまではどのみち動きようがないでしょう」

「ま、まあ、それは確かに……」

「それが分かるまでは様子見ってことでいいんじゃない？　あまりにも怪あやしい様子なら邪じや魔ましたりすればいいじゃない」

　後藤さんはいたずらっぽく微笑ほほえんでから、割りばしを持ち直し、サラダをつまんで、頰ほお張ばる。その様子を見ながら、私はやはり違い和わ感かんを覚えて、それを口にした。

「やっぱり、妙みように他人ひと事ごとですよね」

「他人事だもの」

「でも、吉田センパイのこと好きなんですよね」

　私が訊きき返すと、後藤さんは箸を止めて、ぱちくりとまばたきをした。そして、あっけらかんと、言った。

「好きだからこそ、私がどうにかしたところで無む駄だだって思うのよ」

「……はぁ」

　間の抜ぬけた息が漏もれる。

　言っている意味が、よく分からなかった。けれど、彼女が本気でそう言っていることだけは分かった。

　私がぽかんとしていると、後藤さんは私の目の前のどんぶりを指した。

「そろそろ食べきらないと、麵めんがびろびろよ」

「あ」

　言われてどんぶりを見ると、だいぶ食べ進めたはずの中ちゆう華か麵めんが、またもとの量に戻っていると錯覚するほどに伸びていた。

　私が慌あわてて箸を持つのを見て、後藤さんがくすくすと笑った。

「三島さんって、可愛かわいい」

　後藤さんがそう言うので、私は眉を寄せて、言い返す。

「後藤さんは、不気味です」

　私の言葉に、後藤さんは目を丸くして、その後すぐに、声を出して笑った。
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　また、箸が止まっている。

　今夜は妙に吉よし田ださんの箸の進みが遅おそかった。

「ねえ」

「お？」

「生しよう姜が焼き、いい感じにできたと思うんだけど」

「ああ、美味うまいよ」

　吉田さんはうんうんと頷いて、食べやすいサイズに切って皿に盛りつけた生姜焼きを一切れ口に放ほうりこんだ。そして、その後に白米を口に入れて、もぐもぐと咀そ嚼しやくする。

　ただ、視線はどこを見るでもなく、私よりも少し上あたりを彷徨さまよっている。

　明らかに、何か別のことを考えていた。

　別に、彼が何を考えていようが私の知ったことではないけれど、食事中に吉田さんがここまで心ここにあらずなのは珍めずらしいことなので、単純に気になってしまう。

「吉田さん」

「お？」

「今日、会社で何かあった？」

「え、なんだよ急に」

　吉田さんの意識がようやく私に向いたのを感じた。

　ふっ、と息が漏れそうになるのを堪こらえる。彼のその反応だけで、会社で何かあったんだな、と分かってしまう。

「帰って来てからずーっとぼんやりしてるんだもん。何かあったのかなって」

「ああ……そんなにぼんやりしてたか？」

「うん、かなり」

　私が深く頷くと、吉田さんはぽりぽりと首の後ろを搔かいて、視線を泳がせた。

「まあ、なかったわけじゃねぇけど」

「なにその曖あい昧まいな言い方」

「いやまあ、別に大したことがあったわけでもないというか」

　何か、様子がおかしい。

　彼が口ごもるのは大たい抵てい私に何か遠えん慮りよしている時か、自分の気持ちに整理がついていない時だけれど、今回はそういう様子ではない。

　端たん的てきに言うと、もじもじしているように見える。

「え、なに、どうしたの」

　吉田さんのその少年のような様子に私も少し焦じれて、つい彼の言葉の続きをせっついてしまった。

　ぽりぽりと鼻はな頭がしらを搔いてから、吉田さんは言った。

「いや……今日うちの会社にな、他ほかの支社から一人、社員が異動してきたんだよな」

「うん」

「んでその人が……まあ……」

　吉田さんはそこで一いつ旦たん言葉を止めて、また、鼻頭を搔いた。そして、視線をテーブルに落としながら、言う。

「高校生の時に付き合ってた人だったんだよな」

「……えっ」

　思わず、間ま抜ぬけな声が漏れた。

　高校生の時に付き合ってた人。その言葉はあまり現実味を伴ともなわずに私の耳に響ひびいてくる。

「神かん田だ先せん輩ぱいっていうんだけどな」

「先輩……」

　先輩というからには年上なのだろう。やっぱり、吉田さんは昔から年上好きだったのか。いや、この際それはどうでもいい。一番驚おどろいたのは、別のことだった。

「吉田さん、付き合ってた人、いたんだね……」

　考えるよりも先に、口に出てしまっていた。私の言葉に、吉田さんが数回瞬まばたきをしてから、失しつ笑しようした。

「なんだよそれ。いたらおかしいかよ」

「いやいや！　そんなことなくって……でも、こう……今までそういう話聞いたことなかったし」

　そうなのだ。吉田さんに恋こい人びとがいたということ自体に違和感はない。それどころか、これほど誠実な男性にこれまで交際経験がないというのもおかしな話ではないかとさえ思う。

　けれど。そう思ってはいても。

　どこか、吉田さんにはそういう経験はないのではないかと、思い込んでいた節があった。

　そういう経験というのは、そもそもの交際経験であるとか、その先であるとか……。

　吉田さんと、私の知らない誰だれかのあれこれを細かく想像しそうになって、私は慌てて頭を振ふった。

　そういえば食事中だったということを思い出して生姜焼きをひょいと口に入れたけれど、あまり味がしない。

　妙に、落ち着かない気持ちになっていた。

「それでそんなに上の空だったわけね」

「まあ……そうかもなぁ。なんというか、高校の頃ころの知り合いと職場で偶ぐう然ぜん再会するってだけでもすごい確率だと思うんだが、それが元恋人ってなると余計に……驚いたよなぁ」

　吉田さんはしみじみとそう言ってから、味み噌そ汁しるをずずず、と啜すすった。また、視線がどこか遠くへ飛んでいる。きっと、その神田さんという人のことを思い出しているのだろう。

「ユ、ユズハさんは何か言ってた？」

　私は、どうしてもすぐに吉田さんの思考を遮さえぎりたくて、思いついた質問を投げかける。

「三み島しま？　なんで三島が出てくるんだよ」

「いいから。何か言ってた？」

　私が訊くと、吉田さんは首を捻ひねった。

「いや、特には。というか今日はあいつと一度も話してねぇな、そういえば。……あ、でも」

　吉田さんがはっとしたように箸はしを置いた。

「そういや、あいつなんか昼に後ご藤とうさんと言い合いしてたな」

「なんて？」

「いや、詳くわしくは聞こえなかったけど、なんかすごい剣けん幕まくで後藤さんに嚙かみついてた」

「……そうなんだ」

　多分だけれど。

　その神田さん関連のことで、二人は話していたんじゃないかと思う。さすがにユズハさんが後藤さんに食ってかかった理由までは分からないけれど、明らかに主義の異なる二人だ。吉田さんから聞いている限りでは、ユズハさんは仕事に関するやりとりで熱くなるような人ではない。おそらく、吉田さんについてのことで二人で何かを話し合っていたのではないかと勘かん繰ぐってしまう。

「でも、別に神田先輩には関係ない話だとは思うぞ。三島は、異動してきた新人に頓とん着ちやくするような奴やつじゃないしなぁ」

「……あ、そう」

　私が軽く批難の意味を込めた視線を送ると、吉田さんは怪け訝げんそうに首を傾かしげた。

「なんだよ」

「べつにぃ」

　神田先輩ではなく、吉田さんに頓着しているんだよ、と言ってやりたくもなるけれど。それは私の口から言うことではないと思ったし、それとは別の理由で、あまり言いたくないと思った。ただ、その別の理由は、うまく言語化ができない。

　数十秒、もしくは、数分、無言の時間が続いた。

　ちらりと吉田さんの方を見ると、やはりぼーっとしたまま、食事を続けている。

　別に、彼が何を考えていたって、彼の自由なのだけれど。ただ、自分の目の前で、ぼーっとしながら他の女性のことを考えられるのはとても不快な気分だった。いや、不快というより、もやもやした。

「その、神田さんって人」

　吉田さんの意識をこちらに向けさせようと口を開くと、吉田さんは箸を動かしながら視線だけ私に向けてくる。

　口を開いたはいいものの、特に何を訊きこうか決めていなかったことに後から気が付いて、私は少しの間口をぱくぱくさせた。そして、思いついた質問をすぐに口に出す。

「か、可愛かわいかった？」

　私が訊くと、吉田さんは眉まゆを寄せた。

「なんだそりゃ」

「いや、ちょっと気になってさ」

　気になっているのは事実だ。ただ、質問してしまったのは、失敗だったなと思った。

　吉田さんがぽりぽりと鼻頭を搔く。その動きだけで、なんとなく、答えは予想できてしまう。

「まあ、可愛いというよりかは」

　吉田さんはそこまで言って、少し視線を泳がせた。そして、ぼそぼそと続きを言う。

「美人だな……あの人は」

　その言葉に、私は少し胸の痛みを感じる。何がそんなに嫌いやなのか、よくわからない。

「へ、へぇ……」

　質問したのは自分だというのに、当たり障さわりのない相あい槌づちを打ってしまう。私はそれをごまかすように、味噌汁を啜った。これもなんだか、味が薄うすく感じる。

「後藤さんといい、その神田さんって人といい……吉田さんは年上美人が好きなんだね」

　冗じよう談だんめかした笑え顔がおを作って、からかうように言ってみると、吉田さんは少しだけ顔を赤らめた。

「……うるせぇな」

　その反応に、私の胸はまたもやちくりと痛む。

「な、なに照れてんの。ちょっとからかっただけじゃん……」

「なんでガキにからかわれないといけねぇんだ」

「あはは、確かに。ごめんね？」

　私はけらけらと笑って見せて、そして、すぐにいても立ってもいられず、その場に立ち上がった。

　吉田さんが驚いたように私を見上げる。

「どうした？」

「ちょっと、お手洗い」

「ああ……行ってらっしゃい」

　吉田さんは頷うなずいて、また視線をテーブルに落とした。

　私はトイレに向かって少し歩いてから、振り返る。

「あのさ」

「うん？」

　私の声でまた視線を上げた吉田さんと目が合う。

「私も結構……」

　そこまでで、言葉が止まる。吉田さんの表情を、つい見てしまう。

　私も結構、美人系って言われるんだけど。だ、なんて、言おうとしていた。口にする前に、馬ば鹿からしくなった。

　彼が私を見つめる表情はあまりにも、普ふ通つうだった。家族に呼ばれて、当たり前に返事をするような、それだった。

「やっぱりなんでもない」

「……うん？」

「お、お手洗い」

「おう……」

　私はなぜか恥はずかしくなり、明らかに困こん惑わくしている吉田さんを尻しり目めに、駆かけ込むようにトイレに入った。別に用を足したかったわけでもないから、便座の蓋ふたは下ろしたまま、その上にすとんと座る。

　結局私は何がしたいのだろう。

　さっきからの吉田さんとのやりとりで、私は勝手にもやもやとして、そして自分の発言でどんどんとみじめな気持ちになった。

「はぁ……」

　ため息が漏もれる。

　何をこんなに、かき乱されているのだろうか。自分自身に困惑した。

　昔の恋こい人びとが現れようと、きっと吉田さんは後藤さんのことを想おもい続けるだろうし、私と吉田さんの今後にも何のかかわりもないはずだ。だというのに、なぜこんなに気になってしまうのか。気になるどころか、『嫌だ』と思ってしまっているのか。

「……わっかんないなぁ」

　家を出て来てからずっと思っていたことだけれど。

　自分のことが、一番、自分では分からなかった。

　再び、ため息が漏れる。

　無む駄だ遣づかいして悪いなぁと思いつつ、流さずにトイレを出るわけにもいかないので、私はレバーを捻ひねり、水を流した。
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　定時の５分前。

　今日も問題なく業務は片付いて行き、定時ぴったりに上がれそうだ。

　隣となりの橋はし本もとも、すっかり帰り支じ度たくを整えて、定時になった瞬しゆん間かんに席から立ちあがりそうな勢いだ。

「今週は毎日定時で帰れてて素す晴ばらしいね」

　俺の視線に気が付いたのか、橋本が言った。

「そうだな。定時で帰れるに越こしたことはない」

「去年の吉よし田だに聞かせてやりたいよ」

「うるせぇな……」

　沙さ優ゆが来るまでは、特に早く帰る理由もなかったのだ。率そつ先せんして、当分帰れなさそうな仕事量の残ってしまっている社員の手伝いなどをしていた。

「沙優ちゃんサマサマだねぇ、ほんと。僕がいくら言っても働きまくってた吉田がさぁ」

「だからうるせぇって。そんなこと言って、単純にお前は俺をいじりたいだけだろ」

「沙優ちゃんって誰だれ？」

　突とつ然ぜん声をかけられて、俺も橋本も飛び跳はねるように後ろを振ふり向いた。

　後ろに立っていたのは神かん田だ先せん輩ぱいだった。揃そろって飛び跳ねた俺と橋本をきょとんとした表情で見比べてから、くすくすと笑った。

「びっくりしすぎでしょ」

「いや、気配がなかったんで……」

「そう、そう」

　二人で首を縦に振ると、先輩は再びくすくすと肩かたを揺ゆらした。

「どうしたんですか、こっちまで来て」

　神田先輩は別プロジェクトなので、席はかなり離はなれた位置にある。特に用事がなければこちらの席までやってくることもないだろう。

　俺の問いに、神田先輩は首をこくこくと振ってから人差し指を立てた。

「吉田、今日は定時で上がれるの？」

「ああ……この通りですけど」

　俺が、シャットダウンしてあるＰＣを指さして首しゆ肯こうすると、彼女は俺と机を見比べる。

「机汚きたないね」

「ぷっ」

　噴ふき出した橋本を軽く蹴けって、俺はもう一度神田先輩を見た。

「それで、机の話しに来たわけじゃないんでしょう」

「ああ、ごめんごめん。気になっちゃって」

　先輩は机をちらちらと見やりながら口角を上げた。そんなに汚いか？　俺の机。

「いや、定時で帰れるなら、あたしももう上がるからご飯でもどうかなと思ってさ」

「え……飯ですか」

　突然の誘さそいに、俺の思考は一瞬停止した。そして、何かを考えるよりも先に橋本の方を見ていた。

「お前はどうする？」

「えっ」

　橋本は驚おどろいたように口を開けて、首を横に振った。

「いや、僕は嫁よめさんがご飯作ってるし。というか僕誘われてます？」

　橋本が半笑いで神田先輩に視線を送ると、神田先輩もやんわりと、曖あい昧まいな笑みを浮うかべた。

「来るなら、断らないけど？」

「はは、遠えん慮りよしときます」

　橋本は可笑おかしそうに肩を揺すって、これ見よがしに腕うで時ど計けいに視線を落とした。

「定時だ。お先に失礼しまーす！」

　大きな声で宣言して、橋本は俺に小さく手を振ってオフィスを出て行った。

「おつかれー……」

　その後ろ姿を見送って、俺は椅い子すに座ったまま脱だつ力りよくした。

「で、どうする？」

　神田先輩が俺に向き直って、首を傾かしげた。

「うーん」

　俺は痒かゆくもないのに首の後ろに手を回してぽりぽりと搔かく。

　元恋人に、飯に誘われる。これはつまり、どういうことになるのだろうか。まずそこが気になって、すぐに沙優のことを思い出した。きっと、すでに夕飯の準備は始めてくれている頃ころだと思う。彼女に対して、若じやつ干かん後ろめたい気持ちがあった。

「久々だしさぁ、ゆっくり話したくない？」

　俺の思考をよそに、神田先輩はたたみかけるように言った。

「何か用事があるなら別の日でもいいけどさ」

「いや、用事があるわけではないんですけど……」

「あたしとご飯行くの嫌いや？」

「いや、そういうわけでは……」

　もごもごとその場凌しのぎの返事をして、俺は耐たえきれずにため息を吐ついた。

「わかりました……用事もないので行きますよ。俺もゆっくり話したいですし」

「そ？　じゃあ行こう。荷物とってくるね」

　神田先輩はにこりと笑って、自席にすたすたと戻もどっていく。

　俺は小さく息を吐はいてから、スマートフォンを取り出した。沙優に、外食になったから夕飯はいらないという旨むねのメッセージを送り、謝罪の言葉も付け加えた。

「お先に失礼します」

　まだ残っている社員に声をかけて、俺は先にオフィスの出口に向かう。オフィスを出るときに、一瞬三み島しまと目が合ったが、すぐに逸そらされた。三島が定時に帰っていないとは珍めずらしい。

　廊ろう下かで待っていると、１分も経たたないうちに神田先輩もオフィスから出てくる。

「よし、行こっか。店は適当でいい？」

「どこでも。……ああ、まあせっかくなんで学生が騒さわいでるような店じゃない方がいいですね」

「均一居酒屋じゃなきゃそんなにうるさくないでしょー」

　神田先輩はくすりと笑って、先にすたすたと歩いて行く。相手のペースに合わせずに歩くところも、昔と変わっていない。

　ぼんやりと彼女の横顔を眺ながめていると、エレベーターの到とう着ちやく音が鳴った。
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「そうそう、野球部のエースバッターだったムロウチ。あいつ今３児の父親してるんだってさ。３児だよ３児。あたしと同い年なのにすごいよねぇ。結けつ婚こんは23の時だってさ」

「23で結婚して27で３児の父っすか……」

「奥さんの体力がすごいよねぇ。あたしなんて一回産むだけでもムリーって思っちゃうけどなぁ。間かん隔かくも短いし」

　神田先輩は高校の頃の同級生が今どうしてるかという話を、酒も手伝ってか、やけに流りゆう暢ちように話していた。それも、妙みように結婚やら出産やらの話ばかりなので俺はときどき相あい槌づちに困ってしまう。返事に困るたびにビールを口に含ふくんでごまかしていたので、どんどんと酒が減った。

「あ、ビールおかわりください」

「私も、山やま崎ざきロックで」

　店員が通りかかったので、グラスを渡わたして、追加で注文をする。店員が去っていくのを横目で眺めてから、俺は口を開く。

「お酒、なんというか……渋しぶいですよね、チョイスが」

「え、そう？　好きなんだよね、ウイスキー」

　神田先輩は屈くつ託たくなく笑ってから、一口サイズのハツの味み噌そ焼きを箸はしでつまんでぽいと口に放ほうり入れた。もぐもぐと咀そ嚼しやくしている間、視線が小動物のようにきょろきょろと動く。この癖くせも、昔と変わっていない。

　目の前にいる神田先輩が、あまりに高校生の頃の記き憶おくと合がつ致ちしすぎていて、やはり彼女の存在は現実味がなかった。

　そんなことを考えながら神田先輩を見つめていると、ふいに彼女が視線を上げて、ばちりと目が合った。

「うん？」

　神田先輩が首を傾げた。その様子が妙に艶なまめかしく見えて、俺は咄とつ嗟さに目を逸らす。

「いや……今日は、どうして俺のこと誘ったんですか」

　俺が訊きくと、神田先輩は鼻から息をすんと吐いて、首を軽く横に振った。

「別に、特に理由はないよ。ただ、職場で元彼氏と再会するなんていう面おも白しろいことになったから、せっかくだし話してみたくなったって程度。吉田だって同じでしょ？」

「……まあ、そうですね」

　俺が頷うなずくと、先輩はくすくすと笑って、いたずらっぽい表情でまた首を傾げた。

「それで……あの後、誰かと恋こいしたかい？」

「え？」

　唐とう突とつな質問に、俺はぽかんと口を開けてしまう。神田先輩はにまにまと微笑ほほえみながらもう一度同じ問いを投げてくる。

「だから、あたしと会えなくなった後、誰かと恋したかい？　って」

「なんすか、その質問」

「いいじゃん、ちょっと気になってさ」

　わくわくした様子で神田先輩は俺の返事を待っていた。俺との関係を自然消しよう滅めつさせておきながら、後のことは気にするというのは一体どういうつもりなのだろうか。彼女の目を見て、その意図を探さぐろうとするが、彼女は首を傾げて俺の言葉を待つばかりで、何も分かりそうにはなかった。

「お待たせしました。ビールと山崎ロックになります」

「あ、どうも」

　やってきた店員が酒をテーブルに置いて行く。ウイスキーの入ったグラスを神田先輩の方にずらし置いてから、俺は一呼吸置き、口を開く。

「しましたよ。というか、今もしてます」

「へぇ……会社の人？」

「まあ……」

「会社の人！　へぇ～、誰？」

　神田先輩はずばずばと切れ味のいい質問を続けてくる。この手の質問の仕方をしてくる人間に対してずるずるとごまかしても、結局白状する羽目になるのは分かっているので、俺は軽く息を吐いてから、ビールを一口飲む。

　そして、はっきりと言った。

「後ご藤とうさんですよ」

「……ああ、後藤さん」

　俺の言葉に、神田先せん輩ぱいは明らかに含みを持った笑えみをこぼして、ウイスキーを口に含んだ。

「え、なんですかその反応」

「いんやぁ、別に？　美人だよね、後藤さん」

　神田先輩は口角を片方上げたまま、割りばしでハツをつついた。

「そっかぁ、ああいうのが好きなのか、吉田は」

「ああいうのって？」

　訊くと、彼女はすんと鼻を鳴らしてから、ハツを口の中に放った。もぐもぐと咀嚼しながら、「んー」と声を漏もらす。口の中の物を飲み込んでから、先輩は肩かたをすくめた。

「なんていうのかな、臆おく病びようを拗こじらせた感じの人っていうか。美人だけど、守備力高いっていうか」

「臆病……ですか」

「まあ、男には分かんないかもねー」

　神田先輩はそう言ってから、くすくすと笑った。

「そっかそっか、後藤さんか」

　もう一度しみじみとそう言ってから、神田先輩はふと視線を上げて、俺をじっと見た。

「もう付き合ってんの？」

「え、いや……付き合ってはいないですけど」

「付き合ってはいない、ね」

　神田先輩は含みのある表情で俺の言葉を繰くり返してから、まだ１センチほどの量が入っているウイスキーのグラスをくいっと傾かたむけて一気に飲んだ。

「……くぅ」

「すごい飲み方しますね……」

「この喉のどが痛い感じすごい好きなんだよね……けほっ」

「むせてるじゃないですか」

　神田先輩は喉を指でおさえて、顔をしかめながらも、楽しそうに口元だけはほころばせている。あまり手を付けていなかったお冷をごくごくと飲んで、彼女は深く息を吐いた。

「はー……じゃあさ、吉田」

「はい？」

　神田先輩が顔を上げて、俺をじっと見た。切れ長の目に、吸い込まれるような感覚に陥おちいる。




「あたしとホテル行こっか」




　一いつ瞬しゆん、何を言われたのか分からずに、ぽかんとした。そしてすぐに、息を吐くのと同時に、声が漏れる。

「は？」

「うん？　あたしとホテル行こ、って」

「え、いや、なんで？」

「なんでって？」

　俺の問いに、神田先輩は目を丸くした。なんでそんなことを訊くのか、といった様子だ。

「久々に吉田とエッチしたくなったから？」

「いやいやいや」

　俺は手を思い切り横に振ふる。神田先輩はぼんやりとした様子で俺の方を見ている。明らかに、酔よっていた。

「酔っぱらってるでしょ。そんな、急に、驚おどろきますって」

「いやぁ、確かにそれなりに酔ってはいるけどさ」

　神田先輩は締しまりのない笑みを浮うかべて、テーブルに頰ほお杖づえをついた。

「別に酔ってなくても、あたし吉田のこと誘さそってたと思うよ」

「いやいやいや……」

「え、だって誰だれとも付き合ってないんだよね？　じゃあ良くない？」

「いや、恋人でもない女性とそんなことできませんって」

「じゃあ付き合う？」

　神田先輩から飛び出したその言葉に、俺は急激に頭に血が上るのを感じた。

「いい加減にしてください」

　俺が言うと、神田先輩は頰杖をついたまま、小首を傾かしげた。

「そんな軽々しく付き合うだなんて言わないでくださいよ。別に神田先輩は俺のことそんなに好きじゃないでしょ」

「付き合ってから好きになればいいじゃん」

「い、いや……もし好きになれなかったらどうするんですか。俺にこんな、勢いで身体からだ許しちゃって、それで後で別れたなんてことになったら、先輩には後こう悔かいだけが残りますよ。もっと自分のこと大事にした方がいいです」

「あはは、出た。吉田節」

　俺の言葉に、神田先輩は失しつ笑しようした。可笑おかしそうにくすくすと肩を揺ゆすった後に、彼女はすっと、温度の低い目線を俺に向けた。

「そういうとこも、変わってないねぇ」

「……どういう、ことですか」

「あたしが言ってるのはさ、今吉田とエッチなことがしたいってことだけなんだよね」

　神田先輩はそう言って、手元のグラスに、人差し指をつう、と這はわせた。

「あたしのことほんとに第一に考えてくれてるんだったらさ、なんにも我が慢まんしないで、ただ欲望のままにあたしを抱だいてくれればいいんだよね」

「いや、それは……」

「あたしの未来のことまで面めん倒どう見てくれなんて、頼たのんでないわけ」

　神田先輩はそう言ってから、ニッと微笑んだ。

「責任なんてとらなくていいからさ、エッチしようよ」

「……いや」

　神田先輩の声が、蠱こ惑わく的に脳に響ひびく。

「あたしのこと好きじゃなくても、あたしの身体は別に悪くないと思うよ？　覚えてる？」

　覚えている。彼女のなやましい声も、信じられないほどに柔やわらかい肌はだも。

「そういうことじゃなくて」

「……意い気く地じなし」

　神田先輩の挑ちよう戦せん的な一言に、ぷちっ、と、頭のどこかの血管が鳴ったような感覚があった。

「ほんとに責任とりませんよ」

「いいよ？」

　神田先輩は、依い然ぜんとして、挑戦的な視線を俺に向けてきている。

　脳内には、過去の、彼女の裸はだかの映像が浮かんでいた。酒のせいかもしれない。しかし、俺は興奮してしまっていた。

　彼女が良いと言うのであれば、別に、こういうことがあってもいいのかもしれないと、思ってしまっている。

「じゃあ……」

　本当に、行きますか、と。

　そう言おうとしたときに、脳内にふっと浮かんだのは、沙優の顔だった。

　きっと夕飯を作ってくれていた沙優を放ほうって、俺はここに来たのだ。大たい抵てい、作ってくれた夕飯を食べられなかった場合は、次の日の朝に食べるようにしていたが、今日俺が外がい泊はくをしたらそれもできなくなる。

　もちろん、食事を作るというのは沙優が俺の家で生活する条件のうちの一つであるわけだから、それをするのは彼女自身のためでもある。しかし、彼女は義務的にそれをこなしているというよりは、俺のことを思って作ってくれている節もかなりあると思う。これは、俺の勘かん違ちがいではないはずだ。

　俺のために作ってくれたものを、俺が粗そ末まつにするような真似まねをするのは絶対に良くない。

　ヒートアップしていた思考がゆっくりと冷えてゆく。

「いや……やっぱりやめましょう」

　俺がそう言うと、神田先輩の顔には明らかに落らく胆たんの表情が浮かんだ。

「……やっぱり意気地がないんだ」

「いや、今日は外泊するつもりはないので。１、２時間でパッと済ませようっていうのは俺は嫌いやです」

　本当の理由は隠かくしつつ、噓うそではない言葉だけで自分の気持ちを説明した。

　俺は最近、噓をつかずに、言いたくないことを隠すのが上手うまくなってきた気がする。きっと、悪いことではない。

　俺の説明に、神田先輩は小さく息を吐はいて、頷うなずいた。

「ま、確かに泊とまらないっていうなら慌あわただしいかもね」

「そうですよね。それに……」

　俺はゆっくりと息を吸ってから、思いを口にする。

「俺はやっぱり、付き合ってもいない女性とセックスはできないです。それで、付き合うのなら、結けつ婚こんまでちゃんと考えられる人がいいです」

　俺がそう言うのを、神田先輩は、なんとも言えない表情でじっと見ていた。

「だから、神田先輩とはこれからもそういうことはしません。どうしてもそういうことがしたいのなら、他ほかを当たってください」

　俺が言い切ると、神田先輩は数秒間ぽかんと口を開けたまま俺のことを見つめた後に、破顔した。

「あはは、ほんと変わってないね」

　神田先輩はくすくすと笑ってから、少しトーンを落として、呟つぶやく。

「そうだった、吉田は……そうだったね」

　ふっと俺から視線を逸そらしてどこか遠くを見つめるような表情をする先輩の横顔に、俺は覚えがあった。ただ、それがいつ見たものなのか、思い出すことができない。

「ちょっと浮かれてたな」

「え？」

「なんでも。よし、帰ろっか」

　先せん輩ぱいはころりと表情を変えて微笑ほほえんだ。そのまま伝票をひょいとつまむ。

「今日はあたしが出そう。付き合わせちゃったしね」

「え、いや、悪いですよ」

「悪くない。あたしが奢おごりたいから奢らせてって言ってるわけ」

「でも……」

　さすがに久々に会った先輩にご飯を奢ってもらうのはどうも悪い気がしてしまう。

　俺が渋しぶっていると、神田先輩が苦笑を浮かべた。

「吉田さ、いろいろ変わったところもあるけど、やっぱり根っこは変わってないよね」

「ど、どういうことですか」

「うーん……」

　神田先輩は視線を店の天てん井じようへ向けて、鼻をぽりぽりと搔かいて。

「人のこと気き遣づかってるふりして、結局は自分の行動原理がすべてにおいて優先されてるところかな」

　最初に言い淀よどんだ割りに、はっきりとそう言った。

「いや、それ自体が悪いって言ってるんじゃないけどね」

　先輩はすぐに、慌てたように腕うでをぶんぶんと振った。

「自分の行動原理がぶれないっていうのはものすごくいいことだとあたしは思う。けど」

　そこで、すぅ、と息を吸って、鼻から吐き出す先輩。彼女はすっと、俺から目を逸らした。

「結局自分の思うようにしか行動してないのに、それを『相手のためだ』と思い込んでるのは、吉田の悪い癖くせだと思う」

　神田先輩の言葉に、何かを言い返そうとして、言葉が出なかった。

　俺は別に、相手のためだなんて思いながら行動しているわけではない。そう言いたかったが、自分の発言を思い返して、言葉に詰つまった。結局、俺は神田先輩と今そういう関係を持ちたくなかったのだ。それははっきりと言える。だがさっき俺が言った言葉は何だ。「もっと自分のこと大事にした方がいいです」と言った。

　俺は、無意識のうちに、「相手を思いやっての選せん択たくだ」と、自分と相手の両方を納なつ得とくさせるための言葉を選んでいるのか？

　そう思った瞬しゆん間かんに、急に自分が偽ぎ善ぜんに満ちた人間であるような気分に陥おちいった。

「吉田」

　声をかけられて、はっとする。

　向かいに座る神田先輩が、俺のことを覗のぞき込むように見ていた。

　彼女は柔らかく微笑んで、小さく首を傾かたむけて、言う。

「責めてないよ」

　そして、彼女は伝票を持ったまま、席から立ち上がった。

「だから今日は奢らせてちょ」

「……分かりました。ごちそうになります」

「ふふ、よろしい」

　カツカツと、あまり高くないヒールを鳴らしてさっさと歩いて行く彼女の後ろ姿を少しの間眺ながめた後、ため息をついて、彼女の後を早足で追った。
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「あ、そうだ」

　居酒屋を出て、他愛たわいのない話をしながら会社の最も寄より駅へ二人で向かい、そして駅の改札をくぐったところで、思い出したように神田先輩が声を上げた。

「なんですか？」

「いやね、こっちの支社にほとんど知り合いいなくてさ。なんか困ったときとかに頼たよる相手があんまりいないのよ。だから良かったら、吉田の連れん絡らく先教えてほしいなって」

「ああ、なるほど。いいですよ」

「ほんと？　ありがと」

　俺が首を縦に振ふると、先輩は無む邪じや気きに微笑んで、スマートフォンを取り出した。そして、俺も使っているメッセージアプリの画面を開いた。

「吉田これやってる？」

「まあ一応」

「え、やってるのか。意外だ……」

　自分で訊きいておきながら失礼な反応をされた気がするが、気にせず俺もメッセージアプリを開いた。あさみとの連絡先交こう換かんの時に、相手の画面に表示されているＱＲコードを読み取るだのという作業は一度経験しているので、さっと読み取り画面を開くと、先輩はさらに目を丸くした。

「こういうの疎うといイメージあったんだけど、人って変わるもんだねぇ」

「いや、俺もつい最近ですよ、こういうの使うようになったの」

「へぇ……何かきっかけでも？」

「いや、特には。流れですかね」

「流れかぁ……ぷっ、なにヨシダマンって」

「適当につけただけです。先輩のは普ふ通つうだ……」

　あっという間に連絡先の交換が完かん了りようして、『友だち』のリストの中に『あお』という名前が追加されている。

　ただ、そのアイコンは彼女の写真ではなく、白いワイシャツを着た男子の後ろ姿だった。俺はその写真に妙みような既き視し感かんを覚えて、アイコンをタップして拡大表示した。そして、困こん惑わくする。

「えっ……」

　思わず声を漏もらすと、隣となりの神田先輩が首を傾かしげる。

「ん、どした？」

「いや……なんでも」

　慌ててメッセージアプリを閉じて、スマートフォンをポケットにしまった。

「まあ、寝ねてなければいつでも返事はできると思うんで、なんか困ったら遠えん慮りよなく」

「分かった。ありがと」

　神田先輩はにこりと笑って、俺の乗る電車が停とまるホームとは逆のホームへの階段に身体からだを向けた。

「逆方面だよね」

「ですね」

「じゃ、今日はこれで。付き合ってくれてありがと」

「いえ、また会社で」

　挨あい拶さつをして、俺もホームへ続く階段へと向かう。食事に誘さそわれてから数時間しか経たっていないはずなのに、妙に長い時間を過ごしたような疲ひ労ろう感かんがあった。今日は帰ったらすぐに寝てしまおう。

　そんなことを考えながら、ホームへの階段に足をかけたのと同時に。

「吉田」

「うわびっくりした」

　カツカツという足音も鳴らさずに真後ろに神田先輩がいたので、俺は階段を踏ふみ外しそうになる。

　彼女の足元を見て、続けて、彼女が手に自分のヒールをつまんで持っているのを視し認にんする。

「いや、なにやってんすか」

「へへ、驚おどろいた？」

「いや足音させずに近づいて来られたらそりゃ驚きますよ」

「カツカツ鳴らしたら気付かれちゃって面おも白しろくないでしょ」

　神田先輩は俺の反応に満足したようで、一人でうんうんと頷うなずいている。

「だからってそこまでしなくても」

　俺が彼女の手元のヒールを指さして言うと、先輩はいたずらっぽく微笑んで首を横に振った。

「分かんない奴やつだねぇ、吉田は。だから、ここまでしても吉田を驚かせたかったんだよあたしは」

「はぁ……」

「もうちょい、相手の言ってることをちゃんと聞いた方がいいよ」

「聞いてますよ。聞いた上で、そんなにするほど重要なことか、って言ってるわけです」

「いんや」

　神田先輩はヒールを地面に落とし、雑に足をねじ込みながら言う。

「それが聞いてないっていうんだって。あたしは吉田を驚かせたかったの。そのためには靴くつ音おとさせてたらダメだったわけ。だから靴を脱ぬいだ。あたしの言ったことだけで、あたしが『そこまでしないといけなかった』理由は分かるはずだ……よっと」

　両足の靴を履はき終えて、神田先輩はぺろりと舌を出した。

「常に吉田フィルター全開！　ってね」

「吉田フィルター……」

「ま、結局自分は自分でしかないからね。完全にフィルターを取り除いて人の話を聞くことなんてできないんだけどさ」

　神田先輩は俺の肩かたをばしっと叩たたく。思い切り振りかぶった割りには、全然痛くなかった。

「吉田のフィルターは分厚くて変な形してるから！」

「なんですかそれ」

「そのまんまの意味。もうちょい薄うすくした方がいいと思うよ、あたしは。それじゃね」

「え、あ……お疲つかれ様です」

　言いたいことだけ言って、神田先輩は片手を上げて歩いて行った。今度は彼女が反対側のホームの階段を上り始めるところまで姿を見送る。もう一度脅おどかしに戻もどってきそうな様子はなかった。

「はぁ……」
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　大きなため息が漏れる。

　吉田フィルター、か……。

　神田先せん輩ぱいに言われた言葉を思い出す。

　人間、大なり小なり、今までの経験や思考の積み重ねで生まれた価値観というものがあるのだと思うが、それのせいでフラットに相手の話を聞けないということもある、ということだろうか。

　確かに、彼女の言う通り、俺の話の聞き方にも問題があるのかもしれないが、そもそものところ神田先輩の発言自体が冗じよう談だんのようにしか聞こえないのだ。

　わざわざ俺を驚かせるためだけに、外で、靴を脱いで後ろまで静かに迫せまってくるなんてことを、本気でする人がいるとはあまり思えなかった。

「吉田」

「うわびっくりした！」

「驚いた？」

「いい加減にしろ！」

　まさか二回もやる人がいるとも、思わない。

　転びそうになりながら後ろを振り向くと、神田先輩がまたもや靴を脱いで、爆ばく笑しようしていた。
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「はぁ……」

「なんか今日ため息多くね？　なんかあったん？」

　手持ち無ぶ沙さ汰たに隣で立っていたあさみが急に話しかけてきたので、私はびくりと肩を跳はねさせてしまう。

「えっ？」

「えっ、じゃないっしょ。今もハデにため息ついてたし」

「うそ、ついてないよ」

「ついてたっつの。無意識じゃん？」

　あさみは肩に載のった髪かみを鬱うつ陶とうしそうに後ろに払はらってから、首を傾げて、もう一度訊いてくる。

「なんかあったん？」

「いや……なにかあったってわけじゃないけど」

　言いながら、昨日のことを思い出す。

　昨日、吉よし田ださんは外食をして帰ってきた。しかも、かなり帰宅時間が遅おそかった。

　事前にもらっていたメッセージに、食事相手の名前が書いていなかったので、帰ってきた吉田さんにそれとなく訊たずねると、相手は例の高校時代の恋こい人びとだという。

　家に帰ってきてからの吉田さんは、夕飯を家で食べられなかったことの謝罪を律りち儀ぎにした後に、彼にしては珍めずらしくお風ふ呂ろ場ばに直行してすぐにシャワーを浴びた。そして、シャワーから上がった後は、ベッドの上でぼんやりと考え事をしている様子で数十分ごろごろとして、それ以外には何もせずに寝てしまった。

　急な外食、遅い帰宅時間、そしていつもと様子の違ちがう吉田さん。

　一つ一つに分解すればよくあることなのだけれど、すべてがいっぺんに起こると、勝手に余計なことを考えてしまう。

　本当に食事してきただけだったのか、とか。食事だけじゃないのだとしたら、何をしてきたの、とか。

　そんなことを考えながら、悶もん々もんとしているのだ。

「まあ、別に、吉田さんがどこで何をしてようが、私が口を挟はさむことではないんだけどね」

　あさみに昨日の出来事を説明したうえで、妙にもやもやするのだということまで話す。その間も、店に客は一人も訪おとずれない。元から混こむコンビニではないものの、今日はいつも以上に暇ひまだった。

　ふと、おしゃべりなあさみからのリアクションがないことに気が付いて彼女の方にちらりと視線をやると、彼女は口をぽかんと開けて私を見ていた。

「え、どしたの」

「沙さ優ゆチャソ、それってさ……」

　あさみが眉まゆを寄せながら、何か言いづらそうにしている。

　私が首を傾げるのとほぼ同時に、事務所のドアが開いて、中から矢や口ぐちさんがひょいと顔を出した。

「休きゆう憩けい上がりました」

　明らかに寝ね起おきといった様子で、力の籠こもらない声でそう言いながら事務所から出てくる矢口さん。

「まだ暇っぽいね。今のうちにあさみちゃんも休憩入っちゃってよ」

「りょ。じゃあ休憩入るわ」

　あさみは頷いて、私に軽く手を振ふってからするりと事務所に入って行った。

　彼女が何を言いかけていたのか気になったけれど、それはまた今度訊きけばいいか。

「仮か眠みんが成功しすぎて驚いてる」

　隣となりの矢口さんがうん、と伸のびをする。

「休憩前は眠ねむそうでしたもんね」

「湿しつ度どが高くなると眠くなるんだよね」

「え、なんですかそれ」

「原理は分からないけど昔からそうなんだよ。でもスッキリしたから退勤まではなんとかもちそう」

　矢口さんは腰こしに手を当てて、うんうんと頷いた。そして私の方に向き直る。

「なんかやること残ってる？」

「いんや……大体終わっちゃいましたね」

「だよねぇ……二人ともなんだかんだで真ま面じ目めだから、やること残ってるのにレジで駄だ弁べってはいないわな」

　矢口さんは苦く笑しようして、ふと視線を外に向けた。そして、私の肩を叩いた。

「また来たね」

「え？」

「ほら、高級車」

　言われてコンビニの外を見ると、いつもの高級車が停車するところだった。

「ほんとだ。なんだかんだで停車する瞬しゆん間かんって初めて見たかもです」

「ほんとだねぇ……お？」

　矢口さんが声を上げる。その理由は明白だった。

　いつも停とまっているだけだった高級車の後部座席のドアが開いたのだ。

「今日は買い物していってくれるのかな？」

　矢口さんが半笑いでそう言うのを聞きながら、私もなんとなくその後部座席に視線を送っていた。一体どんな人が降りて来るのか。

　ゆっくりと降りてきたのは、身長の高い、すらっとした、スーツ姿の男性だった。白いシャツに、青いネクタイが映はえている。そして若じやつ干かん茶色がかった黒くろ髪かみに……。

　顔をじっと見た瞬間に、全身の血の気が引くような感覚があった。

　車のドアが閉まり、その男性がこちらに向かって一歩踏ふみ出した瞬間に、私は何かを考えるよりも先にレジの陰かげにしゃがみこんだ。

「えっ、どうしたの」

　矢口さんが私を見下ろして困こん惑わくしている。私は何も言えずに、ただ小さくなって震ふるえていた。私と、コンビニの外を何度か見比べて、矢口さんは首を傾かしげた。

「もしかして……知り合い？」

　その質問に、私は首をこくこくと縦に振った。

「会いたくない感じ？」

　またもや、首をこくこく。

　すると、矢口さんはすたすたと事務所のドアの前まで行って、自然な様子でそれを開けた。そして、小さな声で言う。

「しゃがんだまま、事務所入りな」

　驚おどろいて矢口さんの顔を見ると、彼はこちらを見ないまま、「早く」と言った。私の方を見ないことで、私の存在を外の男性に気付かれないようにしてくれているのだと気づき、私は急いで、しゃがんだまま事務所のドアをくぐる。

　矢口さんがにこりと笑って、ドアを閉めた。

　中にいたあさみがきょとんとした様子でこちらを見ていた。

「え、どしたん」

「ちょ、ちょっとね……」

　ひとまずの安全地帯に逃にげ込んで、私はようやく声を出すことができた。けれど、心臓は自分でも驚くほどにばくばくと鳴っていた。呼吸も、少し浅くなっている。

　どうして。

　車から降りてきた男性の顔を思い浮うかべて、冷や汗あせが止まらなくなる。

　どうして、兄さんが、ここに。
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「いらっしゃいませー」

　コンビニに入ってきたスーツの男性に、覇は気きのない声で挨あい拶さつをする。

　買い物をしに来ただけならいいんだけどなぁ、と思いながら、視界の隅すみで男性客の動向を窺うかがっていると、彼は迷わずレジの方へやってきた。

「いらっしゃいませ」

　レジ前に立った男性客に、笑え顔がおを貼はり付けて対応する。彼の顔にも、同じように作り物じみた笑顔が貼り付いていた。

「お仕事中にすみません。私、こういうものなのですが」

　そう言って、彼は懐ふところから名めい刺し入れを取り出して、中身を１枚僕に渡わたしてくる。この時点で、買い物をしに来たわけではないことは明白だった。

「はぁ」

　曖あい昧まいに頷うなずいて、名刺を片手で受け取る。今の僕はコンビニ店員だ。ビジネスマナーなど知ったことではない。

『（株）おぎわらフーズ　代表取とり締しまり役やく　荻おぎ原わら一いつ颯さ』

　シンプルなフォントで、そう書かれていた。

　無表情を貫つらぬきつつも、少し動どう揺ようした。おぎわらフーズと言えば、特に努力しなくても「あ、冷れい凍とう食品のメーカーだ」と思い出せるほどに有名な冷食メーカーだ。そんな会社の社長がわざわざこんな辺へん鄙ぴな地のコンビニにやってきて名刺を見せてくる。これはどういう状じよう況きようだろうか。

　疑問に思いながらも、なんとなく、その答えは分かっているような気がした。そのヒントは、裏に引っ込んでいる沙優ちゃんだ。

「一つお訊たずねしたいのですが」

　営業スマイルを貼りつけたまま、荻原社長が言った。

「荻原沙優という女の子を探しているのですが、こちらで働いていませんか？」

　ほらきた、と胸中でため息をつく。

　高校生が何か月も家出をして捜そう索さく願ねがいも出ないというのは妙みようだなと思ってはいたが、やはりしっかりと探されていた。

　とはいっても、別に僕にはまったく関係のないことだった。何より、目の前の男の放つ雰ふん囲い気きはどうも気に入らない。

「聞いたことない名前ですね。違うコンビニじゃないですか」

　僕がそう答えると、荻原社長の眉がぴくりと動いた。

「調べさせたところ、ここで雇こ用ようされているという情報があったのですが」

「調べ間違いだと思いますよ」

「店長はどちらに？」

　予想できた質問だ。好都合なことに、今日は店長は非番だ。『調べさせた』などと物ぶつ騒そうなことを言う割りには、店長がいる日を狙ねらってこないあたり詰つめが甘い。こういったことに慣れているわけではなさそうだ。

「今日は非番です。何か伝言があれば伝えておくことはできますが……」

　僕が表情を変えずにそう言うと、彼は僕の目を何か言いたげにじっと見つめた後に、わざとらしく息を吐はいた。

「そうですか。それでは、また後日伺うかがうとお伝えください」

「何度来てもらっても、うちにその子はいませんけどねぇ」

「それは店長に確かく認にんをさせていただきますので。それでは」

　社長は笑顔の下に明らかに不快感をにじませて、軽く会え釈しやくをして早足で店を出て行った。

「……買い物していかないのかよ」

　小声で呟つぶやいて、その後ろ姿を見送る。

　高級車は、彼が乗り込むとすぐに発車した。今まで長時間停車していたのは、沙優ちゃんがこの店に確実に勤務しているという裏付けを取るためだったのだろう。社長が毎回様子を見に来ていたとは考えにくい。おそらく秘書か何かが、彼の仕事中に視察に来ていたのではないだろうか。

　しかし、あの沙優ちゃんがおぎわらフーズの社長の血けつ縁えん者とは、驚いた。随ずい分ぶん若く見えたが、父親だろうか。父親なのだとしたら、もしかしたら複雑な家庭なのかもしれない。

　そんなことを考えながら、彼の表情を思い返す。

　下した手てに出ながらも、確実に自分が勝利できると確信しているあの表情。僕の最も嫌きらいなそれだった。

　他ほかのすべてに成功している人間ほど、どこかで失敗させてやりたくなる。僕は性しよう根ねが腐くさっているから、ああいう『勝ち組』じみた人間を見るだけでアレルギーが出る。

「あ、そうか……」

　急に、沙優ちゃんを事務所に押し込めたままだったことを思い出す。コンビニの入り口まで歩いて行き、自動ドアを出る。あたりを見回して、高級車が完全に去っていることを確認して、また店内に戻もどった。

　事務所のドアを開けて中を覗のぞくと、壁かべ際ぎわで体育座りをしている沙優ちゃんと目が合った。完全に怯おびえきった顔をしている。

「もう出てきて大だい丈じよう夫ぶだよ」

「い、行ったんですか？」

「うん」

「そ、そっか……」

　明らかにほっとした様子でため息をつく沙優ちゃんを横目に、僕は店内に戻った。

　しかし、これは大変なことになってきたぞ、と、脳内で独り言ごつ。

　探されて、居場所もほぼバレているとなれば、彼女の自由な時間は長くはないだろう。

　それに、彼女を家に住まわせている……名前は忘れたが、マジメな彼。彼も場合によってはタダでは済まないかもしれない。

　どうなるかなぁ、と考えて。

　そしてすぐに、自分には関係ないな、と思い直した。
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「アニキ？」

「そう、兄さん」

　事務所の中で、声を潜ひそめながら、あさみと会話をする。

「え、アニキが今表に来てるわけ？」

「うん……」

「さ、探しに来たって感じ？」

「だと……思う」

　私が頷くと、あさみは自分の髪かみの毛をくるくると指に巻き付けながらううん、と呻うなった。

「家族に探されてるなら……帰った方がいいような気もするけど」

　あさみはそこまで言ってから、私の方をちらりと見る。

「……まだ、帰りたくない感じっしょ？」

「……うん、まだ……なんというか、覚かく悟ごができてないというか」

「そか」

　あさみは頷いて、それ以降何も言わなかった。そして、黙だまって私の手を握にぎってくれる。あさみの手は温かかった。

　黙っていると、矢口さんの声と、そして兄さんの声が壁かべ越ごしに少しだけ聞こえてきた。何を喋しやべっているのかまでは分からない。

　やはり、兄さんは私を探しに来た。来てしまった。

　携けい帯たいを捨ててしまったのが良くなかったのかもしれない。元から心配してくれていたというのに、連れん絡らくが一いつ切さい取れなくなったのだからさらに心配させてしまうだろう。

　とはいえ、あの頃ころの私は、何度も「帰ってこい」という旨むねのメールが兄さんから届くことには耐たえられなかった。兄さんには何の恨うらみもないけれど、それでも、どうあってもあの家には帰りたくなかったのだ。

　がちゃり、と事務所のドアが開いて、矢口さんが顔を出した。

「もう出てきて大丈夫だよ」

　そう言ってにこりと笑う矢口さんに、私は妙に安あん堵ど感かんを覚えた。

「い、行ったんですか？」

「うん」

「そ、そっか……」

　念のための確認が済むと、身体からだの力が抜ぬけるほど安心した。自然とため息が漏もれる。

　私のその様子をなんとも言えない表情で見てから、矢口さんは無言で表に戻って行った。

「あ、私ももう戻らなきゃ。な、なんかサボった感じになっちゃってごめん」

　私が言うと、あさみは失しつ笑しようする。

「ウチに謝ってどうすんの。つーか表にいたって駄だ弁べってるしかないっしょ、今日は」

「ま、まあそうかもしれないけど……」

「いいから、行った行った。ウチは時間ギリまでおベンキョするから邪じや魔ましないでちょ」

　そう言って、あさみが指さした先には、参考書が広げられていた。邪魔をして申し訳ないという気持ちになる。

「邪魔してごめん」

「ダイジョブダイジョブ」

「……隣となり、いてくれてありがと」

　私が言うと、あさみは何も言わずにニッと歯を見せて笑った。

　事務所を出て店内に入る。もういないと分かっていても、ついきょろきょろと視線を動かしてしまう。

「さっきの、家族……だよね。父親？」

　あっけらかんとした口調で、レジ前に立っていた矢口さんが訊きいてきた。助けてもらっておいて詳くわしいことは伏せるというのもどうかと思い、私は素す直なおに答えることにする。

「いえ……兄です」

「なるほどお兄さんかぁ。確かに父親にしては若いと思った」

　合が点てんがいったように何度か頷いてから、矢口さんは急にいたずらっぽい表情を浮うかべた。

「イケメンだったねぇ。これが『血は争えない』ってやつだ。美形家族だな？」

　矢口さんのあからさまにからかうような口調に、私は恥はずかしくなって、彼から目を逸そらす。

「からかわないでください」

　そう言ってから、もっと言わなくてはいけないことがあると思い直す。

「あの……助けてくれてありがとうございます」

　私が言うと、矢口さんは両りよう眉まゆを上げて、わざとらしくぽかんとした表情を作った。

「いや、別に助けたわけじゃないよ」

「でも匿かくまってくれました」

「まあ、結果的にはねぇ」

　矢口さんはそう言って、苦笑を漏らした。

「嫌いなんだよね、ああいう輩やからは」

「ああいう……っていうのは？」

　私が訊き返すと、彼はうーん、と呻うなった後に、言葉を続ける。

「力を持ってて、他人の人生を自分の思う通りにできると思ってる人のことかな」

　矢口さんは言ってから、気の抜けた笑えみを浮かべた。

「僕は快楽シュギだからね。みんな、自分の快楽に従って生きればいいと思ってるよ。だから、沙優ちゃんがまだ帰りたくないって言うのに無理に連れ戻そう、って話なら、協力はしない」

　矢口さんは彼にしては珍めずらしくきっぱりと言った。そして、少しだけ表情を暗くした。

「ただ、別に助けてあげられるわけでもない。せいぜいしらばっくれて見せるくらいだ」

　そう言ってから、矢口さんは私を横目で見やる。その目はいつものどこか温おん厚こうな様子のそれではなかった。

「あれは本気だよ。大人の本気は怖こわい」

「……そうですね」

「逃にげていられるのも、時間の問題かもしれないねぇ」

　矢口さんはそう言って、少しの間黙ってから、パッとおどけた笑顔を見せた。

「ま、僕には関係ないんだけどね」

　矢口さんは私の横をすり抜けるように通りながら、肩かたをぽんと叩たたいて言った。そして飲料のバックヤードに入っていく。その後ろ姿を見送って、私の思考はぐるぐると回った。

　逃げていられるのも、時間の問題。矢口さんがそう言ったように、兄さんがここに来てしまった以上、私に残された時間はあまり長くないのだろうと思う。

　ついに、だらだらと延長していた逃とう亡ぼう期間に終わりが来たのだ。私も、そしてきっと吉田さんも、私が家に帰るタイミングは私が決めるものだと思っていた。しかし、現実はそんなに生易しいものではなかった。

　やっぱり、私は事の重大さを甘く考えていた。

　そう自じ戒かいしつつも、簡単に心の整理はついてくれない。自分が思っていたよりもずっと早く訪おとずれようとしている家出の終わりに、対応できそうにない自分がいた。

　エアコンの風が身体を冷やして、ぞわりと鳥とり肌はだが立つ。

　なんだかものすごく、寒かった。
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「吉よし田だセンパイ、最近しょっちゅうスマホ見てますよね」

　いつもの鮭しやけ定食の鮭を箸はしでつつきながら、三み島しまが言った。

　また、その話題か、とため息をつきそうになり、こらえた。後ご藤とうさんにも同じ内容で問い詰つめられたことは記き憶おくに新しい。

「後藤さんにも同じこと言われたよ」

　俺が若じやつ干かん顔をしかめながらそう答えると、三島はあからさまに不ふ機き嫌げんそうに唇くちびるを尖とがらせた。

「上司にもばれるくらいスマホ見てるってことですよ」

「まあ別に禁止されてるわけでもねぇし。そもそも隠かくしてねぇし」

「ふぅん、そうなんですね」

　三島はすんと鼻を鳴らして、鮭と白米を豪ごう快かいに頰ほお張ばった。もぐもぐと咀そ嚼しやくして飲み込んでから、三島が再び口を開く。そういえば、最近三島は口に物を入れながら喋る頻ひん度どがかなり減った気がする。気にしているのだろうか。

「沙さ優ゆちゃんとやりとりしてるんです？」

「まあな。ほとんど沙優かな」

「ほとんど」

「そう、ほとんど。他ほかにも何人かと連絡先交こう換かんしてはいるけど、ほとんど連絡とることはねぇな」

「へぇ～……」

　俺の言葉に、三島は目をキッと細めて、手を上向きに広げて、何かを要求するように俺に突つき出した。

「なんだよ」

「見せてください」

「あ？」

「連絡先リストですよ。誰だれと連絡とってるのか気になるので」

「はぁ……別にこんなもん見たってどうにもなんねぇだろ」

　言いながら、別に隠すものでもないと思い、スマートフォンをポケットから取り出す。むしろ、この話題で長時間粘ねばられる方が面めん倒どうだった。

　メッセージアプリを起動して、『友だち』の画面を表示して三島に手て渡わたす。三島はスマートフォンを俺から受け取って、そして愕がく然ぜんとした。

「すっくな！」

「だからそう言ってるだろ」

「いや、想像を絶する少なさでした。学生時代の友達とかいないんですか……」

「そういうやつらとはメールで連れん絡らくとってるよ。メッセージアプリで駄弁るような相手はいねぇな」

「なるほど……後藤さんと、沙優ちゃんと……ん？」

　三島が急に眉を寄せる。

「この『あお』っていうのは」

「ああ、神かん田だ先せん輩ぱいだよ」

「……ふぅーん」

　三島はじとっとした視線を俺に向けてくる。そして、吐はき捨てるように言った。

「随ずい分ぶんと手が早いんですね!!」

「なにがだよ！」

「私の連絡先は訊かないくせに……」

「いや、だって必要ねぇし」

「じゃあ神田さんの連絡先は必要なんですかー！　部署も違ちがうのに何に使うんですかー！」

「うるせぇな、俺から訊いたわけじゃねえよ！　なんだよさっきから！」

　三島がやけに大きな声で絡からんでくるので、俺もつい大きい声で返してしまう。橋はし本もとがいたら絶対に笑われていただろう。

　今日は珍しく橋本が上司に昼食に誘さそわれて外に出てしまったので、三島と二人で昼食をとっているのだ。

「友だち少なくて可哀かわい想そうなので私のも登録しておいてあげますよ」

「いや、いらねぇよ」

「なんですかさっきから必要ないとかいらないとか！　失礼じゃないですか！」

「友だち少なくて可哀想とか言う方が失礼だろうが！」

　頰ほおを膨ふくらませながら、三島は俺のスマートフォンをぽちぽちと操作している。そしてすぐに俺に画面を見せた。俺の『友だち』一覧に『ゆ』という名前が追加されている。

「なんだ『ゆ』って」

「『柚ゆず葉は』の『ゆ』ですよ。センパイこそなんですか、ヨシダマンって」

「どいつもこいつもそこに言げん及きゆうしやがって」

　適当につけた〝yoshida-man〟というアカウント名にここまで総ツッコミを受けるとは思ってもみなかった。

「はい、返します」

　三島は俺にスマートフォンを手渡してから、また箸を握にぎった。俺もポケットにスマートフォンをしまってから、中ちゆう華か麵めんをずるずると啜すする。この麵は伸のびるのが妙みように早く、すでにかなり軟やわらかくなっている。だが、案外俺はこの若干伸びた麵が嫌きらいではない。

「あの……センパイ」

　三島が、小さな声で言った。視線はテーブルの上に落ちており、先ほどまでとは打って変わってやけにしょんぼりとした様子だった。

「……なんだよ」

　三島の唐とう突とつな雰ふん囲い気きの変わりように驚おどろいて、俺も箸を止めて彼女を見た。

「私……吉田センパイと結構長いこと一いつ緒しよに仕事してると思うんですけど」

「まあそうだな」

「ごはんとかも一緒に食べること多いし、映画だって一緒に観みたことあるし」

「あったなぁ」

　俺の相あい槌づちに、一いつ瞬しゆん三島は睨にらむように俺の目をじっと見たが、すぐにまたしゅんとして視線を落とした。

「……それなりに、仲良くなってきたつもりなんですけど。連絡先いらないとか言われると……若干傷付きます」

　三島のその言葉に、俺は返す言葉を失って口をぱくぱくさせた。

「もうちょっと私のこと、後こう輩はいとして以外にも見てくれたっていいじゃないですか」

「いや……」

「そんなに私って吉田センパイにとってどうでもいい存在で……」

「待て待て」

　三島の言葉を遮さえぎって、俺は手を横にぶんぶんと振ふった。

「なんでそうなるんだよ。そんなこと言ってないだろ」

「どうでも良くなかったら、必要なくたって連絡先くらい交換しません？　必要あるかないかじゃなくて、したいかしたくないかだと思うんですよね、こういうのって」

「いや、そういうことじゃなくてだな……」

　どうも、食い違いが起きている。俺は別に三島に魅み力りよくを感じないからという理由で連絡先を交換するのを拒こばんでいるわけではないのだ。

「あのな……こう……」

　いざ自分の気持ちを口に出そうとすると、上手うまく言語化されずに、言葉に詰まってしまう。

「別にお前がどうこうってことじゃないんだよ。三島のことは……橋本や遠えん藤どうと同じように、他の社員たちよりもずっと気の置けない仲だと思ってる。ただ……」

　三島に魅力がないと思っているわけではない。むしろ、その逆だ。

「必要もないのに俺と連絡先を交換したところで、一体何を話すんだって思っちゃうんだよな」

「え？」

　俺の言葉に、三島は目をぱちくりとさせた。構わず、俺は言葉を続ける。ここで言うのを止やめれば、自分が何を言おうとしていたのかが曖あい昧まいになって、二度とその再現は不可能になるような気がした。

「だから、俺は無む趣しゆ味みでつまらん人間だし、そんな俺とわざわざ連絡先を交換してもらったところで、楽しい会話はできないだろ。俺がもっと会話の引き出し多い人間ならまだしも……用事もないのにメッセージを送ることもないし、送られてきたとしても、気の利きいた返信なんてできねぇよ」

　俺は必死で自分の思いを口にした。口にしながら、妙に客観的に、自分はこんなことを思っていたのか、などと考えている。

　しかし、俺の話を聞いている三島は、みるみるうちに表情を険しくしていった。そして、俺が言い終えると同時に、辛しん抱ぼうたまらんといった様子で口を開いた。

「いやいやいや……はぁ…………な、なんですかそれは。全然分かんない」

　三島は若干震ふるえる声で言いながら、困こん惑わくしたような様子で頭を搔かいた。

「つまり、こういうことですか」

　三島が俺の目をキッと睨んでくる。

「自分には特に理由もなく連絡先を交換してもらうほどの魅力はない、みたいなことが言いたいわけですかね」

「ま、まあ……シンプルに言えばそういうことだな」

「はぁ……ほんっと」

　三島はあからさまにため息をついてから、小さく吐き捨てるように言った。

「馬ば鹿かみたい」

「は？」

「いや、みたいじゃなくて、馬鹿です。吉田センパイって馬鹿ですよね」

「なんだなんだ、急に喧けん嘩か腰ごしになりやがって」

　急に攻こう撃げき的な言葉を選び始めた三島に俺が困惑していると、三島は俺の態度にさらに腹を立てたようで、語気を強めた。

「馬鹿っていうか傲ごう慢まんですよね！　吉田センパイは自分の価値観だけでなんでもかんでも選せん択たくしちゃう。そこがいいとこだって思う時もあるけど、今はほんと最悪です」

　どんどん早口になっていく三島。しかし、その内容は俺の胸に刺ささった。同じようなことを、昨日神田先輩に言われたばかりだったからだ。

「それで吉田センパイは納なつ得とくしてるのかもしれないですけど、私の気持ちはどうなるんですか」

「お前の気持ちってなんだよ」

「だから……ッ」

　三島の目が見開かれた。明らかに、憤ふん怒ぬの表情が浮うかんでいた。しかし、息をすぅと吸い込んだところで、彼女ははっとしたように肩かたを落として、ゆっくりと息を吐いた。怒ど鳴なりそうになってやめた、という様子だった。

「……私は、吉田センパイと連絡先を交こう換かんしたいって思ってるんですよ」

「いや、それはまあ……さっき無理やり交換させられたしな」

「交換したいと思ってないのに、人のスマホひったくってまで交換するやつがいますか」

「……いないかもな」

「いないですよ」

　三島はすんと鼻を鳴らしてから、小さな声で言った。

「私だって、誰だれ彼かれ構わず連絡先訊きいてるわけじゃないですよ。むしろ、会社で自分から連絡先訊いたのなんて吉田センパイだけです」

　そして、ちらりと俺の方へ視線を送ってから、すぐに逸そらす。心なしか、いつもより頰が赤いような気がする。

「訊いたのは、吉田センパイのことが、好きだからですよ」

　三島はそう言って、数秒沈ちん黙もくした後に、一言付け加えた。

「……それなりに」

「それなりに、ね」

　俺が彼女のその発言をピックすると、三島はまた不満げに頰を膨らませて、しかしすぐにため息をついた。

「はぁ……とにかくですね、私が吉田センパイの連絡先が欲しいから、強ごう引いんに交換させてもらったってことですよ。これで納得してもらえますか」

「まあ……三島がそう言うなら、納得するほかないよな」

　俺が頷うなずくと、再度、三島はため息をついて、思い出したように箸はしを取った。その様子を見て、俺も自分の食事が途と中ちゆうであったことを思い出して目の前のどんぶりを見た。明らかに、麵が伸びてびろびろになっていた。慌あわてて箸を取って、一口麵を啜ると、今まで食べたことのないほど軟らかかった。さすがにここまでくると、もはや麵という感じもしなくなり、あまり美味おいしくない。

　数分間、お互たがいに無言で食事を続けたが、定食の鮭しやけをすべて平らげたタイミングで、三島がぼそりと言った。

「……迷めい惑わくでなければ、映画、また誘いますね」

　それだけ言って、三島は照れ隠かくしのようにしじみ汁じるをずず、と啜った。

「おう」

　俺も、短く返事をして、残りの麵を啜る。

　俺が思うこと。そして、相手が望んでいること。

　俺は俺の視点でしかものを見ることができないが、それにしても、あまりに、自分の見方だけで物を見てしまっているのかもしれないと、昨日の神田先せん輩ぱいや、今日の三島との会話から思い知った。

　昔から『女性は会話のペースが摑つかめないから苦手だ』と思っていたが、もしかすると、相手からしても俺はとても話しにくい相手だったのかもしれない。

　あまりにも、難しい問題だと思った。

　世界が俺中心に回っているはずはないと分かっているのだが、どう頑がん張ばっても、俺の立っているこの場所は、俺にとっては世界の中心なのだ。

　ポケットの中のスマートフォンが急に振しん動どうしたので、慌てて取り出すと、『ゆ』からメッセージが届いていた。

『麵、伸びちゃいましたね。超ちようまずそう』

　メッセージの内容を見て、顔をしかめる。お前のせいだろうが、と口にしようとして、思いとどまった。

　三島も、口で言えばいいところをわざわざメッセージアプリで送ってきたのだ。これは、俺もアプリで返信すべきなのではと思った。

『今まで食った中で一番まずい中華麵だった』

　と打って返すと、三島がくすっと笑った。そして、俺の方に視線を寄よ越こす。

「吉田センパイって、なんか子供みたいに素す直なおですよね」

　そう言ってから、もう一度くすくすと笑う三島。

「そういうところも、好きですよ」

　可笑おかしそうに笑いながらそんなことを口にする三島を見て、俺もつられるように笑った。

　彼女の今のこの言葉は、どう受け取ればいいのだろうか。少し考えてみたが、彼女の表情を盗ぬすみ見ても、軽口を言っているようにしか思えず、結局、何もわからなかった。
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　神かん田だ先輩が異動してきたり、三み島しまに食堂で妙みように嚙かみつかれたりと、精神的な疲ひ労ろうの多かった平日が終わった。

　休日が訪おとずれると、俺はまず明らかに寝ねすぎだと自分でも分かるほどに惰だ眠みんを貪むさぼった。平日は毎日俺を起こしてくれる沙さ優ゆだが、休日は俺がいくら寝ていても起こしてくることはない。

　それに甘えて、自然に身体からだを起こせる気力が湧わいてくるまで二度寝、三度寝と繰くり返していると、気がつけば時刻は15時を回っていた。昨日は深夜０時を回ったころにはベッドに入ったので、単純に計算すると15時間前後寝ていたことになる。それだけ寝ればさすがに完全に眠ねむ気けもなく、少しだけぼんやりとする頭を横に振ふると、すぐに意識もはっきりした。

　頭を持ち上げて、横を見ると、沙優がカーペットでダンゴムシのように丸くなっているのが見えた。

「……沙優、おはよう」

「おはよー」

　沙優はこちらを見ないまま、返事をした。声こわ色いろは妙に脱だつ力りよくしていて、あまり意識が籠こもっている感じがしない。

「何時に起きたんだ？」

「うーん？」

「さっきまで寝てたのか？」

「うーん……」

　質問を何個か投げたあたりで、沙優の様子のおかしさに気が付く。明らかに、上の空だった。

　俺は小さく息を吸い込んでから、少し大きめの声でもう一度沙優を呼んだ。

「沙優！」

「ひゃい！」

　沙優がびくりと震えて、驚おどろいたようにごろりと身体をこちらに向けた。

「……おはよう」

「お、おはよう」

「寝てたのか？」

「い、いや、起きてたけどごめん。ちょっとぼーっとしてた……」

　沙優の返答に苦く笑しようが漏もれる。どう見てもちょっとどころではない呆ほうけ具合だった。

「何か考え事でもあるのか？」

　ベッドから身体を起こしながら俺が訊たずねると、沙優ももそもそと身体を起こして、なんともいえない表情を浮かべる。そして、にへらと力の抜ぬけた笑いを浮かべて。

「いや、特にはないよ」

　と言った。

「……そうか？」

　彼女の様子に若じやつ干かんの違い和わ感かんを覚えつつも、特にないと言うのに突つっ込んで訊いてもどうにもならないだろうと思い直し、俺はそれ以上追つい及きゆうしなかった。

　代わりに何か新しい話題を口にしようかと思ったが、特に何も思い浮かばず、俺はベッドの上で胡坐あぐらをかいて、壁かべに寄りかかった。沙優も、身体を起こしたまま、どこかぼーっとした様子で床ゆかをじっと見ている。寝転がっていたせいか、片方の頰ほおにぺたりと髪かみの毛が貼はり付いていて、俺は沙優の頰をついじっと見てしまった。指をひっかければ簡単にとれそうで、そうしてやりたいと思ったが、起きたばかりの身体は妙にだるく、ベッドから立ち上がってまでそれをしてやる気力は沸わき起こらなかった。

　ふと沙優の視線が上がり、俺と目が合った。目が合ったまま数秒間お互いに見つめ合う。沙優の表情は未いまだにぼんやりとしていて、俺と目が合っていても、何か別のことを考えているようだった。

「北海道の家にさ、帰るって考えた時に」

　急に、沙優が口を開いたので、俺は思わずびくりとしてしまった。一いつ瞬しゆん、俺に話しかけているのかどうか心配になったが、この場には俺しかいないので、どう考えても俺に向けて話しているのだと分かる。

「やっぱり帰りたくないなぁって思うんだけど」

　沙優はそこまで言って、ふふっ、と自じ嘲ちよう的な笑えみを浮うかべた。彼女の視線が、また床に落ちてゆく。

「帰りたくないから、帰りたくないのか。それとも」

　床に投げ捨てるように、ぽつぽつと沙優は言葉を続けていた。そして、また俺へと視線を戻もどす。

「それとも、吉よし田ださんと離はなれたくないから帰りたくないのか……」

　沙優の語気が弱まって、それに伴ともなうように、またもや、視線が落ちる。

「分かんなくなっちゃった」

　彼女はそこまで言って、また黙だまり込んだ。

　俺も、何も言うことができずに、口を半開きにしたままだ。

　梅雨つゆの頃ころ、沙優は俺に「未来のことを考える」と言った。それは明確に、自分のいるべき場所へと戻る準備をすると宣言したのと同義で、俺と彼女にとっては大切な約束だった。

　その目標に対して努力を続けていたであろう彼女が、俺に対して「やっぱり帰りたくないなぁ」という弱音を吐はいたのがまず、驚きだった。

　別にそのこと自体を責めるようなつもりはまったくなく、そもそも帰りたくないような家だから飛び出してきたのであって、今の時点でも帰ることに前向きな気持ちになれないのは当然のようにも思う。ただ、それを彼女が『口にした』ことに驚いたのだ。

　俺の知る限りでは、沙優は相手の心情ばかりを気にしてしまう性格だと思う。俺と「家に帰る」という約束をしたのに、「帰りたくない」というような発言を俺に対してするのは、『甘えている』だとか『約束を果たす気がない』などという感想を俺に抱いだかせるのではないか、というようなことをごちゃごちゃと考えてしまうのが今までの彼女だったように思えるのだ。そんな彼女が、俺に対してこう言ったのには、どういう意味があるのだろうか。

　そして、「吉田さんと離れたくないのか」という部分も、気になってしまう。

　確かに俺と沙優は長い時間をかけて信しん頼らい関係を育はぐくんできたとは思う。しかし、「離れたくない」という感想が彼女の口から出るほど、俺は彼女にとって必要な人間なのだろうか。

「それは……」

　そこまで考えて、俺は頭を振った。平日に散々聞いた、神田先輩や三島の言葉が脳内に蘇よみがえっている。

「お前にしか……分からないな」

　あまりに投げやりで、彼女の求めているものをまったく含ふくんでいない答えだと分かりながら、俺はそう答えた。そう答えるしか、なかった。

　俺の言葉に、沙優ははっとしたようにまばたきを数回した後に、くすっと失笑した。

「そだよね。ごめん、変なこと言っちゃった」

　そう言って、沙優は力の抜けた笑みを浮かべる。

「いや、いいよ……言いたかったんだろ」

　俺が答えると、沙優は申し訳なさそうに苦笑してから、首を少しだけ縦に振った。

「……うん。吉田さんが寝てる間、ずっと考えてた」

「そりゃ……つらかったな」

「……うん」

　一瞬、沙優の声が鼻声になったような気がしたが、彼女はすぐに鼻をすんと鳴らして、顔を上げた。そして、立ち上がってキッチンの方へと歩いてゆく。

　その様子をぼんやりと眺ながめていると、沙優はコップに水を汲くんで戻ってきた。

「はい」

「お？」

「水。起きたらすぐコップ一杯ぱいの水を飲むと、胃が起きて来て、身体もシャキッと起きるんだって」

「なんだそれ。ほんとかよ」

「ネットで見た」

「噓うそくせぇ。……まあ、ありがとな」

　コップを受け取り、一口水を飲む。起きたばかりの喉のどはねばついていて、水がすっと身体に溶とけ込んでゆくような気分になった。一口目で勢いづいて、そのまま一気に残りを飲み干す。

「おー、良い飲みっぷり」

「うるせ」

　俺はベッドから立ち上がり、コップを自分でシンクに置きにゆく。

　シンクにコップを置くのと同時に、何か低い爆ばく発はつ音のような音がしたような気がして、俺は沙優の方を振り向いた。

「今なんか音しなかったか？」

「え？」

　沙優はきょとんとした様子で首を傾かしげた。

「聞こえなかったけど」

　反応を見るに、本当に沙優には聞こえていないようだった。

「……聞き間ま違ちがいか」

　と、言い終わったタイミングで、またもや外から爆発音が聞こえてくる。

「あ」

「やっぱ鳴ってるよな」

　今度は沙優にも聞こえたようで、首をこくこくと縦に振ふっている。

　その後も数秒間二人で何も喋しやべらずにじっとしていると、一定間かん隔かくで、同じ音が外から聞こえてくる。

　沙優が首を傾げながら、言った。

「……花火？」

「いや、花火上げるような時間じゃねぇだろ」

　まだ15時を回った程度の時間だ。少し日が傾かたむき始めているとはいえ、とうてい、花火が綺き麗れいに見えるような暗さではない。

「あ」

　そこまで発想して、俺は急いでベッドに戻る。そして、傍かたわらに置いてあったノートＰＣを立ち上げた。

「どうしたの？」

　沙優も興味があるようで、俺の隣となりで画面を覗のぞき込んでくる。

「いや、もしかしたらと思ってな」

　インターネットを立ち上げて、検けん索さく欄らんに家の最も寄より駅の名前に、『祭』というキーワードを追加して検索をかけた。

　そしてすぐに、俺の予想が当たっていたことが分かる。

　検索結果には、ここから10分歩かない程度の距きよ離りにある大き目の神社から、その近所の商店街にかけて行われる夏祭りの情報が表示されていた。

「日付が今日だ。晴れてるし、祭りを開かい催さいするっていう合図の空くう砲ほうだろ」

「あ、なるほどね」

　沙優は納なつ得とくしたようにうんうんと頷うなずいた。そしてすぐに、遠くを見つめるような表情で少し目を細めて、呟つぶやく。

「夏祭りかぁ……」

　その声は、懐なつかしんでいるようにも、自分には関係ないものとして切り離しているようにも聞こえるトーンだった。

「行きたいか？」

　考えるよりも先に、そう訊ねていた。

「えっ？」

　沙優は驚おどろいたようにこちらを向いて、素すっ頓とん狂きような声を上げた。

「夏祭り。行きたいか？」

　俺がもう一度訊きくと、沙優は何度か小刻みに瞬まばたきをしてから、俺から目を逸そらす。

「うーん、そうだな……夏祭り……うん」

　沙優は視線を床ゆかに落としてうろうろとさせてから、少しもじもじとした様子で言った。

「驚くかもしれないんだけどさ」

「うん？」

「私、高校生になってから、一度も夏祭りって行ってないんだよね」

「え……そうなのか」

　確かに、少し驚いた。夏祭りといえば、中高生が友達や恋こい人びととはしゃいでいる印象が強かった。

「うん、一いつ緒しよに行く友達もいなかったし、行こうって思うこともなかったから」

「……なるほどな」

　沙優はなんでもないことのようにそう説明したが、俺は若じやつ干かん複雑な気持ちになる。

　性格は良く、愛あい想そも良く、ついでに言えば見た目もいい。そして何より、他人のことを最大限に気き遣づかうことができる沙優に、友達がいないというのはあまり想像がつかないことだった。その理由を考えると、どうも嫌いやな想像ばかり働いてしまう。

　俺が無理やり、しようもない思考を振り切ったのとほぼ同時に、沙優も視線を上げて俺を見た。

「だから、うん……吉田さんとなら、行ってみたいかも。夏祭り」

　沙優がそう言って柔やわらかく微笑ほほえむ。

　そういうことであれば、昼間は散々寝ねていたのだから、夜くらいは外に出かけるのも悪くはない。

　適当な私服を引っ張り出して着き替がえるか、と考えたところで、ふと思いついたことがあった。

「夏祭りだし、浴衣ゆかた着るか？」

「えっ、浴衣……？」

　そう言う沙優の目は明らかにきらきらと輝かがやいていた。あ、着たいのか。

「あるの……？」

「いや、うちにはねぇよ。一人暮らしのヤローの家に浴衣があるかよ」

「そ、そうだよね……え、でも着るか？　って」

「レンタル浴衣ってのがあるだろ。確か駅前にレンタル浴衣やってるとこあった気がするぞ」

　言いながらネットで調べると、やはり駅前のビルの中にレンタル浴衣をやっている店が入っている。

「３０００円くらいで借りられるみたいだぞ。せっかくバイトしてるんだし、たまにはこういうのもいいんじゃねえの」

　今から借りに行けば、着付けなどをしても祭りが始まる前には神社へたどり着ける気がする。

　俺の提案に、沙優は少し逡しゆん巡じゆんする様子を見せたものの、照れたように口を一文字に結んで、こくりと頷いた。
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「まさかあんなに順番待ちになるとはな……」

「まあ、お祭りやる最寄り駅の、唯ゆい一いつの着付け屋さんだからああなるのはしょうがないかもねぇ」

　俺と沙優は駅前から目的の神社へと歩いて向かっているところだった。

　着付け屋は俺の想像をはるかに超こえる混こみ具合で、あの後すぐに家を出て、16時前には店に着いたというのに、沙優が着付けを終えて店を出た時には18時を過ぎていた。

　夏で日が延びているとはいえ、さすがに18時を回るとあたりはもう薄うす暗ぐらかった。

　隣の沙優が歩くたびにカラコロと音が鳴る。浴衣に合わせて、下げ駄たを履はいているのだ。

　俺はさっきから、沙優の方を見ることができない。

「お、もう始まってるっぽいな」

　進行方向に、ぼんやりと街灯の明るい場所が見えてくる。あそこが商店街のはずだ。祭り囃ばや子しのような音楽も聞こえてくる。

「ほんとにお祭りだぁ」

　隣の沙優がわくわくした声でそんなことを言うので、俺は失しつ笑しようしてしまう。

「浴衣まで着て何言ってんだよ」

「いや、なんか、今までふわふわしてたんだよね」

　沙優はへへ、と笑って言う。

「夏祭り行くぞ、ってなって、浴衣着るぞ、ってなって、お店で着付けしてもらってるときもさ。なんていうか、これからお祭りに行くんだなぁっていう実感あんまりなくて」

「なんだそれ。もうすぐ着くぞ」

「うん。ほんとにあそこでお祭りやってて、私たちはそこに行くんだねぇ」

　沙優は確かく認にんのようにそう言って、肩かたを揺ゆらした。沙優の方に視線をやっていないので分からないが、きっと顔にはあの「にへら」という笑えみが浮うかんでいるのではないかと思う。

　いよいよ明かりと祭り囃子が近づいてきて、少し先の角を曲がれば、もう商店街だった。なぜか二人とも無言になって、静かに、角を曲がって商店街に入る。

　急に辺りが明るくなって、そして騒さわがしくなったような感覚があった。

「わぁ……」

　隣の沙優が感かん嘆たんの声を漏もらすのが聞こえる。

　商店街は、この近辺にこれだけの人が住んでいたのかと驚くほどに、多くの人でごった返していた。

「はは……」

　沙優は口を開けたまま、少し歩調を速めて俺の前を歩いた。だんだんとそれが小走りになり、辺りを見回しながら、目をきらきらとさせている。その様子を見ていると、高校生になってから祭りに来ていなかったという話は本当だったのだろうなと思った。初めて遊園地に連れて来てもらった子供のような表情だ。

　辺りを見回していた沙優が、急に俺の方を振り返った。そして、屈くつ託たくのない笑顔を俺に向ける。

「すごいね！」

　そこでようやく、俺は沙優の浴衣姿を、正面からはっきりと見た。

　商店街の明かりの中で、オレンジ色の浴衣が映はえている。いつもは垂らしている髪かみの毛を今日は持ち上げて、バレッタか何かで留めていた。うっすらとした化け粧しようが、ライトに照らされてきらきらと輝いているように見える。

「あ、ああ……すごいな」

　俺は自然と沙優から視線を逸らしながら、返事をする。

「ね、吉田さん」

　気付くと、少し先を歩いていたはずの沙優が目の前にいた。そして、逸らした俺の視線に割り込むように、顔を覗き込んできた。

「浴衣、どう？」

　ついに訊かれてしまった、と思った。沙優が着付けを終えて店から出てきた時も、こうして商店街まで歩いてくる途と中ちゆうも、ずっと言げん及きゆうを避さけてきたことだった。

　正直に言って、驚くほど、似合っていたのだ。

　俺の中にある「浴衣を着た高校生」とはかけはなれた、大人な雰ふん囲い気きがそこにはあって、しかし、その中に確かに高校生らしい「若さ」が存在していた。華はなやかなオレンジ色が、沙優の元々の素材の良さをさらに引き立てていて、俺はずっと、どぎまぎとしてしまっていた。

「ねえ、さっきからこっち見てくれない」

　沙優が拗すねたようにそう言ったので、彼女の方へ視線を向ける。すると沙優は、袖そでを軽く持ち上げて見せてから、もう一度訊いた。

「どう？」

　じっと沙優を見つめると、辺りの照明がすべて彼女に向けて光っているような錯さつ覚かくに陥おちいった。景色が曖あい昧まいになって、沙優だけが視界の真ん中に映っている。

「綺き麗れいだ」

　気付くと、そう言っていた。

　沙優は口を半開きにして、きょとんとしている。俺も、数秒間、自分が何を言ったのか脳内で反はん芻すうした。

　そして、ほぼ同時に、顔を赤くする。

　俺は高校生相手に何を言っているのだろうか。無難に「可愛かわいい」とでも言っておけばよかったのだ。沙優も俺のこの感想は予想外だったようで、顔を真っ赤にしていた。しかし、すぐに視線を逸らしてしまった俺とは対照的に、彼女は俺の顔をじっと見たままだった。沙優の方を見なくても、彼女の視線が俺の頰ほおのあたりに刺ささっているのが分かる。

「それ……ってさ……」

　沙優が口を開く。そして、消え入りそうな声で、俺に訊いた。小さな声であったのに、何故なぜか、はっきりと俺の耳に届く。

「後ご藤とうさんよりも……綺麗……？」

「え？」

　驚おどろいて沙優の顔を見ると、彼女はゆでだこのように真っ赤な顔をしていた。

　なぜ、そこで後藤さんの名前が出て来るのか、と疑問に思うのと同時に、真横を通りかかった子供が大きな声を上げた。

「お母さん太たい鼓こ始まるって!!」

　後ろから歩いてきた母であろう女性も、「ほんと？　じゃあ急ごう！」と、小走りで子供について行った。

「……太鼓のイベントあるみたいだけど、見るか？」

　沙優にそう訊きくと、沙優の瞳ひとみが一いつ瞬しゆん揺ゆれて、そして、ゆっくりと閉じた。

　再び彼女の目が開いた時には、彼女は笑顔だった。

「うん、見たい！」

「じゃあ行くか。多分中央のちっちゃい広場だと思う」

「わかった。ついてく」

　俺は前に立っていた沙優を追い越こして、広場へ向かって歩き始める。

　少し、鼓動が速いと感じた。

　俺は沙優からの質問を、ぼやかしてしまった。目の前の沙優と、脳内に思い浮かべた後藤さんを比べて、どちらの方が、と口にするのは俺には難しかった。難しいというより、したくないという気持ちが、確実にあった。

　しかし、以前の俺なら、沙優のこんな質問には「後藤さんに決まってるだろ」と返していたのではないか、と思ってしまう。そう考えると、俺は自分に対して、焦あせりのようなものを感じた。

　俺は、沙優のことを「女子高生」という区分けではなく「女性」として見てしまっているのではないか？　と。

　今までは女子高生は女子高生として、等しく「自分よりずっと子供な存在」として考えていたはずだった。だが、沙優に対しては、もうそういう考えが持てなくなってきているように感じた。

「吉田さん、ま、待って」

　後ろから声がして、振ふり向くと、沙優と少し距きよ離りができてしまっていた。考え事をしながら歩いているうちに、歩調が速まっていたのかもしれない。

「悪い」

「人すごいねぇ」

　沙優は俺のことを責めずに、辺りを見回して、困ったように笑った。確かに、広場に近づくにつれて人がどんどんと増えてきて、まっすぐ歩くのも難しい。沙優は下駄を履いているし、彼女のペースに合わせて歩いた方がいいだろう。

　そんなことを考えていると、俺の右手首が急に温かくなった。沙優に摑つかまれたのだと気付く。

　驚いて沙優の方を見ると、彼女は少し頰を赤らめながら、視線を地面に落としていた。

「こ、これではぐれないよね……」

「……あ、ああ。そうだな」

　俺も妙みように照れくさくなり、左手で鼻はな頭がしらを搔かいた。

　ドドン、と広場から太鼓の音が響ひびいた。少し離はなれているというのに、ものすごい音量だ。

「始まっちゃったみたいだな」

「そうだね」

「行こう」

　沙優に手首を摑ませたまま、人ごみの中をかいくぐってゆく。

　いつもならうんざりするような人の多さだが、今はあまり気にならなかった。

　それよりも、顔が、ものすごく熱い。
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　男性二人が大きい和太鼓を、女性二人が小さい和太鼓を叩たたくショーイベントは大盛り上がりだった。

　腹に響くような太鼓の音はとても気持ちが良く、連続した打だ撃げき音が鳴るたびに、観衆は声を上げて喜んでいる。

　ショーを見ながら、俺はしみじみと、こんなに近くで毎年祭りをやっていたんだなぁと思った。思えば、毎年こんなふうに太鼓の音が聞こえてくる夜があって、そのたびに「祭りでもやっているのだろうか」と考えていた気がする。

　５年以上も同じ場所に住んでいたというのに、近所の祭りに一度も足を運ばなかったというところから考えても、やはり俺は本当に、私生活においては行動力のない人間だと思う。自分から何か刺し激げきを受けに行こう、という意欲がほとんどない。

　しかし、来てみれば面おも白しろいものだった。誰だれも彼もが浮うかれた様子で、一つの場所に集まり、一つの行事を楽しんでいる。学生を終えてからは味わうことのなかった体験だ。

　ちらりと横目で沙優を見ると、沙優も食い入るように太鼓の演奏を見ていた。

　沙優がいなければ、ここには来なかっただろう。

　本当に、彼女が来てから俺の私生活は一変した。飯は三食になり、休日に出かけることも少しだけ増えて、そして何より、会話が増えた。仕事をするだけだった俺の生活に、少し『人間味』が増したような気がした。

　もし、あの日沙優を拾うことがなければ、俺は相変わらず仕事場と家を往復するだけの人生だったのだろうか。後藤さんと付き合うことができれば生活も華はなやぐだろうと淡あわい期待を抱いだいていたが、今も結局、後藤さんとは付き合えていない。

　沙優と会っていなければ。

　そんなことを考えて、そして、気が付いた。

　太鼓の音がどんどんと、激しくなってゆく。演奏のラストが近づいているのだろう。観客も興奮した様子で声を上げているが、俺はその中で、一人だけ取り残されているような気持ちになった。

　沙優と会っていなければ。

　想像して、すぐに、気付く。

　もう、そんなことは想像ができないのだということに。

　沙優のいない生活を、俺はもう思い浮かべられない。生活の随ずい所しよに、彼女の存在は潜もぐり込んでいた。

　自分の生活の中から無理やり沙優の存在を削さく除じよして想像してみると、ゾッとした。

　そこにいる俺は、あまりにも『独り』だった。

「……しださん。…………ね」

「え、なんだ？」

　激しい太たい鼓この音の合間に、沙優の声が聞こえた気がして、隣となりを見る。そして、心臓が跳はねた。

　沙優が、いなくなっている。

「え？」

　辺りをきょろきょろと見回すが、俺は一人で知らない人間に取り囲まれていて、その中に沙優の姿を確かく認にんすることはできない。

「沙優？」

　俺は慌あわてて、広場の人ごみをかき分け、そこから出た。広場に人が集まっていることで少し閑かん散さんとしている商店街の通路に出て、もう一度辺りを見回すが、やはり沙優の姿は見えない。遠目からでも、あの色の浴衣ゆかたは目につくはずだ。

　ドドン！　とひときわ大きな太鼓の音が聞こえ、広場から拍はく手しゆが起こった。太鼓のショーが終わったのだろう。広場に集まっていた人々が、ばらばらと商店街の通路に流れ始めた。タイミングが悪い。

　こちらに向かって歩いてくる人の合間を縫ぬいながら、沙優を探すが、なかなか見つからなかった。

　急に、どこに行ってしまったというのか。ショーの途と中ちゆうで沙優に視線をやってから、彼女がいないことに気が付くまでに、そこまで長い間まはあいていなかったはずだ。あの短時間でそんなに遠くまで歩いてゆくことはできないだろう。……誰かに連れていかれた、というわけでなければ。

　そこまで考えて、背筋がゾッとする。随ずい分ぶん前に一度沙優が家を無断で空にした時も同じようなことを考えたのを思い出す。あの時は誘ゆう拐かいなどではなかった上に、結局探し出すことができたから良かったものの、今回もそうとは限らない。

　早足で人ごみをかき分けて進んだ。視線は常に動かして、沙優の姿を探す。ふと、オレンジの浴衣が目に留まった。バレッタで留めた長い髪かみ。少し茶色がかった黒髪。

「沙優！」

　反射的に俺は声をかけて、後ろから肩かたを摑んだ。

「え？」

　しかし、振ふり向いた女性は、沙優ではなかった。目を丸くして、俺を見ている。よく見ると、浴衣の柄がらもだいぶ沙優の着ていたものとは違ちがうようだった。

「あ……すみません、人違いです」

　俺は慌てて女性の肩から手を離した。女性は苦く笑しようを浮かべて、人ごみの中に紛まぎれていく。

　ため息をついて、俺はもう一度歩き始めた。ひとまず、この人ごみから外に出たほうが良さそうだ。

　そうして人の少ない方へ、少ない方へと歩いて行ったが、やはり沙優は見つからない。普ふ段だんから運動をするほうではないから、だんだんと息も上がってくる。

「あ、吉田さん！　探したよ」

　真後ろから声がして、振り返ると、沙優が立っていた。俺は一いつ瞬しゆんぽかんとした後に、気がつけば声を上げていた。

「お前、どこ行ってたんだよ!!」

「えっ？　いや、トイレ行ってくるって言ったじゃん」

「……トイレ？」

　沙優は困こん惑わくした様子で俺を見ていた。

「え、というかどうしたのそんなに息切らして」

「……そうか、トイレか」

　太鼓の演奏中に沙優に声をかけられたような気がしたのは、きっと気のせいではなかったのだろう。おそらく「トイレに行ってくるね」とでも言っていたのだ。そして、俺が振り向くのとは逆の方向に歩いていったのだろう。

　盛大に、ため息が漏もれた。

「も、もしかして探してくれてた……？」

「……ああ」

「ご、ごめん。むしろ私の方が『吉田さんどっか行っちゃった』って思ってた。お互たがい探し回ってすれ違っちゃったね」

　沙優が歩み寄って来て、俺の顔を覗のぞき込んだ。

「だ、大だい丈じよう夫ぶ？」

「大丈夫だよ」

「いやでも、息上がってるし」

「大丈夫だっつってんだろ。老人じゃあるまいし」

　俺は彼女の視線から逃のがれるように、顔を逸そらした。その様子を見て、沙優はくすりと笑った。

「なんか、吉田さん、私がいなくなると必ず探してくれるよね」

　沙優はそう言って、俺の隣に並んで、肘ひじをぐいと押し付けてくる。

「ユズハさんと話してたら、公園にぜぇぜぇ言いながら走ってきた吉田さん、未いまだに覚えてるよ」

「……うるせぇな」

　俺もちょうどさっき、それを思い出していたところだ。

　沙優は改めて俺の顔を覗き込んだ。そして、いたずらっぽく笑う。

「吉田さん、私がいなくなったらそんなに焦あせっちゃうんだ？」

　その言葉に、俺はドキリとした。

　そうだ、これほど明確な言語化はないと思った。

　沙優が目の前から消えて、もしかして誘拐されたのでは、と考えた。しかし、俺が恐おそれていたのは本当に沙優が「誘拐されて危ない目に遭あう」ことだろうか。本当に恐れていたのは、「沙優が俺の前からいなくなる」ことではないのか。

「……そうだな」

　そんなことを考えていたら、自然と返事が口から出ていた。

「お前がいなくなって……めちゃくちゃ焦った」

　沙優の目を見てそう言うと、彼女の瞳ひとみが動どう揺ようしたように揺ゆれた。そして、すっと顔を伏ふせる。

「そ、そっか……ごめん」

　沙優は小さな声でそう言ってから、おずおずと、俺の手首を摑つかんだ。

「も、もう……どこにも行かないから」

　ぎゅっと、彼女が俺の手首を握にぎる力が強まったのを感じて、俺は何を思ったか、反射的に口を開いていた。

「なあ……お前、本当に帰るのか？」

「……え？」

　俺の問いに、沙優は目を大きく開いて、困惑した様子を見せた。

　そして、彼女以上に、俺が困惑していた。

「あ、いや……」

　何故なぜ俺はそんなことを口にしたのか。自分でも分からなかった。

　沙優が家に帰る。その決意をするための猶ゆう予よ期間を俺が用意してやるという関係だったはずだ。ようやく沙優が、自分自身で「覚かく悟ごを決める」というようなことを俺に宣言してくれたというのに、そんな彼女に俺はとんでもない質問を投げかけてしまった。

「なんでもない……忘れてくれ」

「え、う、うん……」

　沙優は曖あい昧まいに頷うなずいて、そして沈ちん黙もくした。俺もつられて、何も言えなくなってしまう。

「あ、あー……」

　沈黙に耐たえ切れず、俺は商店街の方に目をやった。

「なんかいろいろ食い物も売ってるし、どうせだから見て行こうぜ」

　俺がそう言うと、沙優もはっとしたように商店街の方を見て、何度も首を縦に振った。

「好きなもん買ってやるよ」

「あ、ありがと」

　二人で並んで歩きながら、出店を見て回る。焼きそばやフランクフルト、たこ焼きに、チョコバナナ。いかにも夏祭りといったラインナップが並んでいる。

「あ」

　たくさん出店がある中で、沙優が足を止めたのは綿わた菓が子しの出店だった。

　気のよさそうなおじさんが、ドーナツ形の綿菓子機にザラメを入れている。子供から笑え顔がおで代金を受け取って、割りばしに器用に綿を巻き付けていった。

「わたあめ……」

　沙優が呟つぶやいた。

「食べたいのか？」

「うん。ずっと興味あったんだ。小さい頃ころに行ったお祭りでも、買ってもらえなくってさ。あの時のことすごい覚えてるなぁ」

　昔を思い出すように、沙優の目が細まる。

「じゃあ、買うか」

　俺が言うと、沙優がいそいそときんちゃく袋ぶくろを開けるので、俺はそれを制止した。

「買ってやるって言ったろ」

「で、でもこれくらい自分で買えるよ？」

　そういう問題ではなくて、これくらいのものは買ってやりたいと俺が思っているのだ。

　と、考えた時に。ああ……と合が点てんがいった。

　神田先せん輩ぱいと三島が言っていたのは、これか。なるほど、もどかしい気持ちになるわけだ。

「いいんだよ」

　おじさんから綿菓子を受け取った子供が嬉き々きとして走って行くのを横目に、言う。

「俺が買ってやりたいんだ」

　素す直なおな気持ちを口にして、綿菓子屋のおじさんの前に立つ。

「一つください」

「はい。１００円ね」

　言われて、俺は財さい布ふから１００円を取り出して、おじさんに渡わたす。

　少し離はなれた場所からぼーっとした様子で俺を見ていた沙優を、手招きして呼ぶ。

「ほら、作ってくれるところ近くで見なくていいのか」

「あっ……見る」

　沙優ははっとして、小走りで綿菓子機に近寄った。

　おじさんがくるくると割りばしを回して、それに砂糖の綿がどんどんと絡からみついて行くさまは見ていて面おも白しろかった。

「ねえ」

　声をかけられて、視線だけ沙優の方に向けると、彼女は綿菓子機の方を見たまま、呟くように言った。

「なんで、さっきあんなこと訊きいたの」

　流れたと思っていた話題を蒸むし返されて、俺は胃をぎゅっと摑まれたような気分になる。

　俺が何も答えられずに黙だまっていると、沙優はこちらを見ないまま続けて言った。

「吉田さんは、私に帰ってほしくないの？」

　繰くり返された問いに、俺はやはり返事ができない。沙優の口調は、俺を責めるようなものではなかった。むしろ、俺の口から俺の気持ちを聞きたがっているように感じられて、それがものすごく俺にとっては難なん儀ぎに思えた。俺自身も、俺の気持ちを明確に把は握あくできていないのだから。

　沙優がじっと見つめている綿菓子機の方に俺も視線を戻もどす。

　最初は見えていた割りばしが、どんどんと綿にまみれて、見えなくなってゆく。内側から順に巻き付いていって大きくなっているはずなのだが、俺の目には、綿が勝手にふくらみ、成長していくように映っていた。一番はじめに割りばしに巻き付いた綿は、今はもう大きな綿の一部となって、その形すら分からない。

「いや……帰るべきだ」

　俺はぽつりと、そう答えた。

「……うん、そうだよね」

　少しの間をあけて、隣となりの沙優も頷いた。

　答えになってないよ、と彼女は言わなかった。

「はい、できた」

　おじさんが、サッカーボールほどの大きさの綿菓子を沙優の方にずいと差し出した。

「うわぁ、でっかい……ありがとうございます」

　沙優は感激したように口を開けて、そしておじさんから綿菓子を受け取った。

「すごい、本物のわたあめだよ」

　沙優はにこにこと笑って、俺に綿菓子を見せてくる。その様子はやはり歳とし相応で、可愛かわいらしかった。

「良かったな」

「うん！　吉田さんありがと」

　沙優は心底嬉うれしそうに礼を言ってくる。俺は少し照れくさくなり、無言で鼻はな頭がしらを搔かいた。

　綿を小さく手で千切ってから、沙優は「うわ」と声を漏らした。

「触さわるとめっちゃべたべたしてる」

「そりゃそうだろ、砂糖なんだから」

　俺が苦く笑しようしてそう返すと、「それもそっか」と言って、沙優は千切った綿を口に入れた。そして目を見開く。

「すごい、一いつ瞬しゆんで溶とけちゃった」

「はは、砂糖だからな」

　反応がいちいち新しん鮮せんで、俺は可笑おかしくなってしまう。俺に笑われて、沙優は唇くちびるを尖とがらせた。

「笑わないでよ。初めて食べたんだからさ……」

「悪い悪い」

　沙優はすんと鼻を鳴らして、また綿を千切る。

「わたあめが実はべたべたしてるのも、口に入れたらすぐ溶けちゃうのも」

　沙優は綿菓子を口に含ふくんで溶かした後に、口ずさむように言った。

「吉田さんと出会わなかったら、きっと知らなかったなぁ……」

　俺だって、お前がいなければ夏祭りに来ることもなかった。と、口にするよりも先に、沙優がぱっとこちらを振ふり向いて、綿菓子を小さく千切った。

「吉田さんも、はい、あーん」

「え？」

「あーん」

　有う無むを言わせず、綿を持った沙優の手が俺の口に向かって伸のびてきた。一瞬抵てい抗こうを感じたが、拒こばむこともできずに、俺は口を開けた。綿菓子を俺の口に押し込んだ際に、沙優の指が少し俺の唇に触ふれる。

　手を引っ込めて、沙優がにこりと笑った。

「わたあめ、甘くて美味おいしいね」

　舌の上で、綿菓子がじわりと溶けた。

「ああ……」

　驚おどろくほど、甘かった。

「めちゃくちゃ、甘い」

　俺が言うと、沙優は可笑しそうにくすくすと笑って、下げ駄たをかつん、と鳴らした。

　俺と沙優の初めての夏祭りは、ゆっくりとした時間の流れを俺たちに感じさせながらも、あっという間に終わった。
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　夏祭りの翌日、俺と沙さ優ゆは〝ぐったり〟していた。

　大げさな表現ではなく、本当に二人揃そろって、居間で寝ね転ころがって過ごしていた。

「あー……」

　布ふ団とんを敷しきっぱなしでその上に転がっていた沙優がうめき声を上げる。

「足イッタイ……」

　本日何度めか分からないその台詞せりふに俺は乾かわいた笑いを漏もらした。

「だからそんなに痛いなら、塗ぬり薬なり湿しつ布ぷなり買って来ればいいだろって」

「……動きたくない」

　これもすでに何回か行われた会話だった。

　沙優は慣れない下駄で長時間歩き回ったせいで鼻はな緒お擦ずれができ、さらにふくらはぎの筋が痛んでいるのだという。

　普ふ段だんであれば、「しょうがない、俺が買ってきてやるよ」とでも言っていたかもしれないが、今日ばかりは俺も疲つかれきっていて、動く気になれなかった。

　そもそものところ俺は人ごみが苦手なのだ。人の多い都心駅などに行くだけでも、どっと疲ひ労ろうするタイプだ。だというのに、昨日はその都心駅に匹ひつ敵てきする、いや、場所によってはそれよりも密度の濃こい人ごみのできている『お祭り』というイベントに足を踏ふみ入れてしまった。

　翌日になっても身体からだも頭もだるいと感じるあたり、相当な疲労を溜ため込んだようだった。

「私より大はしゃぎしてたＪＫたちも、今日は靴擦れに苦しんでるのかな」

「どうだろうなぁ……毎年祭りに行ってるやつらは下駄で歩くのも上手うまかったりするんじゃねぇの」

「熟練者たちだったか……そりゃ勝てないわぁ」

　ごろごろと床ゆかを転がりながら、沙優が唇を尖らせている。

　今まで見てきた中で最も分かりやすく疲労感を漂ただよわせている沙優を横目に、俺は眉まゆを寄せた。

　差し当たっての問題は、夕飯をどうするか、だ。朝飯は、二人とも起き床しようしたのがもはや〝昼食〟の時間だったため、食べなかった。そして昼食は、炊すい飯はん器の中に残っていた米を、冷蔵庫の中の作り置きをおかずにして食べた。しかし、昼食の時点で作り置きはすべて消費してしまったので、夕飯にできるものはもう残っていなかった。

　ここまで露ろ骨こつに疲れている沙優をキッチンに立たせて、夕飯を作らせるのもどうも居い心地ごこちが悪い。夕飯は出前でも取るかなぁ、と思ったのとほぼ同時に、俺のスマートフォンが振しん動どうした。

「あ？」

　思わず、不ふ機き嫌げんな声が漏れる。土日に俺に個人的に連れん絡らくを寄よ越こしてくる人間など、ほとんどいない。そうなると必然的に、スマートフォンを揺ゆらすのは不必要なメルマガか、迷めい惑わくメールか、メッセージアプリの広告アカウントからのメッセージだ。どれも、確かく認にんして削さく除じよするのが面めん倒どうなだけの代しろ物もので、こういった理由でスマートフォンが振動すると若じやつ干かん気分が悪くなる。

　しかし、何か重要な連絡だったりした場合は確認しないと問題なので、一応スマートフォンを手に取って、画面を覗のぞく。

　すると、メッセージの送り主は思わぬ人物だった。

「……なんだ？」

　画面をタップして、メッセージを開く。

『吉よし田だ、突とつ然ぜんごめんよ』

　という文章から始まる、長文メッセージを送ってきたのは、神かん田だ先せん輩ぱいだった。白シャツ男子の後ろ姿のアイコンがやけに主張してくる。

　読み進めていくと、どうやら神田先輩は会社に忘れ物をしたのだという。

　通常、土日祝は会社自体が閉まっているので、もし用がある場合社員カードを持ってビルの守衛のところへ行き、ＩＤ登録をして社内に入る。ビル内のセキュリティは比ひ較かく的細かく設定されており、ほとんどのドアに社員カードをかざさないと通れないロックがかかっているのだ。

　しかし、この支社に異動してきたばかりの神田先輩はまだ社員カードを発行してもらえておらず、来客用のＩＤカードを当日借りて当日返すという形で対応していたのだという。

　つまり、彼女には休日に会社に入る術すべがないのだ。そういったわけで、唯ゆい一いつ個人的に連絡先を交こう換かんしていた俺に助けを求めてきたわけだ。

　助けてあげたい気持ちがないわけではないが、やはり身体が重い。緊きん急きゆう性がないのであれば正直家を出たくなかった。

『事情は分かりましたけど、明日あした出勤したときに取りに行くんじゃだめなんですか』

　と返信して、ベッドの上にぽんとスマートフォンを放ほうると、数秒経たたないうちにまた振動が伝わってきた。

「速はえぇよ」

　呟つぶやきながらスマートフォンをまた摑つかむ。

『財さい布ふ忘れたんだよね』

　と書いてあって、愕がく然ぜんとした。

『いや、財布忘れて今日まで気付かなかったんですか。昨日言ってくるならまだしも』

　俺の返信からまた数秒後に、新しいメッセージが送られてくる。

『昨日は一日中寝てたから財布使う用事がなくってさ』

　さいですか。

　呆あきれながらも、思えば昨日の自分も、夕方に思い立って夏祭りに行かなければ同じようなものだった。

『どうしてもですか』

　と送る。

『食べるものがない』

　と返ってくる。そして俺が返信するよりも先に、『というかどんだけ家出たくないの』と付け加えられた。

　ものを頼たのむ側の口ぶりではない気がするが、まあ確かに、困っている人を相手にしているにしては俺の渋しぶり方も異常なものがあるとは言える。それほど、疲れているということなのだが、神田先輩は当然それを知らない。

「はぁ……」

　ため息をついて、ベッドから身体を起こした。

　まったく気が進まないが、さすがに食べるものがないとまで言われてしまえば、行くほかない。

『１時間後に会社前で待ち合わせましょう』

　と送って、スマートフォンをベッドに放る。

「悪い。ちょっと出てくる」

　俺が言うと、沙優が驚いたように首をもたげて、俺を見た。

「え、どしたの。さっきまで一歩も動きたくないみたいな空気出してたのに」

「呼ばれたんだよ。会社行ってくる」

「休日にお仕事って基本的にないんじゃなかったっけ」

「仕事じゃなくて野や暮ぼ用だよ。忘れ物した社員の付き添そいだ」

　俺が答えると、沙優があからさまに眉を寄せた。

「それって吉田さんが行かないとだめなの？」

「ほんと、そう思うよなぁ」

　俺もそう思う。やっぱり連絡先なんて交換するべきじゃなかった。

「でも俺以外行けるやついないみたいなんだよな」

　そう言いながら、顎あごを触さわる。分かってはいたことだが、じょり、と音がした。またもやため息が漏れる。

　どうして休日に髭ひげを剃そらないといけないんだ、と思いながら洗面所に向かう。そして電動髭剃りを手に取ったところで、いや待てよ、と思った。急に仕事でもないのに呼び出されたのだ。別に髭くらい剃らずに行ったところで、誰だれに怒おこられるわけでもあるまい。

　髭剃りを一度元の位置に置きなおして、数秒黙だまってそれを見つめる。

　いや、やっぱり剃ろう。

　髭剃りのスイッチを入れて、顎に当てる。髭剃り自体の駆く動どう音と、刃はが髭に当たりジジジと鳴る音が合わさって、洗面所の壁かべに反はん響きようする。初めて電動髭剃りを使用した時は思った以上のうるささに驚いたが、今ではもう慣れたものだ。

　沙優に「髭が似合っていない」と指し摘てきされてから、毎日髭を剃って出勤するようになり、一度習慣になってしまうと、むしろそうしない方が落ち着かなくなる。

　仕事ではないのだから、別に剃る必要はないと思ったものの、いざ髭を生やしたまま神田先輩と会うことを想像すると、妙みように落ち着かなかったのだ。仕事でもない日にわざわざ髭を剃るのは癪しやくだったが、じゃあ、剃って何か困ることがあるのかと訊きかれれば、そんなこともない。

　髭を剃り終えて、俺はクローゼットから服を引っ張りだす。休日の会社にはスーツで行く必要はないのだが、だからといって半はん袖そでＴシャツに短パンで会社に行くというのも落ち着かないので、ジーンズに、縦ストライプのポロシャツという、いわゆるビジネスカジュアルに見えなくもない服装を選せん択たくする。

　着き替がえを終えて、財布と定期をいつものビジネスバッグから引っ張り出していると、沙優がもそもそと動いて、こちらに視線を寄よ越こした。

「結構時間かかる？」

「いや、忘れ物取るだけだから、大して時間かかんねぇと思うぞ」

「そっか。気を付けてね」

　沙優はそれだけ言って、持ち上げていた首をぱたりと床に倒たおした。その様子に、つい失しつ笑しようしてしまう。本当に、ここまで疲れている様子を隠かくしもしない沙優は初めて見たかもしれない。

「じゃあ行ってくる」

「いってらっしゃーい」

　沙優の気の抜ぬけた返事に苦笑しながら、俺は玄げん関かんのドアを開け、外に出る。

　やはり身体はだるく、家から一歩踏み出すのも億おつ劫くうな気持ちだった。

　さっさと済ませて、帰ってこよう。嚙かみ締しめるように、そう思った。
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「ど───せ神田先輩とやらでしょ───……」

　家に誰もいないのをいいことに、私はごろごろと寝ね転ころがったまま思ったことをそのまま口に出していく。

「仕事でもないのに髭なんて剃っちゃってまあ。めちゃくちゃめんどくさそうな空気ガンガン出してたけど、内心はどう思ってるやら」

　若干もやもやとする気持ちをすべて言葉に出してゆくと、少し胸がスッとした。

「大して時間かかんねぇとか言ってたけど絶対そんなことないでしょ。どうせ一いつ緒しよに夕飯食べて帰ってくるんでしょ[image: ～][image: ～][image: ～]！」

　ごろんと転がり、あおむけになって、少し大き目の声でそう言ってから、私はため息をついた。

「なーにやってんだ私は……」

　自分の子供っぽい行動に、呆れてしまう。

　昨日から、私はどこかおかしい。普ふ段だんなら言わないようなことを言い、普段なら訊たずねないようなことを吉田さんに訊ねていた。




「綺き麗れいだ」




　吉田さんが、ぼんやりとした表情で発したあの言葉が脳内で再生されて、私はぶんぶんと頭を振ふった。

　彼は後ご藤とうさんのことをずっと好きだったのだ。そして、今もそうだ。そして、後藤さんも吉田さんのことを好きなのだという。その間に誰かの入る隙すきなどあるはずがない。

　変なことを考えたせいで、足の痛みから意識が逸それて、ごろごろとしていた私はあっさりと身体からだを起こした。

　そして、身体を起こしたのと同時に、鈍にぶっていた思考能力もだんだんと正常に戻もどってゆくような感覚があった。

「まあ、吉田さんが夕飯を家で食べるかどうかは保留するとしても」

　立ち上がって、冷蔵庫の中身を確かく認にんしにゆく。とはいっても、見なくとも大体の内容は覚えているのだけれど。

「うん、やっぱり何もないな」

　冷蔵庫の扉とびらを開けて中を確認すると、ごはんのおかずにできるようなものも、おかずを作る素材になりそうなものも一いつ切さい入っていなかった。缶かんビールが数本と、保冷が必要な調味料などが入っているだけ。

「これじゃあ夕飯は作れないな……」

　冷蔵庫を閉じて、ううん、と呻うなる。

　吉田さんが夕飯を外で食べて来ることになったとすれば、まあ私は夕飯を食べなくてもきっとなんとかなるのでいいとして。もしそうしたとしても、明日の朝ごはんも何もない。明日は吉田さんも出勤する日なので、朝ごはんもお弁当もしっかり作らねばならない。

　吉田さんに帰りに買い物を頼むという考えも一いつ瞬しゆん浮うかんだけれど、わざわざ休日に仕事でもないのに出かける羽目になった人に、帰り道にそれなりに重くなりそうな買い物を任せるのもどうかと思った。

「どのみち、買い物が必要かぁ……」

　痛む足を見下ろして、唇くちびるを尖とがらせる。

「はしゃぎすぎたなぁ……」

　そう独り言ごちて、私は部屋着を脱ぬいだ。下着姿になってから、そうだ先に連れん絡らくせねばと吉田さんにメッセージを送るべくスマートフォンを手に取った。

『食材の買い物しないと何も作れそうにないから、私も家出るね。多分吉田さんよりは早く帰ってくると思うけど、念のため連絡しておきます』

　手早く文章を打って、送信する。吉田さんはもう電車に乗っているのか、すぐにメッセージを受信した振しん動どうに気が付いたようで、即そく座ざに私のメッセージの横に『既き読どく』の文字が表示された。

　そして、数秒後に、『了りよう解かい、ありがとう』と返ってくる。それを確認して、私はスマートフォンをテーブルの上に置いた。

　クローゼットを開けて、隅すみに置かれている、私専用の服を引っ張り出した。

　七分丈たけのスキニージーンズに、薄うすい素材の白いチュニック。ブラジャーが透すけてしまわないように上半身には白い肌はだ着ぎを着てから、チュニックをずぼっとかぶるように着た。

　肌着以外の衣服は、すべて吉田さんが買い足してくれた。季節が変わるたびに、私が言い出すよりも先に「必要じゃないのか」と訊きいてくれる吉田さんに、申し訳ない気持ちになる反面、それと同じくらい感謝している。

　吉田さんとの生活について思い返すたびに、この前コンビニにやってきた兄さんのことを思い出す。そして、ぎゅっと胃が痛むのだ。

　私は吉田さんから本当にいろいろなものをもらって、いろいろなことを教えてもらった。その恩に対して、私はどれだけ報むくいることができているだろうか。

　できる限りの恩返しをしたいと思っているけれど、兄さんの出現で思い知ってしまった。

　私と吉田さんにはもう、あまり時間がない。

　あとどれだけ一緒にいられるか分からない今、できることはなんだってやろうと思った。

「ひとまずは」

　呟つぶやいて、テーブルの上に置いていたスマートフォンをジーンズのポケットにしまう。

「美味おいしいごはん！」

　最初に吉田さんに要求された「家事をこなす」という仕事から、しっかりとやっていかなければ。

　先ほどまでの足の痛みもあまり気にならなくなり、私は自分でも不自然に感じるほどに意気込んで、玄関を出た。







[image: 12話　目的]







「いやぁ、助かった助かった。ほんとありがとね」

　あっけらかんと、神かん田だ先せん輩ぱいが言った。俺は苦笑を浮うかべて頷うなずく。

「いえ、まあ社員カードないんじゃしょうがないですよね」

「ほんとだよ。先週の間に作ってくれるって話だったのにさぁ」

　神田先輩は唇をつんと尖らせて、むくれた表情を作って見せた。

「まあ財さい布ふ忘れたのは完全にあたしが悪いんだけどね」

「財布忘れてその日のうちに気が付かないっていうのもなかなかですよ」

「定期と財布を分けてる弊へい害がいってやつだ」

　神田先輩は他人ひと事ごとのように言って、うん、と伸のびをした。俺はその様子を横目に見てから、片手を上げる。

「それじゃ、俺はこれで」

　さっさと帰って横になりたい。沙さ優ゆが食材の買い物に出ているはずだし、飯の心配もなくなった。しかし、俺が家を出る前はかなりだるそうにしていた沙優だ。買い物に出るのは気力が要いったことだろう。どうせ飯の材料以外には何も買って帰っていないだろうから、甘いものでも買って行ってやるか。

　などと考えて歩き始めると、シャツの襟えり首くびをぐいと後ろから摑つかまれた。「ウッ」という呻うめきが漏もれた。

「ちょいちょいちょい」

　慌あわてて振り返ると、神田先輩が眉まゆを寄せて俺を見ていた。

「なんすか」

「え、帰んの？」

「帰りますよ。他ほかに用事もないですし」

「いやいや、ご飯くらい奢おごらせてよ」

「ええ……」

　文脈的に「お礼に奢らせて」という意味なのだろうが、俺に感謝してるならむしろこのまま帰らせてほしい。

　俺の顔を見て、神田先輩は一瞬訝いぶかしげな表情をした後に、ぷっと噴ふき出した。

「あはは、ご飯誘さそって、しかも奢るって言ってるのにそんなに嫌いやそうな顔するやつ初めて見た」

　神田先輩はくすくすと笑って、俺の腋わきを小こ突づいた。

「いいじゃん、付き合ってよ。あたしを休日に後こう輩はい呼び立ててお礼もせずに帰す女にしたいわけ」

「はぁ……要はお礼ってのは建前ってことですよね」

「お、分かるようになったねぇ」

　開き直りやがった。

　つまるところ、わざわざ家を出てきたのだから飯も食って帰ってしまおうという魂こん胆たんなのではなかろうか。ついでに俺に対してできてしまう『借り』も清算したという形にすることができる。神田先輩はどうも直感的な行動が多いように見せかけつつも、実は打算的なのではないかと思う節もあり、判断が難しい。

　どのみち、このまま問答していても埒らちが明かない予感がするので、俺も観念する。

「分かりましたよ。それじゃあお言葉に甘えて」

　俺の返答に、神田先輩は満足げに頷いて、歩き始めた。

　それを横目に、さりげなくスマートフォンを取り出して沙優にメッセージを打った。せっかく買い物に出てくれたのに申し訳ないと思いつつ、沙優なら分かってくれるだろうという謎なぞの信しん頼らい感かんもあった。

「何食べたい？」

「いや特には。先輩が食べたいものでいいですよ」

「お礼って言ってるんだから吉よし田だの食べたいものじゃないとダメでしょ」

「それ建前じゃなかったんですか……」

「失礼だな。お礼したい気持ちだってちゃんとあるよ」

　先輩は唇をつんと尖らせた。

「それに……最後まで貫かん徹てつしない建前なんてものは、建前ですらなくて、ただのはったりって言うんだよ」

　彼女が少し小声で付け加えたその言葉は、さきほどまでの冗じよう談だんめかした口調とは少し異なっていた。違い和わ感かんを覚えて彼女の横顔を見たが、表情は読み取れない。

「で、どこ行く？」

　俺の視線に気づいてか、先輩は俺の方に顔を向けて、にこりと微笑ほほえんだ。

「やっぱりこういう時は肉？」

「肉いいですね。やっぱり焼き肉とかは炭火で焼ける外食の方が美味うまいし」

「よし、決まり。このへんに焼き肉屋あるかなぁ」

「あ、よく行くところありますよ」

　俺が言うと、神田先輩はにやりといたずらっぽく笑ってから首を傾かしげた。

「誰だれとぉ？」

「だ、誰だっていいでしょ」

　後ご藤とうさんと、とは言い出しづらい。半ば分かっているくせに訊きいてくるあたり、性格が悪いと思う。

「じゃあそこ行こうか」

「その店なら逆方向ですよ」

　あらぬ方向に歩き出そうとする先輩を止めて、俺が先導して歩き始める。

　ポケットの中のスマートフォンが揺ゆれた気がしたので取り出すと、沙優から返信が来ていた。

『どうぞごゆっくり～（怒）』

　内容を見て、苦く笑しようが漏れた。

　そりゃ、怒おこるよなぁ。食べ終わったら、なるべく早く帰ろう。

「吉田」

　後ろから声をかけられて、ポケットにスマートフォンをしまいながら振ふり返ると、神田先輩が俺をじっと見ていた。

　先輩からの言葉を待っていたが、彼女は俺の目をじっと見たまま何も言わない。

「え、呼びましたよね？」

　俺が訊くと、神田先輩ははっとしたように口を開いて、少しの間ぱくぱくとした後に、ようやく言葉を発した。

「その焼き肉屋って、ここからどれくらいの距きよ離りなの」

「え、ああ……」

　随ずい分ぶんと間があった割りには、大したことのない質問だったので拍ひよう子し抜ぬけしてしまう。

「すぐですよ。あと５分もかからないくらい」

「そっか」

　俺の返事を聞いて、神田先輩はどこか曖あい昧まいな表情で頷いた。そして少し足を速めて、俺の横に並んでくる。

「じゃあ、さっさと行こう」

「急がなくてもすぐ着きますって」

「それと」

　先輩は俺の言葉を無視して、少しむすっとした様子で言った。

「あたしと二人でいるときに、あたし以外と話してにやにやするなよ」

「え」

　俺が間ま抜ぬけな声を上げると、神田先輩は顔を上げて、今度は明確に俺を睨にらんだ。

「こっちは吉田との時間を焼き肉代で買ってるんだから。吉田もあたしに時間使ってくれなきゃずるいだろ」

「す、すみません……」

　あまりに先輩が不ふ機き嫌げんを隠かくしもしないので、俺は反射的に謝ってしまう。

　おそらく、俺が沙優からのメッセージに気を取られていたのが気に食わなかったのだろう。確かに、二人でいるときにあからさまに他のことに気を取られるのはマナー違い反はんだったかもしれない。

　若じやつ干かん反省しながらも、自分からその後の会話をつなぐこともできず、俺と先輩は店に着くまで無言だった。




　　　　＊




「それもう食べられるよ。あ、これも……もういけるね」

「あ、どうも」

　神田先輩がトングで指した肉を、テーブルにはめ込まれた七輪から、箸はしでひょいとつまんで自分の小皿に取った。

　先輩はうきうきとした様子で、また新しい生肉を七輪の上に並べていく。

　ハラミにたれをつけて口に運ぶ。嚙かむとじわりと肉にく汁じゆうが口の中に溢あふれて、瞬しゆん時じに幸福を感じた。やはり肉は美味い。疲つかれているから早く帰りたいという思いはあったものの、美味いものを食べるのは疲れている状態であっても、いや、疲れているからこそ余計に幸せだった。

「先輩も食べてくださいよ」

　トングを二つ独どく占せんして肉を焼いてばかりいる先輩に声をかける。後藤さんを含ふくめ、上司と焼き肉に行くときは俺が肉を焼く係に回っているので、その仕事を取られると手持ち無ぶ沙さ汰たに感じてしまう上に、どうも先輩に肉を焼かせるのは気が引ける。

「それに両手でトング持ったってしょうがないでしょう」

　先輩の両手には、右と左に一つずつ肉を焼く用のトングが握にぎられている。その姿からは「肉を焼くぞ！」という気き迫はくが漂ただよっていて大変結構なのだが、そもそも利きき手でない方で肉を摑むのは至難の業わざだ。

「利き手だけで十分でしょ。それ一人で使うために２本あるわけじゃないんですから」

　手を差し出して、片方のトングを要求すると、先せん輩ぱいは首を横に振った。

「二刀流かっこいいじゃん」

「いや、左手の方、肉全然摑めてないじゃないですか」

「そんなことないもん」

　神田先輩が左手のトングで肉を裏返そうとするが、やはりぷるぷると震ふるえている。10秒弱、悪あく戦せん苦く闘とうしたのちに、ようやく１枚のカルビ肉をひっくり返した。そして、明らかに「どうだ」という顔でこちらを見てくる。

「いや、普ふ通つうに利き手で返せば１秒でしょ」

「右手で１秒で返して、左手で５秒で返せば、５秒間に６枚返せるでしょ！」

「俺に片方くれれば５秒間で10枚返せるんですよ」

「吉田は細かいんだよね、昔から」

　神田先輩は露ろ骨こつにため息をついて、左手に持っていたトングを俺の前に置いた。そして、ようやく右手のトングも置いて、七輪から肉を箸で摑み、たれをつけ、口に運んだ。

　もぐもぐとゆっくり咀そ嚼しやくし、飲み込んだ後に、神田先輩は少し目を伏ふせて、小さな声で言った。

「でも……やっぱ、変わったね」

「え？」

　神田先輩は顔を上げて、じっと俺を見る。そして柔やわらかく微笑んだ。

「昔に比べてさ、なんというか……かっちりした」

「かっちり？」

「うん、かっちり。前はさ、特に理由もなく、ただひたすらにまっすぐ生きてるだけって感じだったけど……今は、なんというか、目的を感じる。方向性が定まったというか」

　神田先輩はそう言ってから、もう１枚、肉を七輪からつまむ。肉に少しだけたれを付けてから、口に運ぶ彼女を、俺はぼーっと眺ながめていた。

　俺のことを変わった、と言うが、俺も少しずつ、この人も変わったよなと思い始めていた。

　気まぐれで、いたずらっぽくて、ミステリアスなところは変わらない。ただ、前よりもずっと、『落ち着いた』と思った。どこが、どう、と具体的に言うことはできないが、この人も確実に、俺と同じように、『年ねん齢れいを重ねた』のだということだけははっきりと分かる。

　どこか神しん妙みような様子で、感情の読み取りづらい微笑みを浮うかべたまま、神田先輩は肉をゆっくりと咀嚼して、そして飲み込んだ。

「やっぱりさ」

　そして、先輩は、口ずさむように言った。

「あたしとの付き合いは、吉田に何も与あたえてなかったんだなぁ」

　その言葉に、俺は一瞬困こん惑わくして、そしてすぐに首を横に振った。

「そんなことないです」

「そんなことあるんだって」

「ないです。俺にとって先輩がどれくらい大切だったか、先輩は知らないでしょ」

　俺が言うと、先輩はゆっくりと首を横に振った。

「知ってるよ」

「え？」

「知ってる」

　先輩は、そう言って、どこか陰かげのある表情で微笑む。

「痛いほど感じてたよ」

「それなら、なんで……」

　どうして、何も言わずに俺の前からいなくなってしまったんだ。その問いは言葉にならなかった。代わりに、別の疑問がふっと心の中に沸わき起こった。いや、沸き起こった、というより、ずっと引っかかっていたことを訊くタイミングが来たように感じた。

「先輩のプロフィール画像……あれ、俺ですよね」

　メッセージアプリのことだ。先輩のプロフィール画像はおそらく、俺の高校生の時の後ろ姿だ。

　俺が訊くと、神田先輩はくすりと笑って、小さく頷うなずく。

「やっと気付いたか」

「最初から気付いてました。ただ……あの時は驚おどろいて、訊けなかっただけです」

　神田先輩と連れん絡らく先を交こう換かんした時すぐに、彼女のプロフィール画像が自分の高校時代の写真だと気が付いた。しかし、なぜ彼女がその画像を使っているのかという理由に見当がつかず、俺は思い切り意表を突つかれる形となってしまった。あの場では咄とつ嗟さに質問ができなかったが、今ならできる気がする。

「どうして、俺の画像なんですか」

「あの写真撮とったころってまだあたしガラケー使ってたからさ。マイクロＳＤからパソコンに移したデータをわざわざスマホに転送して、それでプロフィール画像にしたわけ。大変だったわぁ」

　神田先輩は俺の質問には答えずに、少し楽しげに声を弾はずませた。そして、俺の表情を盗ぬすみ見るようにちらりと視線を上げると、彼女の視線と俺のそれが交差した。

　神田先輩は小さく息を吐はいて、観念したように首を何度か縦に振る。

「理由ね……あ、氷すごい溶とけちゃってる」

　彼女は舌を打って、かなり氷の溶けてしまったロックのウイスキーで口を濡ぬらした。そしてぽつりと言う。

「あたしの、唯ゆい一いつの恋こいの思い出だからかな」

「え？」

　唯一の、という言葉に違い和わ感かんを覚えた。俺の反応に、神田先輩は少しムッとした表情を浮かべる。

「え？　じゃないんだよ」

「いや、だって唯一って」

　俺の記き憶おくの中の神田先輩は、いつもどこかふらふらとしていて、学校内では、俺の前にも何人もの交際経験があるといううわさ話は誰だれでも知っているほど有名だった。それに、俺と別れた後の数年間、これほどの美人が誰とも付き合わずに過ごしてきたなんてことがあるだろうか。

「吉田と別れてから、誰とも付き合ってないよ。ピンと来る人がいない……というか、あたしの感度が悪くなったのかもしれないけど」

「か、感度ですか……」

「なにエロい顔してんの。感性の話だよ。あれ以降、男性に対して付き合いたいとか、そういう風に思うことなくなっちゃったんだよね」

　神田先輩はあっけらかんとそう言って、もう一口ウイスキーを飲んだ。

「吉田と付き合う前だって、何度か『付き合ってるみたいな』関係になったことはあったけど、なんというか……ちゃんとあたしのこと好きになってくれる人はいなかった。あたしと付き合ってる事実の方が、学生生活のうえではずっと大切だったんだろうね。だから」

　神田先輩の目の温度がスッと、下がったような気がした。

「あたしも、好きになれなかった」

　俺は何も言えずに、先輩を見ていた。思えば、高校生の頃ころに神田先輩からこういう、彼女の心情に踏ふみ入った話を聞いたことは一度もなかったように思う。

「だからかなぁ……吉田に告白された時、初めて嬉うれしいと思ったし、すごく驚いたんだよね」

「驚いた？」

「うん、驚いた。……あたしのこと好きな人って実在したんだなぁって」

　そう言って、神田先輩は少し照れたように笑った。

「それで、まんまとあたしも、好きになっちゃったんだよなぁ」

　俺は、彼女の言葉をどう受け止めたらいいのか分からず、テーブルの上に視線を泳がせた。

「吉田はその時までに付き合った男の中で誰よりも優やさしくて、誰よりもあたしのことを見てくれてて、そんでもって、めっちゃモテてた」

「は？」

　俺が素すっ頓とん狂きような声を上げると、神田先輩はくすくすと笑った。

「気付いてなかったんだろうけど、吉田はめちゃめちゃモテてたんだよ。アプローチだってめっちゃされてた」

「ええ……？」

「そりゃ、見た目悪くなくて、誰にでも分け隔へだてなく優しくて、運動も結構できて、モテないわけがないよね」

　神田先輩はそんなことを言うが、高校生の頃に神田先輩以外の女子と『いい感じの雰ふん囲い気き』になった覚えもないし、気付くようなアプローチを受けた記憶もなかった。告白されたことも、一度もない。

　俺の困惑をよそに、先輩は懐なつかしげに話を続ける。

「だから、あたしは、なんかワガママになっちゃったんだよね」

「ワガママ？」

「そ。他ほかの誰にもしてないことを、してほしくなっちゃったの」

　神田先輩はウイスキーのグラスに指を這はわせて。

「吉田の唯一の、特別になりたかった」

　そう、ゆっくりと言った。

　その言葉はじんわりと俺の中に染しみわたってゆくようだった。少しの痛みを、伴ともなって。

「吉田はあたしのことものすごく大切にしてくれたけど、きっとそれはあたしじゃなくても良かったんだよ。大切にしないって選せん択たく肢しがなかったから、大切にしてくれてただけ」

「いや、そんなことは……」

「吉田は特別な相手にじゃなくたって優しいじゃん。自分の手の届く範はん囲いにいる親しい人は誰だって大切にする」

「……まあ、それは」

　もごもごと言葉を濁にごすことしかできない俺に、神田先せん輩ぱいはのんびりとした口調で言葉を続けていった。

「だから、なんというか、あたしは吉田にも、もっとワガママに求めてほしかったんだよね。大切にされるより、もっと乱暴に、あたしのこと欲しがってもらいたかった」

　大切にすることが、最も彼女を尊重することだと、俺は思っていた。そして、それが彼女には重かったがゆえに、俺から離はなれていったのだと、そう思っていたのだ。先輩の言葉を聞きながら、俺は過去の自分の重大な勘かん違ちがいを思い知らされる。

　そして、彼女の言う俺の本質は今でも変わっていないのではないかと思った。以前三み島しまに言われた言葉を思い出す。

『結局、吉田センパイの中での優先順位はどうなってるんですかってことです』

　これも、同じことを言われていたのではないだろうか。あれも大切、これも大切。俺は身の回りのすべてを、特に理由もなく、そうすることの意味も考えず、ただ『大切にするべきだ』と思い込んでいるだけなのではないか。

「でも、吉田は変わったよね」

　俺の思考を打ち切るように、やけにはっきりとした声で、神田先輩が言った。驚いて視線を上げると、先輩と目が合う。

「今は、何よりも大事なものがあるみたい」

「え？」

「家にいる誰かのことばっかり気にしまくり」

　言われて、ぎくりとした。神田先輩には何も話していないというのに、なぜ彼女がそんなことを言うのか。

「あはは、なんでバレた、って顔してるね」

「いや……」

「そりゃ、分かるよ。前の吉田だったらあたしにごはん誘さそわれてあんなめんどくさそうな顔しなかっただろうし、ごはん行くこと決まって即そく座ざに誰かに連絡してるんだもん。家に人がいることくらい分かるでしょ」

「なるほど……」

　確かに、帰るという話をしてしまった上で、予定が変へん更こうになってすぐに誰かに連絡をしたのだから、家に人がいることは分かりやすかったかもしれない。さりげなく連絡したつもりでいたが、バレる相手には思い切りバレるということだ。今後は気を付けなければいけない。

　こういう展開になると、さらに追つい及きゆうされてしまうことは逃のがれられない。どう説明したものかと考えていると、先輩がすんと鼻を鳴らした。

「ま、詳くわしいことは訊きかないけどさ」

「え」

「なに、訊いてほしいわけ」

「いや……訊かないでくれたほうが」

「でしょ」

　先輩はくすくすと笑ってから、ウイスキーをくいと飲み干した。

「何かに本気になってる吉田、いいんじゃない。前よりもずっとかっこいいよ」

　神田先輩は俺の目を覗のぞき込むように見て、そして歯を見せてニッと笑った。

「今日は付き合ってくれてありがと」

「ああ、いえ……」

「家で人が待ってるならあんまダラダラ食べてても良くないね。パッと頼たのんで、パッと食べちゃおう……あ、すみません！」

　神田先輩は俺の返事を待たずに、近くを通った店員を呼んだ。てきぱきと肉を注文して、店員が去っていくのを目で見送った後、先輩はため息をついて、小さな声で言った。

「はぁ……吹ふっ切れた」

　聞こえるように言ったのか、そうでないのかは判断しがたい声量だったが、俺にははっきりと聞こえてしまっていた。

　これを問うことがどういう意味を持つのか、ということを深く考えるよりも前に、俺は口を開いていた。

「吹っ切れたって、何がですか？」

　俺の質問に、先輩は目を丸くした。やはり、聞こえるように言ったつもりはなかったのかもしれない。それとも、聞こえたとしても俺は何も言わないと、思っていたのかもしれない。どちらにせよ、この質問は先輩の予想外だったようで。

　神田先輩は少しの間ぽかーんとした後に、失しつ笑しようした。

「あっは、吉田はほんとに分からないやつだなぁ」

　彼女の言う意味が分からず困こん惑わくする俺をよそに、ひとしきり一人で笑った後、神田先輩の顔にいたずらっぽい表情が貼はり付いた。そして、俺をじっと見て、彼女は言った。

「あたしの初めての失しつ恋れんを、ようやく吹っ切れたってことだよ、バーカ」

　失恋、という言葉が頭の中で響ひびいた。

「え、それって……」

「お待たせしました、ピートロ、レバー、カルビ……と、こちらが上ミノですね」

「あ、どうも……」

　俺の言葉を遮さえぎるように、店員が、先輩が大量に注文した肉を一気に持ってきてテーブルに置いてゆく。

「よし、焼くか！」

「あの、先輩」

「吉田、焼かないならトング貸してよ。あたしが二刀流でやるから」

「いや、焼きます、二刀流はやめてください」

　先輩は子供のように笑いながら、肉を七輪に載のせていった。明らかに、全身から「それ以上は訊くな」というオーラが出ているのを感じるので、俺も観念して肉を焼くことに集中する。

　ただ、一つだけ気になることがあった。

　話の流れからして、彼女の「失恋」というのは俺との間のことで間違いはないと思う。にわかには信じられないが、本人がそう言うのだから受け止めるしかない。

　しかし、だとすればだ。

　彼女の失恋が今の俺との会話でようやく吹っ切れたのだとすれば、この前の食事の時に先輩から『誘われ』たのは、彼女の口にした単純な性欲からではなく、恋愛感情込みの誘いだったということではないのだろうか。

　それを、俺は『別に神田先輩は俺のことそんなに好きじゃないでしょ』だなんだと言って、軽くいなしてしまったのではないか。

　言われなかったことは、知りようがない。そんなことは分かっているつもりだが、相手の気持ちを知らずに『自分に気がない相手とそんなことはできない』と、心まで決めつけるようなことを言ったのはあまりにも無神経だったように思う。

「ほら吉田、レバー焼けたよ」

「え、早くないですか」

「ちょっと生焼けくらいが美味おいしいんだよレバーは」

　神田先輩が自分の箸はしで七輪の上のレバーをつまんで、俺の小皿にひょいと置いた。

「食べてみ」

　促うながされて、俺は箸で摑つかむとぐにゅぐにゅと柔やわらかいレバーを、おそるおそる口に運んだ。

　外側だけがざらざらと、硬かたく焼けていて、嚙かむと、ぐにゃりとした食感と同時に、口の中で苦みが弾はじけた。

　レバーってこんなに苦かったか、という感想が沸わき起こる。ただ、不快でもなかった。柔らかいゼリーのような食感の肉が舌に絡からむたびに、苦みと、旨うま味みが同時に押し寄せる。

「苦くて……美味うまいっすね」

　俺が言うと、先輩はうんうんと頷うなずいて、屈くつ託たくのない笑えみを浮うかべた。

「そうだろぉ」

　もし、あの日、神田先輩とホテルに行っていたら、この人との新しい未来もあったのだろうか。

　そんなことを考えて、すぐに馬ば鹿からしくなった。

　俺は選せん択たくしたのだ。それをなかったことにはできないし、目の前の先輩も、もうそれを蒸むし返す気はない。

　いくら悔くやんでも、それはもう済んだことで、取り返しのつかないことで、考えても仕方のないことだった。

「昔は苦い食べ物嫌きらいだったんだけど……最近は悪くないなって思うようになったんだよねぇ」

　そう言って、半生のレバーを頰ほお張ばる神田先輩は、改めて見ても、やはり美人だった。
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　悪くはなかったが、期待以上に良いわけでもなかった。そんな感想。

　映画館を出て、伸のびを一つ、私は一人頷いた。

　まあ、予告編から感じ取った雰ふん囲い気きとは完全に合がつ致ちする作品だったので、お金を無む駄だにしたという気持ちにはならなかった。それなりに感情移入出来て、きちんと泣かせてくれて、なんというか『採算が取れた』という気分だ。

　最近は真ま面じ目めに働くことが増えたからか、平日の仕事後に映画館に行くことも減り、映画鑑かん賞しようは私の中ですっかり休日の行事となっていた。

　映画館に入る前はまだ日の落ち始めだったが、今はもうすっかり暗くなっていた。

「……お腹なかすいたな」

　家に帰ってから何か作るのも面めん倒どうだし、もう駅前で食べてしまおうと思い、辺りを見回す。そういえば、この駅には映画を観みに来たことと、吉よし田だ先輩を追いかけてきたことくらいしかなかったので、どんな飲食店があるのかをあまり把は握あくしていなかった。

　どんなものを食べたい気分かを考えながら、きょろきょろと飲食店を目で探していると、ふと、見知った人物の姿をとらえた。

　スーパーの袋ふくろを持ってこちらに歩いてくる少女。私服姿は初めて見たけれど、あれはサユちゃんだ。少し下に向いていた彼女の視線がふっと上がり、私と目が合う。

「あ」

　声は聞こえないけれど、彼女の口が明らかにそういう形に開いた。

　そして、彼女が小走りでこちらに近づいてくる。

「ユズハさん、こんばんは」

「こんばんは。買い物？」

　七分丈たけのジーンズに、白いチュニックワンピースが、サユちゃんのさっぱりとした雰囲気を引き立てている。この服も、吉田先せん輩ぱいが買ってあげたのだろうかと考えて、すぐにやめる。もしそうだとしたら、何だというのか。

「そうです。冷蔵庫の中身空になっちゃって」

　そう言って苦笑するサユちゃんは、もうすっかり吉田先輩宅の家事に慣れ切った様子で、スーパーの袋を持つ姿も妙みようにサマになっているように見えた。

「毎日家事してるなんてえらいねぇ」

「いや……えらくはないです」

　私が褒ほめると、サユちゃんは困ったように肩かたを縮こまらせた。謙けん遜そんなどではなく、本心からそう思っているようだった。謙けん虚きよな子だ。

「ユズハさんはどうしてここに？」

「ああ、今まで映画観てたんだよ」

「映画、好きなんですか？」

　サユちゃんに訊かれて、そういえば、この子とこういった話は一度もしたことがないばかりか、会話したことすらほとんどなかったのだなぁと思い出す。吉田先輩を常に意識しているせいで、勝手に、私の意識の中には常にサユちゃんが存在していた。私はサユちゃんの人となりをあまり知らないし、彼女も同じように、私のことを深く知らない。

「好きだよ。この映画館にもよく来るんだよね」

「なるほど……それでかぁ」

　サユちゃんは妙に合が点てんがいったように何度も何度も首を縦に振ふった。そして顔を上げて、何かを言いかけたその表情が、唐とう突とつに凍こおった。私の遥はるか後ろに視線をやって、サユちゃんは固まっていた。

　気になって振り向こうとすると、サユちゃんはさっと私に近づいて、身を寄せるようにした。

「え、どうしたの」

　訊きくと、サユちゃんは不自然に顔を伏ふせたまま、少し震ふるえる声で言った。

「私を探してる人がいるんです。ユズハさんのずっと後ろの方に」

「知ってる人？」

「……はい」

　見つかりたくないんだよね？　と訊こうとして、やめた。彼女の様子を見ていればそれは訊くまでもないことだからだ。

　すぐにこの場から離はなれるのが得策だけれど、このまま吉田先輩の家に帰してしまって、家までつけられるような結果になったらそれはそれで大変なことになる。

「その人、こっちに気付いてそう？」

「いや……こっちの方は見てないみたいです」

　私の肩かた越ごしに視線を動かして、サユちゃんが言ったので、私は小さく息を吐はいて、サユちゃんの肩を叩たたいた。

「じゃあ、ひとまずうちに匿かくまってあげよう」

「え？」

「とりあえず、見つかる前に移動だけしちゃおう。沙さ優ゆちゃんは私の陰かげに隠かくれながら歩きな。顔は伏せつつ、なるべく自然に歩くんだよ」

　私はいつだったかに映画で観た、警察の包囲から逃のがれようとする変装した強ごう盗とう犯の歩き方をサユちゃんにレクチャーした。結局その強盗犯は捕つかまってしまうのだけれど、この際細かいことはどうでもいい。

　無言で駅に向かい、改札を抜ぬけたところで、サユちゃんに訊く。

「バレてなさそうだった？」

「はい……多分。追いかけて来てもいないみたいです」

「そっか、良かった。私の家、ここから二駅だから。一いつ旦たん避ひ難なんしよう」

「あ、あの……」

　話を進めつつ私の家の最も寄より駅の方面のホームへ降りようとしたところで、サユちゃんが立ち止まった。

　何かを言いかけてはやめて、を数回繰くり返した後に、サユちゃんは小さな声で言う。

「ありがとうございます……」

　ものすごく申し訳なさそうな表情をしながらのそのお礼に、私は自然とため息をもらしてしまった。

「はぁ……いいよそんなの」

　私はサユちゃんに近寄って、肩をぽんと叩いた。

　彼女は、追っ手を見つけた時に反射的に私に隠れたりと、子供らしく甘い部分がある割りに、冷静になると気き遣づかいの方が上回ってしまうようだ。

「でも、ユズハさんには関係ないことなのに……」

「はは、言えてる」

　それについては私もそう思う。正直、サユちゃんがあの場で、どういう理由で追われているのかも分からない誰だれかに捕まって、どこかに連れていかれたとしても私にはまったく関係がなかった。むしろ、吉田先輩の今一番の関心ごとが消しよう滅めつするのであれば、私にとっては良いことかもしれないとまで思う。……あれ、なんで私はこの子を助けたんだろうか。疑問が頭に浮かんだけれど、私は努めてそれを排はい除じよした。

　それよりも、言いたいことは一つだ。

「自分に関係ないからこそ、無責任に助けちゃうんだよ。それでとりあえず沙優ちゃんも今は助かるっていうなら、いいんじゃない」

　私がそう言い切ると、サユちゃんは一いつ瞬しゆんぽかんと口を開けた後に、小刻みにこくこくと首を縦に振った。

「あ、ありがとうございます」

　少しはにかんだ笑顔を見せて、彼女はもう一度お礼を言った。

　気にするな、という意味と、後のことは一いつ切さい責任を取らないからね、という念押し。きっと彼女は両方受け取っているし、そう言ってあげたほうが気楽だろう。

　どのみち言うか言わないかの差であって、私にこの子についての責任を負う義務はないし、そのつもりも一切ないのだ。言っておいた方がお互たがいに楽なのであれば、言っておくに越したことはない。

　そんな風に考えながら、私は妙に馬鹿らしくなった。

　一体、誰に対して言い訳をしてるんだか。

　苦笑を漏もらして、サユちゃんを横目で見ると、彼女はスマートフォンを取り出して、そして画面を見つめて固まっていた。明らかに、困った表情をしている。

「どしたの」

「あ、いや、あの……」

　サユちゃんはきょろきょろと視線を彷徨さまよわせた後に、スマートフォンをちょこんと持ち上げた。

「吉田さんに連れん絡らくしようかなって……思ったんですけど」

「すればいいじゃん」

「いや、その……なんて連絡すればいいのかなって」

　どうも歯切れが悪い。私は彼女の言わんとしていることがいまいち摑つかみ切れずに、首を傾かしげた。

「そのまま書けばいいんじゃないの？　自分を追いかけてる人がいるから、たまたま会った三み島しま柚ゆず葉はの家に匿ってもらいます～って」

「えっと……」

　私の言葉を聞いても、困ったように何かを言い淀よどむサユちゃんを見て、私はようやくピンと来た。

　追われている、という事実は吉田先輩には伏せておきたいということだろうか。何故なぜ隠す必要があるのかは分からないが、他ほかに、吉田先輩に連絡をしたがらない理由が分からない。

　どうあっても、この子のことだ。利己的な理由で吉田先輩に連絡を取りたくない、というわけではないのだと思う。

　私はため息をついて、自分のスマートフォンを取り出した。サユちゃんは私のその動作をぽかんとした表情で見ていた。

「とりあえず、連絡しないとあの人また沙優ちゃんのこと探し回っちゃうでしょ」

「そうですよね……」

「だから私が適当に……」

　ぽちぽちと文面を打ち込んでから、サユちゃんに見せた。

『ちょっと沙優ちゃんを借ります。返してほしければ私の家まで迎むかえにくること』

　文面を見て、サユちゃんは目を丸くした。

「連絡しとくから。とりあえず私のところにいるってことならセンパイも安心でしょ。同性だし」

　私がそう言うと、サユちゃんは困ったように笑って、「ほんとに、ありがとうございます」と言った。

　私はため息一つ、メッセージを送信した。

　先輩から話を聞いていた通りだ。困っているのは自分のくせに、他人のことばかり気にしている。人によってはオトナになってもやらないようなことを、この子は自然にやっているのだ。褒めているわけでも、貶けなしているわけでもない。

　アナウンスの後、ホームに電車が滑すべり込んでくる。

　電車のドアが開いたので、降りる人を待ってから、サユちゃんよりも先に電車に乗り込む。そして、彼女に向けておどけて手を差し出した。

「ほれ、お姫ひめ様」

　私がそう言うと、サユちゃんは今日初めて、含ふくみのない笑え顔がおを見せてから、私の手を握にぎった。
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「コーヒー好き？」

　家に着いて、ソファにサユちゃんを座らせてから、私はやかんに水を入れてコンロに火を入れた。

　私が訊くと、サユちゃんは首を横に振ふった。

「苦いのあんまり得意じゃなくて」

「そっかぁ……じゃあホットミルクにするか。とりあえずあったかいもの飲んで落ち着いた方がいいよ」

　サユちゃんがホットミルクなら大だい丈じよう夫ぶ、というように頷うなずいたので、私は冷蔵庫から牛乳を取り出して、耐たい熱ねつカップに注いだ。そして、電子レンジに入れて、飲み物専用の温めボタンを押す。

　温かいものを飲んだ方がいい、と勧すすめたはいいけれど、さっきまで留守にしていた部屋の中は妙みようにじめじめとしていて、こんな状態で温かいものを飲んだらめちゃくちゃに汗あせをかきそうだった。私はテーブルの上に放ほうってあったリモコンでエアコンを起動して、『ドライ』モードに設定する。

　ちらりとサユちゃんに視線をやると、彼女はどこか居い心地ごこち悪そうにソファの隅すみにちまっと座っていた。心なしか、肩かたも縮こまっているように見える。本当に、気苦労の絶えなさそうな性格をしているなぁと思う。

　電子レンジから音が鳴ったので、カップを取り出すと、カップの一部だけがめちゃくちゃに熱くなっていて「あつっ」と声が漏れた。

「だ、大丈夫ですか？」

「だいじょぶだいじょぶ、安いからさぁこのレンジ」

　答えながら、ソファから立ち上がったサユちゃんに座ってていいよとジェスチャーだけで伝えると、彼女は再び遠えん慮りよがちにソファに腰こし掛かけた。

　少し時間を置いてからつんつんとカップを指先でつつくと、もう握っても大丈夫なくらいの温度に下がっていた。

　ソファの前にあるテーブルに、ミルクの入ったカップを持って行く。

「はい、どーぞ」

「あ、ありがとうございます」

　サユちゃんがぺこぺこと頭を下げるのを苦く笑しよう交じりに見ていると、今度はやかんがピーピーと鳴った。いいタイミングだ。

　映画を観みた後は、どうしてもコーヒーが飲みたくなる。私はお気に入りのコーヒー粉を取り出して、ドリッパーにろ紙をセットして、そこに流し込んだ。

　そして、コーヒーを溜ためておくためのポットの上にドリッパーを置いてから、お湯を少しだけ注ぐ。少し粉を蒸むらした後に、今度はゆっくりと、たくさんお湯を注いでいった。この時に漂ただよってくる匂においが好きだ。

「あ」

　ソファに座っていたサユちゃんも、小さく声を上げた後に、こちらを振り向いた。

「いい匂いですね」

「でしょ」

「味は苦手ですけど……この匂いは好きです」

「それなら良かった」

　それきりで、また会話が途と切ぎれる。しかし、気まずい沈ちん黙もく、というよりは、お互いに何も言葉を発さないだけ、といった感じだった。ちらりとサユちゃんの表情を盗ぬすみ見ると、数分前よりもいくらかリラックスしているように見えた。

　ポットに十分にコーヒーが溜まったので、ドリッパーをシンクの上に置いて、ポットの中身を自分用のカップにいくらか移した。白い湯気がゆっくりと上がり、同時にコーヒーの香かおりがもう一度、濃のう密みつに私の嗅きゆう覚かくに訴うつたえた。

　息を吸って、吐はいて。

　私はカップを持ってサユちゃんの隣となりに座った。思えば、このソファに二人以上で座ったのは初めてかもしれない。一人で座るにはあまりにも大きいソファだと思っていたけれど、二人で座ると少し手て狭ぜまに感じる。

　数分間、二人とも無言でコーヒーとホットミルクをちびちびと飲んだ。

　そして、私はようやく口を開く。

「なんか追われてるみたいだねぇ」

　私がそう言うと、サユちゃんも、苦笑を浮うかべた。

「そうみたいです」

「一応訊きくけどさ」

　私は険の無いトーンになるよう調整しながら、質問を投げる。

「犯罪とかで逃にげてるわけじゃないんだよね」

　私の質問に、サユちゃんは首を横にぶんぶんと振った。

「法を犯おかすようなことはしてません！　ただ……」

　そこまで言って、サユちゃんは口ごもった。言葉を選ぶように、彼女の視線が床ゆかの上で彷徨さまよっている。言葉を待っていても、なかなか彼女の口は開かなかった。明らかに困ってしまっている彼女を見て、ため息が漏もれた。別にいじめたいわけではないのだ。

「詳くわしいことは訊かないよ。大体は吉よし田だセンパイから聞いてるし」

　そう言って頭を撫なでてあげると、サユちゃんは落ち着いたように小さく息を吐いてから、「ありがとうございます……」と消え入りそうな声で言った。

　吉田先せん輩ぱいから大おお雑ざつ把ぱないきさつは聞いている。随ずい分ぶん遠いところから家出して来て、何か月も家に帰っていないのだという。そして今は吉田先輩の家に住んでいるというわけだ。

　そして、おそらく家族か、それに準ずる間あいだ柄がらの誰だれかに、追われ始めている。話したがらないその理由は、きっと吉田先輩も知らないことなのだろうなと思う。

「まあでもさ、どうあっても」

　私はサユちゃんの頭を撫でながら、言う。

「追われちゃってるってことは、もう猶ゆう予よはほとんどないってことだよ」

　大人の視点から見れば、簡単に分かることだ。けれど、おそらくサユちゃんは本当の意味では分かっていない。

　追っ手にすぐに気付いたところからしても、おそらくサユちゃんはすでに自分が追われ始めていることを知っていたはずだ。そうでなければ、自分が追われている自覚がない人間があんなにすぐに『まだ自分に気付いていないが、自分を追いかけている人物』に気が付くはずがない。

　自分が追われていると知っていながら、あんなに悠ゆう長ちように買い物などしているのだ。加えて、吉田先輩には自分が追われていることを伏ふせているようだ。

　あまりに、本人に緊きん張ちよう感かんがなさすぎる。

　しかし、サユちゃんは目を伏せて、こう答えた。

「分かってます」

「えっ」

　サユちゃんの言葉に、思わず声が漏れた。私の反応に疑問を覚えたのか、サユちゃんが顔を上げて私の方を見る。

「ほんとに分かってる？」

「はい」

「……いや、でも、分かってる割りには悠長に買い物なんてしちゃってさ」

　言葉の中に、明らかに苛いらつきのようなものが含まれてしまっているのに気が付いたけれど、どうしようもなかった。実際に、苛ついているのだから。

「家事をするのが、吉田さんの家に住まわせてもらう条件ですから……どういう状じよう況きようでも、それを抜ぬかすことはできないです」

「いや、そんな場合じゃないでしょ、どう考えたって」

　彼女の答えに、私はさらに苛ついた。家事をしなかったからといって吉田先輩が死ぬわけでもないし、それによってサユちゃんが追い出されることもないだろう。この期ごに及およんで『建前』を重視する意味が分からない。

「じゃあ、吉田センパイとの関係はどうするつもりなわけ」

「か、関係って？」

　どんどんと自分が早口になっていくのを感じる。

「関係は、関係だよ。分かってるでしょ、お互たがいにもう、お互いのこと、精神的に頼たよりにしちゃってるじゃん。突とつ然ぜん引き裂さかれて、うまくやっていけるわけ」

　私は何を言っているのだろうか。こんなことを、無自覚なサユちゃんに伝えてどうしようというのか。明らかに必要のないことを口走っている。そう分かっていても、止まらなかった。ただただ、無自覚な彼女が腹立たしい。

「それは……」

　口ごもるサユちゃんに、私はさらに詰つめ寄るように言葉を投げた。

「吉田センパイのことをあなたはどう思ってるわけ？　ただの恩人？　それとも恋れん愛あい対象？」

　私が一息でそう訊いたのと同時に、テーブルの上に放置していた私のスマートフォンが揺ゆれる音がした。舌打ちをして、スマートフォンを手に取ると、吉田先輩からのメッセージが届いていた。

『いや、どういう状況だよ。というかお前の家知らねぇし』

　そうでしょうね。まったく興味なかったですもんね。

　私はメッセージアプリを開き、自宅の住所だけを打ち込んで、吉田先輩に送り付ける。そしてまたスマートフォンをテーブルの上に置いた。

　その間、サユちゃんは無言だった。

「どのみち、あなたは何か目的があって家出をして、そして吉田センパイの家に来たわけでしょ。その目的は達成できたの？　なんの成果も得ずに連れ戻もどされて、それってあなたの人生にとって、ここであなたに時間を使った人たちにとって、意味のあることなの？」

　驚おどろくほどするすると、サユちゃんを糾きゆう弾だんする言葉が口から飛び出た。

　こんなものは、説教に見せかけたただの自己満足だ。分かっているのだ。分かっているのに、やめられない。私はどうしても、目の前の『自覚のない人間』を許すことができない。

　私の質問に、サユちゃんはただただ、視線を泳がせた。本当に困ったように、そして、本気で答えを探しているように。

　答えなくたっていい。こっちはすでに回答の分かっている質問をしているのだから。彼女がまだ吉田先輩の家にいる時点で、彼女の中に答えなどないし、覚かく悟ごも決まっていないことくらい分かっているのだ。

　そこまで考えて、急に馬ば鹿からしくなった。

　本当に私は、意地の悪い大人だ。

「ごめん……答えなくていいよ」

　私が言うと、サユちゃんは私の意図を測りかねるというような絶ぜつ妙みような表情で私を見た。私は苦笑を浮かべて、首を横に振ふった。

「ちょっと意地悪な言い方しちゃったから」

　私の言葉に、サユちゃんは少し驚いたように口を開いて「え、そんな」と言った後に、何かを思ったようで黙だまってしまった。

　彼女はきっと、私が本当に親切心で、彼女に対して質問をしているように思っていたのだろう。

　本当に、素す直なおで、良い子で、そして可哀かわい想そうだ。

　この可哀想な感じに、吉田先輩はやられてしまったのだろうか。そんなことを考えて、さらに自分の性格の悪さに嫌いや気けが差した。

　テーブルの上のスマートフォンが揺れたけれど、どうせ吉田先輩からの『今から向かう』的な内容の返信だろう。無視して、私はコーヒーを一口啜すすった。コーヒーの苦みと、ほんのりと甘い香りが、私の気持ちを落ち着けてくれる。

「……冷めちゃう前に、飲んだ方がいいよ」

　私がサユちゃんの前に置かれたホットミルクのカップを指さすと、サユちゃんはこくこくと無言で頷うなずいて、それを手に取った。個人的に、冷めてしまったホットミルクほどまずいものはないと思う。

　しばらくの間、また二人、無言で飲み物をちびちびと飲んだ。

　少し落ち着いてきた頭で、考える。

　私が吉田先輩に恋こいをして、そこから彼のことばかり考えてしまうようになったのと同じように、一度生じた感情がきっかけもなく消え失うせることはあり得ない。生まれてしまったものは、死ぬか、殺されるまでは、そこに存在し続けるのだ。

　サユちゃんは、私と吉田先輩の間には生まれていない『特別な絆きずな』で、彼と結ばれているように思う。それが友情なのか、愛情なのか、もしくは恋愛感情なのか、私にはその判断はつかない。

　けれど、そういった『特別な絆』を育はぐくんでおきながら、それについてお互いに無自覚で、さらに、よく分からないうちにその関係が終わろうとしているのに、必死になってそれに抵てい抗こうしたり、そこから逃のがれようとしていないことが、私には腹立たしくてしょうがない。

　理由も分からずひたすらに憤いきどおっていた数分前とは違ちがい、自分の気持ちを整理できた私はどんどんと落ち着きを取り戻した。

「後から気付いても遅おそいよ」

　数分間の沈ちん黙もくを破って、私がそう言うと、隣のサユちゃんの視線が私に向いた。

「女子高生にこんなこと言っても多分ピンと来ないと思うんだけどさ」

　実際、私が女子高生であった時にこんなことを言われても、きっと実感を伴ともなって理解することはなかったのだろうと思う。そう思いながらも、どうしても言いたくて、言葉にした。

「今しか会えない人がいて、今しかできないことがあるよ」

　私が言うと、サユちゃんははっとしたように、少しだけ口を開けた。私は言葉を続ける。

「もしその後その人に会えたとしても、その時に、今したかったことはもうできないかもしれないよ」

　未来の想像ができないのは、私たちの時間単位が常に『今』だからだ。『今』がひたすら連続して、気がつけば時間は経過している。今の気持ちがいつまで継けい続ぞくするかは分からない。今会える人と、いつまで会えるかは分からない。後になってから、『あの時しなかったこと』を悔くやんでも、もう取り返しはつかない。

　私はサユちゃんをキッと睨にらむように、目を細めた。

「沙さ優ゆちゃんはさ、抵抗したんじゃん。ままならない現状にさ。その場にとどまるっていう諦あきらめから、全力で逃げてきたんじゃん」

　こんなところまで。

　普ふ通つうに考えて、女子高生が半年以上も親元を離はなれて生きているなんて、並大抵の精神力ではない。それほどの体力と精神をすり減らしてまで、どうしても逃れたかった現実から逃げてきたということだ。

　ままならなさを感じながらも、それを解決する努力もできず、そしてそこから逃げる体力もなく、諦てい観かんにまみれて沈しずんでゆく人はたくさんいる。同年代でもそういう人間をたくさん、知っている。少なくとも私の価値観では、サユちゃんはそういった人々よりも、ずっと先を歩んでいるように見える。

　そんな決死の逃とう亡ぼう劇を、適当な幕引きで終わらせていいとは、私は思えない。

「あなたが今したいことは、あなたにしか分からないよ」

　私が言うと、サユちゃんの瞳ひとみが揺れた。

「あなたの心は、あなた以外の誰だれも教えてくれない」

「……はい」

　サユちゃんが、小さな声で頷いた。

「時間がないんだから……あなたが今したいことを、本気で考えなきゃ」

　私が言い切ると、サユちゃんは少しだけ瞳を潤うるませた後に、目を伏せて、そしてもう一度頷いた。

「はい……！」

　サユちゃんが鼻声で頷いたのを見て、私はもう一度彼女の頭を撫なでた。

　少しの間頭を下げていたサユちゃんが、急に頭を上げて、私の方を見た。

「吉田さんの言ってた通りでした」

「へ？」

　唐とう突とつに出てきた吉田先せん輩ぱいの名前に素すっ頓とん狂きような声が漏もれる。

　サユちゃんは少し照れくさそうな表情をしながら、吉田先輩の口調を真似まねて言う。

「『あいつは生きるのが上手うまいんだよな。俺よりもずっと現実的に物を見て、考えて、行動してるからすげぇよ』って、この前ポロッと言ってましたよ」

「あ……そう……」

　思いがけないサユちゃんの言葉に、私は頰ほおの温度が上じよう昇しようするのを感じた。吉田先輩が、そんな風に私を見てくれていたなんて、知らなかった。

　ふと視線を感じてサユちゃんの方を見て、そしてドキリとした。

　彼女はどこか『微笑ほほえましい』というような感情を連想させる表情を浮うかべて、私を見ていた。そして、少しだけ寄った眉まゆが、どこか哀あい愁しゆうを漂ただよわせている。

　その表情を見て、私は何かがつながったような気がした。

　サユちゃんは後ご藤とうさんとも会っているのだという。だとすれば、後藤さんが吉田先輩に対して少なからず好意を寄せていることには気が付いているのではないだろうか。そして、私とサユちゃんは、お互いが同じ人物の話をしているとは知らずに、公園でお互いの胸中を吐と露ろし合ってしまっている。つまり、彼女は私の吉田先輩に対する気持ちを知っている。

　だとすれば、サユちゃんは、自分の気持ちに無自覚などではないのではないか。

　本当は自分の吉田先輩に対する気持ちに気付いていながら……それでも。

「沙優ちゃん」

「はい？」

　私が声をかけると、サユちゃんは自然に首を傾かしげた。先ほどまでのなんとも言えない表情はもうどこかへ消えてしまった。

「もしかしてさ……」

　私が口を開いたのと同時に、インターホンが鳴った。

　ふとスマートフォンを見ると、画面が光っている。

『着いたぞ』

　と、吉田先輩からメッセージが届いていた。

「……早すぎでしょ」

　走ってきたんじゃないのか、と思いながら玄げん関かんへ向かい、ドアを開ける。

「……よう」

「早かったですね」

　案の定、息を切らせた吉田先輩がドアの前に立っていた。そして、焦じれたように言う。

「沙優は？」

「……はぁ、いますよ。駅前でばったり会って、立ち話もなんだからって言って私の家に遊びに来てもらったんです。ね！　そうだよね沙優ちゃん！」

　振り返って、大きな声で言うと、サユちゃんも玄関から見える位置にひょこりと顔を出して、「そ、そうですね！」と頷いた。吉田先輩と違って、サユちゃんは特に合図をしなくても自然と話を合わせてくれるから、楽でいい。根が正直な割りには、こういうことには慣れているんだなぁと思った。

　吉田先輩の方に視線を戻もどして、私は、ああ、もう少しだけ振り返るのが遅ければ良かった、と思った。

　先輩の表情は、映画の中で見たことがある。まるで『最愛の相手と久々に再会した主人公』の表情だ。吉田先輩の中でサユちゃんの存在がどんどん大きくなっているのは、彼の行動から分かっているつもりでいた。ただ、こんなふうに思い切り見せつけられるのは、さすがに応こたえた。

「……上がっていきますか？」

　答えは分かりきっていたけれど、私は訊きいた。

「いや、迎むかえに来ただけだから」

「ですよね」

　私は淡たん白ぱくに返事をして、サユちゃんの方を振り返る。

「ホットミルク飲み終わった？」

「あ、飲み終わりました。ごちそうさまでした」

「いえいえ……じゃあ、吉田センパイも来たしそろそろ帰ろうか」

「はい、あの……」

　サユちゃんが立ち上がって、私に向かって頭を下げた。

「今日は本当に、ありがとうございました」

　サユちゃんの言葉に、胸が痛んだ。

　なぜ礼を言われるのか。自分勝手に連れて来て、無責任に、無責任な言葉を吐はいただけだ。どんどんと、みじめな気持ちになってくる。

「いえいえ……がんばってね」

　必死に絞しぼり出した言葉は、それだけだった。

　サユちゃんはスーパーの袋ふくろを持ったまま片手で靴くつを履はこうとした。吉田先輩はそれをちらりと見て、何も言わずにスーパーの袋をサユちゃんからすっと取り上げた。

「あ、ありがとう」

「早く靴履けよ」

　そのやりとりから、私は自然と目を逸そらす。あまりに自然で、複雑な気持ちになった。

　サユちゃんが靴を履き終えて、立ち上がる。

「お邪じや魔ましました」

「いえいえ、またね」

　また会うことがあるかどうかも怪あやしいけれど、私はそう言った。サユちゃんも笑え顔がおで頷うなずいて「また」と言った。

「それじゃあまた明日あしたな」

　吉田先輩も片手を上げて、こちらを見ていた。

「あ、住所教えちゃいましたけど、ストーキングとかに使ったらだめですからね」

「使わねーよ、馬ば鹿か」

「へへ、それじゃおやすみなさい」

　彼の視線から逃れるように軽口を言って、私は玄関のドアを閉めた。

　扉とびら越ごしに、二人が歩いて離れてゆく足音が聞こえる。

　数秒経たって、足音も聞こえなくなった頃ころに、私は急に足の力が抜ぬけてしまう。そのまますとんと崩くずれ落ちて、玄関に座り込んだ。

「……ずるい」

　気付くと、そう呟つぶやいていた。

「……なんでなの。ずるいよ」

　じわりと、目め頭がしらが熱くなったと思ったら、あっという間に涙なみだが頰を伝っていた。視界がぐらぐらとゆがむ。

　私が吉田先輩のことを好きになったころには、先輩はとっくに後藤さんに惚ほれていた。どうしようもなかった。だって、私が入社するよりも前から二人は知り合っていて、同じ時間を積み重ねていたのだから。私がその時間に戻って、間に入ることはできないのだから。これは積み上げた時間の差であって、私はそれ以外の切り口で頑がん張ばるしかないのだ、と。ようやく納なつ得とくできたのに。

　今度はサユちゃんが現れた。『偶ぐう然ぜん』以外のなにものでもない出会いをして、急に、同どう棲せいまがいの生活が始まって、今では吉田先輩の関心ごとはほとんどサユちゃんのことばかりだ。彼は後藤さんへの恋こい心ごころも曖あい昧まいにしながら、サユちゃんの未来を心配している。そして、もうその感情は恋れん愛あいと紙かみ一ひと重えのところまで来ているのだと、彼の表情から分かってしまった。

　神かん田ださんとかいう高校時代の知り合いも現れて、吉田先輩が彼女に向ける視線も、私に向けるそれとは全然違ちがった。あれは、憧あこがれの女性を見るような目だ。

　どうしてなんだ。

「みんな、ずるい。……ずるい」

　ずるい。

　その言葉で胸が溢あふれた。

「私だって、センパイのこと、好きなのに。誰にも負けないくらい、好きなのに……」

　胸の中で暴れるこの熱量を、誰にでも見える形で見せてやりたい。

　私の気持ちなど関係なく、吉田先輩の気持ちは、私に関係ないところで揺ゆれ動いている。私はずっと彼を見ているのに、彼の心を揺り動かす中ちゆう核かくに、私はいないのだ。

　おかしいじゃないか。

「出会った順番の問題じゃないんだったら……なんで私はその中にいないのッ」

　口にしたら、喉のどが焼けるように熱くて、そして驚おどろくほど涙が出た。嗚お咽えつが漏れて、苦しかった。

　事実は小説よりも奇きなり、とはよく言ったものだと思う。

　人と人が繫つながり合うのに、恋愛小説のような丁てい寧ねいな『伏ふく線せん』や『きっかけ』なんてないのだ。明確な理由なんてない。ただ自然に惹ひかれ合って、そして繫がるのだ。

　その事実は、そこからあぶれた人間にとっては、あまりに残ざん酷こくだった。

[image: ]

　私は玄関に座り込んだまま、わんわん泣いた。

　こんなに泣いたのは、人生で初めてだ、と思った。
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　最も寄より駅から自宅へ向かう途と中ちゆう、それまでずっとぼーっとしたように口数の少なかった沙さ優ゆが突とつ然ぜん、自分から口を開いた。

「吉よし田ださんは、今どうしてもしたいことってある？」

　唐とう突とつなその質問に、俺は首を傾かしげる。

「なんだよそれ」

「いいから、考えてよ」

　どうしてもしたいこと。あまりにも漠ばく然ぜんとした質問だ。再三言っていることだが、俺は本当に無む趣しゆ味みな人間なので、別段何かを買いたいという欲もない。今の仕事自体が楽しいので、これ以上出世したいという気持ちもあまりない。

　考えても、大した欲は浮うかばなかった。

「特にないな」

　俺が答えると、沙優はくすっと笑ってから、「そっか」と言った。

「あ」

　唐突に思いついて、口を開ける。

「強しいて言えば、１週間くらい寝ねていたいな」

　俺が言うと、沙優はけらけらと声を出して笑った。どうも彼女の笑いの琴きん線せんに触ふれたようだった。

「なにそれ、しょーもな」

「悪かったな」

　沙優はひとしきり笑った後に、急に俺の前方を指さした。

「あれ」

「うん？」

　沙優が駆かけだして、少し先にある電柱の前まで行ってから、俺を振ふり返った。何かと思って、まじまじと電柱を見て、そしてピンときた。

「吉田さんと会ったの、ここだったよね」

「……ああ、そうだったな」

　そうだ。ここは俺が初めて沙優と出会って、そして拾った場所だ。目を細めて、当時のことを思い出す。思い出すと言っても、酔よっていた上に、もう数か月前の出来事だ。記き憶おくはかなり曖昧だった。脳のう裏りに蘇よみがえるのは、沙優のにへら、という笑顔と、思い切り見えていた黒いパンツだ。

「あれからもう随ずい分ぶん経ったんだな」

　と俺が呟くと、沙優も少しはにかんだような笑みを浮かべて、こくこくと頷いた。

　数秒間、無言で電柱の前に立ち尽つくしていると、沙優がぽつりと言った。

「他ほかの人にはね、毎回別の名前を名乗ってたんだぁ」

　沙優の言う意味がよく分からず、首を傾げると、彼女は柔やわらかい微笑ほほえみを浮かべたまま言葉を続けた。

「泊とめてもらう人が替かわるたびに、偽ぎ名めいでね、違う名前を名乗ってたの」

　ああ、そういうことか、と思うのと同時に、以前の『矢や口ぐちキョウヤ』とのやりとりを思い出した。そういえば、彼はサユのことを『みゆき』と呼んでいた。あいつにはそう名乗っていたということか。

「でもなんか、吉田さんに名前を訊きかれた時、自分でも驚いたんだけど……スルッと本名言っちゃったんだよね。なんでだろね」

　沙優はその時のことを思い出すように、目を細めながら、言う。俺はその横顔を、ぼーっと眺ながめている。

「本名も言っちゃって、もうこれ以上逃にげ続けるのも無理なのかもって、最初はそんなふうに消極的なこと考えてたけど」

　そこまで言って、沙優が視線を上げて、俺を見た。真上の電柱のライトに照らされた沙優は、どこか幻げん想そう的だった。

「吉田さんのおかげで、もう逃げなくて良くなりそうだよ」

　沙優から発せられたその言葉は、語気が強いわけでもないのに、妙みように力強く聞こえた。俺にはそれが何なのかは分からないが、なにか明確な決意のようなものが含ふくまれているような、そういうさっぱりとした響ひびきがあった。

　彼女は確実に、前に進もうとしているのだ。それが伝わって来て、嬉うれしさを感じるのと同時に、少しだけ胸が痛んだ。

　今の言葉はもしかして、もう覚かく悟ごが決まったから出ていこうと思う、という意味なのではないだろうか。そんなことを考えていると、沙優がふと俺を横目で見た。

「吉田さんはさ、私がＪＫじゃなくても、ＪＫじゃない私がここにうずくまってても、拾ってくれたかな」

「え」
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　唐突な彼女の問いに、俺は口をぽかんと開けた。

　女子高生ではない沙優。それを想像しようとするが、上手うまくいかなかった。俺が思考している間にも彼女は言葉を続ける。

「多分、拾ってくれてたよね。私がＯＬとかだったら、そのままエッチしたりしてたのかなぁ」

　沙優はそう言って、可笑おかしそうに笑った。

「多分、しないんだろうなぁ」

　沙優は俺が口を挟はさむよりも先に、そう言った。

　どんなに自棄やけになっていたとしても、好きでもない女性とセックスすることはないだろう。神かん田だ先せん輩ぱいの誘さそいも断ったくらいだ。さすがに、その点においては自分でも自信が持てていた。

「それと同じでさ」

　沙優は口ずさむように、言った。

「私も多分、吉田さんがお髭ひげのサラリーマンじゃなくても……」

　そこまで言って、彼女は言葉を止めた。はっとしたように口を開けたまま、固まっている。

「ん、どうした？」

　俺が首を傾げると、沙優は少し慌あわてたように手を横に振ってから、はにかむように笑った。

「な、なんでもない」

　そして、俺の服をつまんで引っ張った。

「帰ろ」

「そうだな」

　思わぬところで道草を食ってしまった。しかし、この電柱から家までは大した距きよ離りはない。

　歩きながらもう一度電柱を振り返る。

　そうか、ここが沙優との始まりの場所だったんだなぁとしみじみと思ってから、苦く笑しようした。それほど思い出深い場所だというのに、毎日気にすることもなく通り過ぎていたなぁ、と。

　隣となりの沙優を横目で盗ぬすみ見ると、やはり沙優はどこかぼーっとしたような表情で、しかし、うっすらと微笑みを浮かべて歩いていた。何か、違い和わ感かんを覚える。

「なあ、今日のお前ちょっと変じゃないか？」

　家に着いて、冷蔵庫にスーパーで買った食品を入れている途中の沙優に声をかけると、沙優はきょとんとしたような表情で俺を見た。そしてあっけらかんと首を横に振った。

「そんなことないよぉ。普ふ通つう、普通」

「そうかぁ？」

　何かが、いつもと違ちがうと感じる。しかし、俺もそれを明確に言語化できないので、下手に主張するのはやめた。

「それよりさ」

　沙優の目がいたずらっぽく細められた。

「神田先輩との夕飯は楽しかった？」

「な、なんで神田先輩だって……」

　俺の言葉に、沙優はつんと唇くちびるを尖とがらせた。

「やっぱり神田先輩か……だと思った」

「な、カマかけたのか」

「訊くまでもなく、楽しかったでしょうねぇ。大好きですもんねぇ」

「そんなんじゃねぇよ」

　明らかにからかってきている沙優にしかめつらで答えると、彼女はけらけらと笑って、冷蔵庫を閉めた。

「私、ごはん今からなんだよね」

「え？　ああ、そうか……食材の買い物に出てそのまま三み島しまの家に行ったのか」

　あいつ、飯くらい出してやっても良かったんじゃないのか。

　そんなことを考えている俺を先読みしたように沙優が言う。

「まあ、ユズハさんがホットミルク出してくれたからお腹なかは落ち着いてるんだけどさ。そろそろちゃんとごはん食べとかないと急にお腹減りそうだから、作ってもいい？」

「ダメって言うと思うか？　ちゃんと食べろよ」

　俺が答えると、沙優はにこりと笑って、洗面所に手を洗いに行った。

　家を出る前はかつてないほどにだるそうにしていた沙優が今は不自然なほどにてきぱきと動いている。こんな短時間で体調に良い変化があるとは思えないし、きっとまだ足も痛んでいるはずだ。しかし彼女は今そういった様子をまったく見せていない。となると、何か心情的な変化があったのだろうか。

　そう考えて、少し、もやっとした。

　それが良い変化であるのなら、別に構わないはずなのだが。自分の知らないところで彼女の心情がガラッと変化することに、少しのもやついた感情が湧わく。そして、そんなことを考えている自分が一番不思議だと思った。その感情の理由が、分からない。

　ひょこっと洗面所から出てきた沙優が、俺に訊いた。

「お味み噌そ汁しる作ったら吉田さんも食べる？　お腹いっぱい？」

「ああ、いや……もらおうかな。脂あぶらっこいもの食べてきたから、嬉しいかもしれない」

「ん、分かった」

　沙優はさっぱりと頷うなずいて、鍋なべに水を汲くみ始める。

　手て際ぎわよく味噌汁を作る準備を始めている沙優をぼんやりと眺めながら、やはり俺は違和感を覚えずにはいられない。

　その正体が分からないまま、俺はどこか手持ち無ぶ沙さ汰たになって、煙草たばこを持ってベランダに出た。
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　インターホンが鳴っているような気がした。

　頭の中にぼんやりと響いてくる電子音に、脳が不快感を示す。あまり大きい音量ではないのだが、やけにうるさく感じた。

　再び、インターホンが鳴った。今度は、気がした、ではなく、確実に鳴っているのが分かった。先ほどよりも音量が大きく聞こえる。煩うるさかった。

　三度目のインターホンが鳴ったときに、目がぱちりと開いた。

「あぁ……？」

　ぼやける視界の中で、時計を探す。目を細めて目覚まし時計を見ると、７時ちょうどを指していた。

「……ちっ、誰だれだよ」

　明らかに、知らない人間がインターホンを鳴らすには早すぎる時間だ。常識はずれにもほどがある。

　隣の沙さ優ゆも、うめき声を漏もらしながら身体からだを起こした。

「宅配便かな……」

　もごもごと沙優がそんなことを言ったので、俺は失笑した。

「こんな時間に届かねぇだろ。……なんも頼たのんでないしな」

　ぼそぼそと返事をして、頭を搔かく。

　勧かん誘ゆうか何かであれば、無視すれば立ち去るだろうと思って、ベッドの上でぼんやりとしていると、またインターホンが鳴った。

　さすがに、頭にくる。

「ちょっと出てくる」

　文句の一つでも言ってやろうと、玄げん関かんにずんずんと歩いていった。

「誰だよ……今何時だと思って」

　文句を言いながらドアを開けて、絶句した。

　そこにはスーツを着た若い男性と、その後ろに明らかにボディガードのような装よそおいの、体格のいいサングラスの男性が立っていた。

「……え、なんすか」

　明らかに普通ではない装いの男二人を前に、俺も警けい戒かいする。

「朝早くに失礼します。この時間でないとゆっくり話もできないかと思いまして」

　やけに丁てい寧ねいな口調でそう言って、若者は懐ふところから名めい刺しを取り出して、俺に差し出した。

「おぎわらフーズの代表取とり締しまり役やく、荻おぎ原わら一いつ颯さと申します」

「はぁ……」

　俺は名刺を受け取り、さらに困こん惑わくした。おぎわらフーズと言えば、かなり有名な冷れい凍とう食しよく品ひんメーカーだったはずだ。そんな会社の社長がなぜこの家に。

　ぼんやりと名刺を見つめていると、ふと、思い当たることがあった。

「荻原……」

　その文字を、じっと見た瞬しゆん間かんに、脳が覚かく醒せいした。はっとして顔を上げると、不気味な笑え顔がおを貼はりつけた若い社長と目が合った。

「荻原沙優の兄です」

　社長ははっきりとそう言って、すっと表情を変えた。俺を睨にらみつけて、言う。

「沙優を引き取りに来ました」

　そう言われて振ふり返ると、後ろで沙優が茫ぼう然ぜんとした表情で立ち尽つくしていた。それだけで、この人物が本当に沙優の兄なのだろうと分かる。

　ついに、この時が来てしまったのか、と思った。

　目の前の若い社長は、明確に可視化された『逃とう亡ぼう生活のタイムリミット』であった。

　何故なぜか、脳内に沙優の『にへら』という笑顔が思い浮うかんで、そして、消えた。








あとがき






　はじめまして。しめさばと申します。

　細々とネットで物書きをしていたものです。気付いたら三冊目を出させていただけることになり、おっかなびっくりでこれを書いています。

　今年（２０１８年）の夏は驚おどろくほど暑く、執しつ筆ぴつ作業中もダラダラと汗あせをかいておりました。というのも、私の自室にはエアコンがなく、パソコンからの排はい熱ねつもあるので、窓を開けて、扇せん風ぷう機きをつけて、という最大限の対策をしても今年のような気温自体が非常に高い状態だと部屋は蒸むし風ぶ呂ろ状態になってしまったわけです。部屋にエアコンがないんですよ～、ということを編集さんに笑い話のつもりで伝えると割りと本気なトーンで「冗じよう談だんですよね」って言われたのがちょっと面おも白しろくて、そろそろ本当に購こう入にゆうを検討しないとなと思っております。

　今年がこんな暑さで、来年はどうなってしまうのだろう、と、そんなことを考えていると同時に、「来年、今年と同じような暑さになっても、たいして驚かないのだろうなぁ」とも思いました。ネットでも、『数十年前の新聞を見ると、28度の日なんかが〝猛もう暑しよ日び〟と表記されていた』と話題になっておりました（今では、最高気温が35度以上の日を猛暑日と言うそうですね）が、何か驚くようなできごとが起こったとしても、その経験はあっという間にみんなの中で「当たり前」というフォルダに格納されてゆく。当たり前が更こう新しんされてゆき、時代が変わっていく……それってすごく面白くて、不可思議で、少し寂さびしいなと思いました。

　来年はもう少し涼すずしいといいですね。




　さて、ここからは謝辞になります。

　まずは、今回も私のあまりにもノロマな執筆作業をサポートしてくださったＷ編集に感謝を申し上げます。いつも本当にありがとうございます。でも今回はあなたに謝罪する回数がいつもより少なかった気がします。少し前進です。

　次に、今回も素す敵てきなイラストで登場人物たちを彩いろどってくださったぶーたさん、本当にありがとうございました。毎回のことですが、編集さん経由でイラストが届くたびにテンションが上がっておりました。

　そして、私よりも真しん剣けんに本文を読んでくださった校正さんと、その他この本の出版にかかわってくださったすべての方々に、心よりお礼を申し上げます。ありがとうございました。

　最後に、三巻まで手に取ってくださった読者の皆みな様さま。皆様のおかげで、続巻を出し続けることができています。本当にありがとうございます。よろしければ、吉よし田だたちの物語を最後まで見届けてやってくださると幸いです。

　また皆様と私の書いた物語が巡めぐり合うことができるようにと願いながら、あとがきを終わらせていただきます。





しめさば









電子書籍特典　書き下ろし短編

『チュニックブラウス』







「高校の頃は良かった……」

　思わずそんな言葉が口に出て、一人で噴き出してしまう。

　かれこれ30分ほど、クローゼットと姿見の前を行ったり来たりしている気がする。

　高校時代は、「蒼は黒い服が似合うよね」というクラスメイトの言葉を鵜吞みにして黒い服ばかり着ていた。

　そして大学の頃は特に興味があるわけでもないのにファッション雑誌を買って、自分と髪型の似ているモデルの着ている服をなんとなくで買って着ていた。

　そんなわけで、今までの人生、ファッションというジャンルで悩んだことがなかった。そしてそのツケが今、回ってきている。

「困ったら制服着れば良かったんだから最高だ」

　もういっそのこと制服を着て行ってやろうか、という投げやりな気持ちにもなったけれど、よくよく考えると制服は実家に置いてきてしまったし、そもそも女優でもモデルでもない27歳が高校生の制服を着るのはさすがに無理がある。

　ため息をついて、ベッドに座り直す。

　こんなにも出かける服装に悩んでいるのには、もちろん理由がある。

　普通に一人で外出するだけなら、それこそ適当に黒い服でも着てゆけばいいのであって、人と会うつもりがあるから悩んでいるのだ。おまけに、相手は初恋の相手と来ている。

　休日なのを良いことに昼過ぎに目を覚まし、ご飯を買いにコンビニにでも行こうと思ったところで、会社に財布を置き忘れたことに気が付いた。

　社会人になるまで実家でぬくぬくと過ごしていた人間が、一人暮らしを始めたからといって突然自炊をするようになるはずもなく、気が向いた時しか料理をしない私の家の冷蔵庫の中身などたかが知れている。

　つまり、食べるものもなく、財布もないというどうしようもない状況になっていることに、休日二日目になって気が付いたのである。

　私は、自分のずぼらな生活態度に呆れるのとほぼ同時に、悪いことを思いついてしまった。

　これを口実に、唯一会社で連絡先を交換している吉田を呼び出して、ついでにご飯も食べてしまおうというものだ。

　我ながら名案だと思ったけれど、吉田と会うとなれば適当な格好をして出てゆくわけにもいかない。

　多分、吉田の中の私は「高校の頃の憧れの先輩」というポジションで時が止まっている。そうと分かっていながら適当な格好で出て行って彼の中のイメージを崩してしまうほど、私の中で彼の存在はどうでもいいものではなかった。

　要するに、初恋の後輩に対して見栄を張りたいのである。

　しかし今まで一度も能動的にファッションを気にしたことがなく、「まあこんなもんだろ」という、往来を歩いて恥ずかしくない程度の惰性ファッションを継続してきた私としては、『異性にウケのいい服』というのがさっぱり分からなかった。

　加えて相手は〝あの〟吉田である。

　高校の頃はデートの時に制服を着ていようが私服を着ていようが毎回「可愛い」と言ったし、若干のコンプレックスである尻の上の大きめなホクロを見ても「可愛い」と言ってのけた男だ。

　けれど、あの頃は付き合っていたからなんでもかんでも可愛く見えていただけなのだろうと思う。

　つまり、私は彼の『ストライクゾーン』を知らない。

「吉田め……」

　責任転嫁してぼやいてみるけれども、それで服が決まるわけでもなく。

　そもそも、まだ吉田に連絡すら入れていないことを思い出す。

　いや、入れなくとも、暇であれば吉田は絶対に来るはずだ。という、謎の確信があった。

　とはいえ、もし予定があったとすれば断られる可能性も大いにあるわけで、服を選ぶよりも前に連絡をとるべきだと思い直す。吉田に休日の予定があるとも思えないけれど……。

　スマートフォンを手に取って、ぽちぽちと吉田にメッセージを送る。

　すぐに吉田から返事が返ってきたけれど、どうも乗り気ではなさそうだった。しかし、用事があるのであれば初手で「用事があるので……」と言ってきそうなものである。用事もないのに渋っているということだろうか。生意気だぞ。

　何度かやり取りを続けても、やはり吉田は明らかに会社まで出てくることを渋っている様子だったので、ついに私は『食べるものがない』という必殺技を出した。いや、実際に食べるものがないのだから噓ではないでしょう。

　そうするとさすがに吉田も折れて、来てくれるという返事が来た。

　相手の性格につけ込んでもぎ取ったものだけれど、勝利は勝利である。

　さて。

　問題は最初に戻る。

　何を着ていくか、それが問題だ。

　過去に戻って吉田の趣味を探ることはできないし、今メッセージで「どんな服着て行けばいい？」なんて訊くのもさすがに恥ずかしい。訊いたところで、「好きな服着てくりゃいいんじゃないすか」とか返ってくるのがオチである。

　……もう、「先輩なら何着てても可愛いですよ」と、いうようなことを言ってもらえる関係ではなくなってしまったのだ。

　そんなことを考えて、少し胸が痛んだ。

　今は、彼は別の恋を胸に抱えている。

　自ら手放したものだと分かっていながら、それと同じくらい、逃した魚が大きかったことも理解している。だからこそ、私は胸の中を這う鈍痛を押し込めるように、ベッドから不必要なほどに勢いをつけて立ち上がった。

　そして、ベッドの横に落ちていた、先週惰性で買ったまま一度も開いていないファッション雑誌を手に取った。

　表紙を見ると、大きな文字で「秋はチュニックブラウスで決まり！」と書いてある。

「あ」

　自然と声が漏れた。

「持ってるよ、チュニックブラウス」

　私は雑誌をペラペラとめくりながらクローゼットへ向かう。

　ついこの前、秋物の服を数着買っておこうと服屋へ行き、自分で選ぶのも面倒だったので店員を捕まえて「どんなのが似合うと思います？」とあまりに雑な質問をしたのだ。

　その答えが、これである。

　黒に近いグレーの色をした、チュニックブラウスを手に取って、鏡の前に立つ。

　店員が高い声で「落ち着いている上に、冬物よりも軽くてすっきりした印象があっていいんですよね。お客様の綺麗な黒髪にも映えると思いますよ！」と、いうようなことを言っていたのを思い出す。

　確かに、すっきりしていて、落ち着きもある。

　雑誌に目を落とすと、チュニックブラウスに七分丈のサブリナパンツを合わせている。

　サブリナパンツも、ある、ある。

　一人頷いて、クローゼットから白い色のパンツを引っ張り出す。

　ぽいぽいと部屋着を脱ぎ捨てて、ブラウスとパンツに着替えると、思った以上にそれなりの恰好になっていた。

「こりゃいいや」

　雑誌を買った時は内心で「読まないのにこんなもん買って」と思っていたし、服を買った時も「どうせ数回しか着ないだろうに」と思っていたのに、こんなところで役に立つとは。

　惰性もたまには役に立つなぁと、一人でにやついてしまった。

　洗面所の鏡で寝ぐせがないか念入りにチェックして、しつこく見えない程度に化粧をして。

　玄関の靴箱を開け、今日の服装に一番合いそうな靴を探した。

　そして、靴箱の端に、小箱に入ったままになっていた靴を発見する。

「あ……」

　開けなくても分かった。

　自虐的な笑みが漏れる。

「このタイミングで目に入ってくるんだもんなぁ……」

　手を伸ばして、箱を手に取る。

　高校生の頃、親にねだって買ってもらった、その頃の私にとっては少し大人っぽい靴。

　少し踵の上がった、アンクルストラップの黒いサンダルだ。

　次のデートに履いて行くから……と言って買ってもらって。

　結局、私のせいで、次のデートはなかった。

「これはデートか？」

　サンダルをジッと見て、呟く。

「……デートってことにしとくか」

　そう言って、箱から包み紙を引っ張り出して、靴を玄関に置いた。

　足のサイズは高校生の頃からまったく変わっていなかったようで、驚くほどぴったりとサンダルに足が入った。

「ふふ」

　自然と笑いが零れる。

「ずっと履いてやれなくて悪かったね」

　サンダルを見つめて、そんなことを言ってみる。もちろん返事なんてないのだけれど、靴も喜んでいるのではないか、と都合の良いことを思った。

「気合い入った服に、おニューの靴。そしてあたしはそれなりに美人……」

　口に出して、言ってみる。

「これでなびかないなら吉田のセンスが悪いな」

　そう呟いて、一人で笑って。

　私は玄関の扉を開けた。

　一言くらい、私の外見を褒めさせてやろう、と、そんな気持ちで私は家を出る。

　まさか、褒められないどころか、服装について一切言及されることはないとも知らずに。








〈終〉





















ひげを剃そる。そして女じよ子し高こう生せいを拾ひろう。3
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